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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カルテ０　夢ゆめ？　現げん実じつ？　謎なぞの旅人







　御み子こよ




　癒いやしの御子よ




（……ここは？）




　トリシアは深い霧きりの中で、別の名前で呼よばれていた。




　こちらだ、御子よ




（………）




　どこからか吹ふいてくる微び風ふうに、リボンでまとめた茶色の髪かみがなびく。

　トリシアは声のする方に向かって、足を踏ふみ出した。

　優やさしい、包み込こむような暖あたたかさを帯びた声。

　トリシアは、この声の主を知っている。




　さあ、手を……




　霧の中にぼんやりと浮うかぶ影かげに向かって、トリシアは手を差し出した。

（これは……夢？）

　トリシアは考える。

　小さい頃ころから、何度となく見てきた夢。

　その同じ夢の中に、トリシアは久ひさしぶりに迷まよい込んでいた。

（あなたは……誰だれ？）

　トリシアの手は、影の姿すがたに触ふれようとする。

　と、その時。




　ドンドンッ！

「せ、先生！」

　診しん療りよう所じよの扉とびらが乱らん暴ぼうに叩たたかれた。

「先生、起きてください、先生！」

（……⁉）

　トリシアは目を開くと、素す早ばやく寝しん台だいから起き上がり、愛用のリボンで髪を縛しばって白衣をまとった。

（何でいまさら……あんな昔の夢を？）

　顔を洗あらい、清せい潔けつな布ぬので拭ふきながら、トリシアは扉を開ける。




　ここはトリシアの診療所。

　人間、動物を問わず、どんな生き物の手当てもするアムリオン王国でただひとつの、いや、世界でたったひとつの魔ま法ほう医いの診療所なのだ。




「どうしたの⁉」

　トリシアは、入ってきた男に尋たずねる。

　動物相手の夜間の診療を控ひかえ、仮か眠みんに入ったばかりのところだったが、こうした事じ態たいに慣なれたトリシアの頭はもう完全に目覚めている。

「じ、事じ故こです！」

　ずぶ濡ぬれになった男はゼイゼイ言いながら、必ひつ死しに何が起きたのかを伝えようとする。

「中州と……南街区を結ぶリュタンの橋が……補ほ修しゆう中ちゆうだったんですが……降こう星せい祭さいの花火見物の客が……その重みで……」

「崩くずれたの⁉」

　アムリオンの王都を東西に流れる大レーヌ川。

　川には中州があり、橋がいくつか架かかっている。

　石作りのリュタン橋は、その中でも最も古く、改修工事の必要性せいが指し摘てきされていたはずだ。

「はい、もうひ、悲ひ惨さんな有様で、大おお勢ぜいが川に投げ出されて、石の下した敷じきになり……」

「すぐ行く！」

　トリシアは黒い診療カバンをつかんだ。

「橋にはどれくらいの人がいたの？」

「かなりいたはずですが、人数までは……」

　男は頭を振ふる。

「他の医者は？」

「手分けして呼よびにやったはずですが」

「現げん場ばで救助の指し揮きを執とってるのは誰？」

「さあ？　あっしはすぐに先生を呼びに飛んできたもんで」

　現げん状じようではすべてが不明。

　ともかく、リュタンの橋があったところまで行ってみるしかなさそうだ。

「案内はいいから、あなたは人手を集めて！　あと、清潔な布とお湯が大量に必要になるはずだから、表通りの〝三本足の洗あらい熊ぐま〟亭ていに行って、セルマに用意するように頼たのんで！」

「はい！」

　疲つかれ果てているはずの男は、それでも表通りに向かって全力で走りだした。




　　　＊　　　＊　　　＊




　同じ頃ころ。

　王都の南街区の街門を、ひとりの旅人がくぐろうとしていた。

　アムリオンの街は自由貿ぼう易えき都市であり、通行に手形を必要としない。

　平時の門番の仕事といえば、夜明けの開門と日ひ暮ぐれ刻どきの閉へい門もんのみ。

　退たい屈くつな仕事である。

　それに、今夜は降星祭。

　近きん隣りんから訪おとずれる人々のために、夜になっても閉門しない。

　齢よわい七十に差し掛かろうとする門番が睡すい魔まに襲おそわれても、無理もないところなのだ。

　矛ほこ槍やりに寄よりかかるようにして居い眠ねむりをしていた老門番がその旅人に気がついたのは、馬上の旅人の巨きよ大だいな影かげが天に輝かがやく銀色の月を覆おおったからだった。

「……ん？」

　門番は欠伸あくびを噛かみ殺し、身分の高そうな長身の旅人を見上げた。

　つば広の帽ぼう子しに銀細工の止め具がついた外がい套とう。

　背せ中なかには、この国では珍めずらしい細身の曲刀。

　陰かげになっているのでその目を見ることはできないが、長い黒くろ髪かみが風にそよいでいる。

「現うつし世よの疾はやき時間の流れには、なかなか慣なれぬものだな」

　旅人は空を見上げ、口元に憂うれいの色をたたえた。

「今こ宵よいの風と月光が伝えるは……悲しみと苦く悶もんの思念か」

　旅人の騎き馬ばは、門番のすぐ前をゆっくりと横切ってゆく。

（この旅人、アールヴ？　いや、髪の黒いアールヴなど見たことがない。アールヴはすべて、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのはず……じゃが？）

　門番になって三十年以上になるこの老人には、いつの間にか、不ふ審しん者しやを識しき別べつする嗅きゆう覚かくのようなものが備そなわっていた。

　その嗅覚が、老門番に旅人の身元を改めるべきだと告げる。

「失礼ながら……」

　老人は矛槍を握にぎり直し、やや格かく式しき張ばった口調で誰何すいかした。

「何処いずこよりこの王都へおいでの御ご仁じんか？　差さし支つかえなく……ば？」

　門番は最後まで言葉を続けることができなかった。

　つい一いつ瞬しゆん前まで目の前にいたはずの旅人の姿すがたが、忽こつ然ぜんと消えたのだ。

　確たしかに目にし、その声を聞いたはずの旅人が。

「幻まぼろし、いや、夢ゆめか？」

　老門番は目を擦こすった。

「……いよいよ、引いん退たいを考えねばならんかも知れんな」

　門番は矛槍を石いし壁かべに立て掛けると、どっと疲つかれが出たように座すわり込こみ、近所で買ってきていた酒の壜びんをあおる。

　この老人のところに、リュタンの橋の崩ほう落らくの報しらせが入ったのは、そのすぐ後のことだった。













　カルテ１　大だい事じ故こ、救出、濁だく流りゆうの中！







　夕暮れ時の大レーヌの川岸には、すでに多くの怪け我が人にんが引き上げられていた。

　見み渡わたした範はん囲いだけでも百名近く。

　対岸にもほぼ同じ人数が横たえられている。

　かつてリュタンの大橋が存そん在ざいした場所には、橋きよう脚きやくの一部が残るのみ。

　大きな大理石の塊かたまりがいくつか、大レーヌの流れを妨さまたげている。

　夕日を映うつし、真っ赤に染そまった川かわ面も。

「まるで血のよう……」

　トリシアは唇くちびるを噛かむ。

　網あみや棒ぼうで遺い体たいを引き寄せたり、自らの危き険けんも顧かえりみず、冷たい川に飛び込んで救助にあたる人々。

　だが、それでも救出できたのは、事故に巻まき込まれた人のほんの一部に過すぎない。

　これからも、怪我人や死者の数は増ふえる一方だろう。

「……気温が下がってきてる。火が必要だわ」

　トリシアは精せい神しん波動である〝呪じゆ波は〟を増ぞう幅ふくさせると、それをある種の奇き跡せきの〝力〟として発動させる言葉、魔ま旋せん律りつを唱となえた。

「光と温ぬくもりが……闇やみを晴らし、安らぎと慰なぐさめをもたらす……」

　すると、目の前の小さな空き地に炎ほのおが生まれ、あたりを照らす。

「火のまわりに怪我人を集めて」

　トリシアは怪我人を運ぶ人たちに声をかけると、呻うめいている男のそばに行った。

「傷きず、見せて」

「あ、あんた、トリシアだろ⁉　動物の医者じゃねえか！」

　男はトリシアの顔を見ると、ジタバタと暴あばれた。

「こら！　暴れない！」

　トリシアは、男の腕うでを押おさえて清せい潔けつな布ぬので拭ふく。

「ひいぃぃっ、殺されるぅ！　他の医者を呼よんでくれ～！」

　幸い、男の怪我は大したものではない。

　出血が多く見えるのは、水に濡ぬれているためだ。

「……失礼な怪我人ね」

　トリシアは止血を施ほどこし、包帯をさっさと巻いた。

「死ぬう～、助けてくれ～」

　男は情なさけない声を上げる。

　と、その時。

「黙だまれ、その程てい度どの怪我で騒さわぐでないわ！」

　暴れる男の頭を、誰かがポカリと叩たたいた。

「この先生はアムリオンで最高の名医だ、診みてもらえることを光栄に思え！」

「……あなた、ヴェルナー卿きよう？」

　トリシアは振ふり返って声の主を見上げた。

「どうしてここに？」

「民たみが危機にある時に屋や敷しきにこもっているようでは、爵しやく位いの意味などありませんからな」

　変わった動物を集める趣しゆ味みで知られるヴェルナー卿は、アムリオンでも有数の貴き族ぞく。

　トリシアとは、腐くされ縁えんと言ってもいい知り合いである。

「へえ、ちょっと見なおしたわ。あなたも街の人に迷めい惑わくをかけるだけじゃないんだ？」

「はははっ、相変わらずキツイことを」

　飼かっている怪かい物ぶつが逃にげ出す度たびにトリシアに助けられているので、ヴェルナーは頭が上がらないのだ。

「この先に設せつ営えいした天てん幕まくに、重じゆう傷しよう者しやを収しゆう容ようしているところです。先生はそちらに」

「分かった。ここのみんなには、なるべく早く乾かわいた服と毛もう布ふをあげて！」

「さっそく手配しますぞ」

　ヴェルナー卿はうなずくと、川岸で救助に当たっている男たちの方に向かって走ってゆく。

「者ども！　我われに従したがえ～！」

　だが、次の瞬しゆん間かん。

　ドッボーン！

　大きな水音。

「わ～！　ヴェルナー卿が川に落ちたぞ～！」

「ひ、引き上げろ～！」

「ちょっと～、この人、鎧よろい着てるよ！」

「さっきも落ちたろ、このおっさん⁉」

「ったく、迷惑な！」

「これじゃいない方がマシだって！」

　どうやら、余よ計けいな仕事がひとつ増えたようだ。

「……前言撤てつ回かい。見直すのは、また別の機会にするわ」

　トリシアは頭を振ると、天幕へと急いだ。




「キャット！」

　橋のたもとに設営された大きな天幕に入ったトリシアは、横たえられた人々の間を走り回る小こ柄がらな姿すがたを見つけて声をかけた。

「トリシア⁉　こっちこっち！」

　髪かみの下半分を紫むらさきに染そめた少女が、トリシアを手て招まねきする。

　アムリオン王国の第二王女。

　トリシアの親友でもあるキャスリーン、通つう称しようキャットだ。

「あなたが……ここの指し揮きを？」

　天幕の中にはすでに数名の医者が来ていて手当てを始めているが、処しよ置ちを終えた人数よりも運び込こまれる怪け我が人にんの数の方が遥はるかに多い。

「何よ、その心配そうな顔は？」

　キャスリーンは唇くちびるを尖とがらせるが、トリシアが懸け念ねんするのも無理はない。

　何しろキャスリーンは、失敗する要よう因いんが皆かい無むの状じよう況きようでも必ず失敗する人間。

　たとえて言うなら、大おお海うな原ばらに火事を起こすような少女なのだ。

「安心しなさい、救助の全体的な指揮はアムレディア姉さんが執とってるわよ。こっちとは反対側の岸だけど」

「アンリ先生は？」

「先生も対岸。川の北側で怪我人の手当てをしてるわ」

　と、キャスリーン。

　トリシアは天幕の風よけの隙すき間まから顔を出し、対岸に目を向けた。

　すぐに目に入ったのは、松たい明まつの明かりに浮うき上がった馬上の女じよ性せいの姿である。

「ルーカン卿は新たな怪我人を収容する天幕の設営に！　ゼル宰さい相しよう！　橋の東側の被ひ害がい者しや数の確かく認にんに向かって！」

　女性でも見み惚とれるような細身の肢し体たいの持ち主は、次々と適てき切せつな指し示じを出してゆく。

　ピンと伸のびた背せ筋すじ。

　美しく風になびく黒髪。

　慈じ愛あいに満ちていながらも、凜りんとした表ひよう情じよう。

　アムリオンの第一王位継けい承しよう者しやにして国民の敬けい愛あいの的、アムレディア王女である。

　そして……。

「風よ、鋭するどき斧おのとなりて水を分かち、堅けん牢ろうなる堰せきと化せ……」

　王女の傍かたわらにあった金きん髪ぱつの青年が、手を前方に掲かかげて魔ま旋せん律りつを詠えい唱しようした。

　詠唱が終わると同時に川の一部が割われて、溺おぼれていた人々の姿が水の引いた川底に現あらわれる。

「あの方たちを、早く！」

　王女は兵たちに命じる。

「意い志しと祈いのりが……生命の波動を躍おどらせ、死の誘さそいを断たつ」

　青年は続けて、運ばれてくる血ち塗まみれの負傷者の身体からだに、緑の光を帯びた手をかざし、回かい復ふくさせてゆく。

　やや女性的に見える風ふう貌ぼうにもかかわらず強力な〝呪じゆ波は〟を駆く使しして救助と手当てを同時にこなしている青年こそ、トリシアの師しであるステインアドラーのアンリ。

　七つの魔ま法ほう院いんの魔法を修おさめた、アムリオン王国最高の魔道士なのだ。

「先生！　アム王女！」

　トリシアは〝呪波〟で風に声を乗せ、二人に呼よびかけた。

「手は足りているかい？」

　すぐに優やさしいアンリの声が返ってくる。

「何とか！　頑がん張ばります！」

　トリシアにとって、アンリはずっと昔からの憧あこがれの人。

　その声を聞くだけで、疲ひ労ろうなど吹ふき飛んでしまう。

「キャットは足手まといになっていない？」

　ちょっと心配そうな声は、アンリの放つ波動に乗ったアムレディアの声だ。

　アムレディアに対するトリシアの感情は、少し複ふく雑ざつである。

　王女は素す晴ばらしい女性であると同時に、アンリの愛する人でもあるのだ。

「ええ。安心してください」

　トリシアはそう告げながら手を振ふってみせる。

　アムレディアは手を振り返すと、すぐに救助作業に戻もどった。

「良かった、あっちは心配要いらないみたい」

　トリシアはキャットを振り返ると、診しん療りようカバンを開く。

「ともかく、手当てを始めるわよ」

　最初の怪我人は十二、三歳さいの子こ供ども。

　腹ふく部ぶを潰つぶされ、大量の吐と血けつをしている。

「開腹して止血ね」

　トリシアは一いつ瞬しゆんのうちに判はん断だんを下す。

「了りよう解かい」

　キャットは手て袋ぶくろをしながらうなずいた。

　メスを手にしたトリシアは、キャットの補ほ助じよで子供の腹部を開くと、出血箇か所しよを突つき止める。

「……肝かん臓ぞう破は裂れつ。縫ぬうよりも〝治ち癒ゆ〟の〝呪波〟を使った方が良さそうね」

　肝臓は自じ己こ修しゆう復ふく機き能のうが強い臓器のひとつ。

〝治癒〟の魔旋律は、生物が本来備そなえている回復機能を高める作用をするので、この場合には最適の治療法だ。

　トリシアは増ぞう幅ふくした〝呪波〟を指先に集中し、魔旋律を唱えた。

　傷きず口ぐちがゆっくりと閉とじ、血が止まってゆく。

「これでとりあえずは大だい丈じよう夫ぶ」

　トリシアは額ひたいの汗あせを拭ぬぐって、隣となりの寝しん台だいで喘あえいでいる次の重じゆう傷しよう者しやの方に向き直る。

「腹部を縫ってから包帯を巻まいて。わたしはこっちの人を診みるから」

「私がやるの？」

　ちょっと心細そうなキャット。

「他に誰だれかいる？」

「ったく、人使いの荒あらい！」

　トリシアはキャットの不平を無む視しして、怪け我が人にんの傷を診みる。

　頭部の裂れつ傷しよう。

「頭ず蓋がいの内部に出血している可か能のう性せいがあるわ」

〝呪じゆ波は〟を当てて探たん査さをしてみると、確たしかに血けつ液えきらしい影かげが見える。

（切開して血を抜ぬきたいところだけど……止血さえしておけば、後でも処しよ置ちは可能ね）

　トリシアは〝呪波〟の焦しよう点てんを頭蓋内部の出血箇所に合わせ、血管を焼く。

「トリシア、次の怪我人が運ばれてきた」

　ややうんざりしたようなキャスリーンの声。

「こっち！」

　トリシアは手を振って、怪我人を背せ負おった男を呼び寄よせた。

「その人をこの寝台に乗せて。こっちの子は応おう急きゆうの手当てが終わったから、どこか火のそばで休ませてあげてね」

「……私が休みたいわよ」

　ボヤくキャット。

　そして、この調子で二、三十人の治療を終えた頃ころ……。

「……トリシア」

　キャットが〝呪波〟の使い過すぎからくる精せい神しん疲ひ労ろうで顔をしかめながら声をかけた。

「こっち、重傷者ばかり運ばれてきてるんじゃない？」

「そう？」

　トリシアは応急処置を続ける。

　こちらも、先ほどからわずかながら〝呪波〟が乱みだれてきていた。

「そうって⁉　生死の境さかいにある怪我人は、みんなここに運ばれてるわよ！　他のヤブ医者どもにどうして楽させとくの！　ほら、あっちのド・ラ・セル医い師し！　そっちのレナール！　あいつら、さっきから軽傷の人間しか診てないじゃない！」

「………」

　そんなことはとっくに分かっているのだ。

　だが、不公平だとは言わない。

　貧びん乏ぼうくじを引いたとも考えない。

　トリシアはそう、胸むねのうちで誓ちかう。

　目の前で失われようとする命を救うことは、自分の使命だから。

　トリシアが、トリシアである理由だから。

　黙だまったまま、感かん染せん症しようや壊え疽そを防ふせぐ浄じよう化かの〝呪波〟を駆く使ししながら手早く応急処置を施ほどこしてゆく。

「ああいった先生方は」

　次の怪我人を運び込んできた男が、こっそりと告げる。

「怪我人を救たすけられずに、病院の評ひよう判ばんを落とすことを嫌いやがってるんですよ。だから、確かく実じつに助かるヤツしか診ない」

「ちょっと、許ゆるせないわね！」

「いいから！」

　抗こう議ぎしに行こうとする王女の袖そでを、トリシアはつかんだ。

「そんなことより、目の前の人間を救けることが先でしょ？　ほら、そっちの人、腕うでの止血をお願い」

「ううっ、分かったわよ！　……なんか悔くやしいけど」

　キャスリーンはドスンと座すわり、目の前の怪我人の右腕に〝呪波〟をかける。

「もう、だんだん治ち療りよう魔ま法ほうの腕が上がってくみたい。私は王女であって、医者じゃないのに～」

　キャットは魔法学校〝星ほし見みの塔とう〟の現げん生徒であり、トリシアと同じくアンリの弟で子しのひとり。

　七つの魔法院が滅ほろんだ今となっては、アンリの〝星見の塔〟が魔道士を育成する唯ゆい一いつの場となっている。

「魔法も使えて、国民の命を救うために奔ほん走そうするなんて、素す敵てきな王女さまじゃない？」

「……うちの姉あね貴きより人気出るかな？」

「それはまだまだ」

　二人が疲つかれた顔を見合わせて、プッと噴ふき出した時。

「せ、先生！　来てください！」

　緊きん迫ぱくした表ひよう情じようの男が天てん幕まくに飛び込こんできた。

「子こ供どもが石に挟はさまれて、このままじゃ……！」

「すぐ行くわ！」

　トリシアは鉛なまりのように重くなってきた身体からだを引き起こした。




　トリシアより二、三歳さい年下の少女が石に挟まれていたのは、南寄よりの橋きよう脚きやくのすぐ下だった。

　橋が崩くずれ、川に転落したその上に、大きな石が落ちてきたのだ。

　真横にあった小さな岩のおかげで隙すき間まができ、完全に下半身を潰つぶされることだけは免まぬがれたが、巨きよ石せきに挟まれて身動きが取れなくなっている。

　辛かろうじて顔だけが水面からのぞいている状じよう態たいだ。

「これ、動かせない？」

　小こ舟ぶねで少女の位置まで近づいたトリシアは、少女を挟んでいる巨石に手を掛かけると、まわりに集まっている人々に尋たずねた。

「縄なわをかけて馬で引っ張ぱるしかありませんね」

　ひとりが頭を振ふる。

「用意はしてるんですが、かなり時間がかかりますよ」

「この子の親は？」

「母親がさっきまでそばにいたんですが、ひどく取り乱みだして泣き叫さけぶもんで、天幕の方で休ませてます」

「……潜もぐってみる」

　トリシアは川に飛び込んだ。

（泳ぎを覚えて良かった）

　少女の身体は、手のひらほどの幅はばの隙間に挟まれていた。

　大だい腿たい骨こつと腰よう骨こつの複ふく雑ざつ骨こつ折せつ。

　内ない臓ぞうもいくつか、深しん刻こくな傷しよう害がいを受けている可か能のう性せいが高い。

　一刻も早く、ここから救出して手当てをする必要がある。

　ザバッ！

　トリシアは水面に顔を出した。

「どうですか、先生？」

　救出に集まった人々がトリシアを見る。

「大だい丈じよう夫ぶ、助かるわ」

　トリシアが告げると、安あん堵どのため息が人々の間から漏もれた。

（……だけど、そのためにはここから運びださないと。体温も低下してるし、時間がないわ。アンリ先生を呼よびに行ったんじゃ間に合わない）

　トリシアは心の中で付け足してから、少女に声をかける。

「もう少し、頑がん張ばれるかな？」

「……うん」

　蒼あおい顔をした少女は、かすかにうなずいた。

「いい子ね」

　トリシアは頭を撫なでると、再ふたたび水中に潜る。

（……あと……指二、三本分隙間を広げれば……この子を引き出せる！）

　だが、どんなに力を込めても、トリシアの華きや奢しやな腕うででは、崩ほう落らくした巨石はまったく動こうとしない。

（〝呪じゆ波は〟なら……）

　トリシアは巨石からいったん手を離はなし、物ぶつ質しつ移い動どうの魔ま旋せん律りつを唱となえるが、慣なれていない水中での作業である。

　巨石の下側から垂すい直ちよく方向に力場をかけなくてはいけないのだが、〝呪波〟が拡かく散さんしてなかなか思い通りにならない。

（……この方法じゃ駄だ目め）

　トリシアは魔旋律を中ちゆう断だんする。

　このまま続けると岩が横に滑すべり、隙間を逆ぎやくに狭せまくしてしまいそうだ。

（ありったけの〝呪波〟をぶつければ、石を吹ふき飛ばすことは可能かも……）

　トリシアは考える。

　しかし、そうすると下した敷じきになった少女にも、かなりの衝しよう撃げきが加わる。

　下手をすると、そのまま少女が潰つぶされてしまうかもしれないのだ。

　バシャッ！

「みんな、手伝って！」

　トリシアは川かわ面もに顔を出すと、周囲で見守っていた男たちに声をかけた。

「はい！」

　男たちもトリシアと一いつ緒しよに潜り、巨石を退のけようとする。

「せえの！」

「いっけえ～っ！」

　かけ声と共に、真っ赤になって力を込こめる男たち。

　それでも、状じよう況きようはさっきまでと大して変わらない。

　長年、この橋を支ささえていた巨大な石である。

　人間の力だけで動かすには、やはり重すぎるのだ。

（どうして動かないのよ！）

　さらに力を入れるトリシア。

　爪つめが剥はがれかけ、血がにじみ出す。

「ぶはっ！」

　息が続かなくなったトリシアは、水面に顔を出して水を吐はく。

「あと少し、あと少しなのよ！」

　トリシアはこぶしで巨きよ石せきを叩たたいた。

　諦あきらめの気分が、周囲にも漂ただよい始める。

「……先生……もういいから……」

　蒼あお褪ざめた少女の唇くちびるが、かすかに動いた。

「ありがと……でも、もういいの……」

　出血もかなりの量になっているはずだ。

　すでに少女の体力は限げん界かいに達している。

「諦めないで！」

　トリシアは、少女の頭を抱だき締しめる。

「絶ぜつ対たいに、絶対に助けるから！」

　冷えきった少女の頬ほお。

　トリシアの涙なみだが、その頬にも伝わる。

「くそ！　もう少し、もう少しだけこの石が軽けりゃなあ」

　巨石を持ち上げようとしていた男のひとりが、汗あせを拭ぬぐいながらつぶやく。

「！」

　トリシアは、はっと顔を上げた。

（もう少しだけ……この石が軽ければ？　………………そうよ！）

　トリシアはもう一度、飛沫しぶきを上げて水に潜ると、意い識しきを集中した。

（ニクス……水の精せいの姫ひめ君ぎみ……答えて……わたしよ、トリシア）

　必死になって呼よびかけている相手は、この川を治める水の精。

　普ふ通つうの人間とは、心を通じ合うことのできない存そん在ざいである。

　だが、竜りゆうや小こ鬼おに、妖よう精せいといった人ならぬ存在と意思を交かわすことができるのが、魔法医トリシアの能のう力りよく。

　トリシアだけが持つ特別な力なのだ。

（……トリシア、久ひさしぶり）

　目の前の水が揺ゆれて、ゆっくりと人間の形をとり始めた。

　現われたのは、透すき通った身体からだを持った十歳さいくらいの少女だ。

（大きくなったわね、ニクス。あいさつは後にして、お願いがあるの）

（私にできることなら……）

　数年来の友人であるニクスはうなずく。

（大レーヌを治めるあなたなら、リュタンの橋が崩くずれて大変なことになってるのは分かるでしょ？　今、死にかけている子がいるの。その子を助けるために、水位を上げてくれない？）

（水位を……上げるの？　下げるのではなく？）

　ニクスは首を傾かしげる。

（そう、お願い！）

（分かりました。他ならぬトリシアの頼たのみですから）

　ニクスは目を閉とじ、両りよう腕うでを広げるとクルクルと回転し始めた。

（ありがと、ニクス！）

（今度はもっと、ゆっくりお話ししましょうね）

　水の精の姫君は微笑ほほえむと、水の中に消えていった。

（水位が上がれば……この石が水に沈しずんで浮ふ力りよくがかかり……軽くなるはず！）

　トリシアは、巨石の下の縁ふちに手を掛かけた。

「みんな、手伝って！」

「あ、ああ！」

　男たちがもう一度集まって、一いつ緒しよに石を持ち上げ始める。

　さっきまではビクともしなかった巨石がほんのわずか、浮うき上がった。

「もう少しだ！」

「それ！」

　男たちは歯を食いしばり、力を合わせる。

「あと……ちょっと！」

　トリシアは少女の両りよう脇わきに手を掛けた。

　引っ張ぱり出せるくらいに隙すき間まが広がるまで、あと少しだ。

　ところがその時。

「きゃああああ、あれ！」

　この様子を遠とお巻まきに見守っていた人々の間から悲鳴が上がった。

　トリシアたちのすぐ脇にある橋きよう脚きやく。半分崩れたその橋脚の上に、不安定な形で残っていた大理石の塊かたまりがグラリと揺れたのだ。

「せ、先生！」

　巨石を持ち上げていた男のひとりが気がつき、頭上で崩ほう落らくしかけている大理石の塊を指さす。

「⁉」

　トリシアはそちらに目を遣やった。

　橋げたを構こう成せいしていたその直方体の大理石は、少女を挟はさんでいる巨石よりもさらに大きい石せつ塊かいである。

　それが、大きく前後に揺ゆれて、今にも落ちてきかねない状じよう態たいになっていた。

　ちょうど支し点てんとなっている部分の橋脚の角の部分が崩れ始め、砂すなと小石がパラパラとトリシアたちの頭に降ふり注いできているのだ。

「こんな時に！」

「もう無理だ！」

「落ちる！　潰つぶされる！」

「先生、諦あきらめよう！　あんたまで巻き込こまれるぞ！」

　慌あわてる男たち。

「だからって！　あと少しなのに！　このまま放っておけないってば！」

　半ば使命感。

　半ば意地。

（ここまできて！）

　トリシアは何とか少女を引き出そうと手を離はなさない。

　だが。

　ズザザッ！

　頭上の巨石は一回、今までになく大きく揺れると、ゆっくりとずり落ち始めた。

　すでに治ち療りようでかなりの精せい神しん力りよくを消費しているトリシアの〝呪じゆ波は〟では、巨石を受けとめることは不ふ可か能のうだ。

「この子だけでも！　お願い！」

　トリシアはもう一度、少女の脇に腕うでを掛け、全身の筋きん肉にくに力を込めて引っ張った。

　ズルッ！

　ようやく隙間から抜ぬけ出す少女の身体からだ。

「先生！」

「トリシア先生！」

　数名の男たちが、トリシアと少女をかばおうとまわりを囲むが、巨石は無む慈じ悲ひにもみんなを押おし潰そうと迫せまる。

「駄だ目めだったら！　あなたたちまで！」

　男たちだけでも退どかそうとするが、間に合わない。

　急速に大きくなってゆく巨石の影かげが、視し界かいを真っ黒に覆おおう。

（もう駄目！）

　トリシアがギュッと少女を抱だき締しめたその時。

「……動いてはいけない。私を信じろ」

（……え⁉）

　不意に、トリシアの頭の中で声がした。

　彼方かなたから聞こえてくるような、それでいて、すぐそばでささやかれているような声。

　初めてのような、懐なつかしいような声。

（この声、誰だれだろ？）

　トリシアがぼんやりとそんなことを考える。

　次の瞬しゆん間かん。

　ズギュンッ！

　風と水と大地を、同時に切り裂さくような音がした。

　続いて。

　ザッッバーン！

　空高く水柱を上げて、橋げたを構こう成せいしていた巨大な大理石は落下した。
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　左右から押し寄よせる波が、トリシアたちを呑のみ込みかける。

「ゴボッ！　ゴボゴボゴボッ！」

　鼻と口から、濁にごった水が入り込む。

　トリシアはそれでも、少女を放さない。

　そんなトリシアを、男たちが必死になって流されないように支ささえる。

　そして。

（……あれ？）

　何度か大きなうねりが来た後に、水位が安定し、大レーヌの川かわ面もに静けさが戻もどった。

（わたし、潰されて……ない？）

　トリシアは目を擦こすった。

　巨石は、自分の真上に落ちてきたはずだ。

　水を吐はき、顔に張はりついた髪かみを掻かき上げて周囲を見み渡わたす。

　すると。

「石が……二つに？」

　二つに分かれた大理石が、トリシアたちの両りよう脇わきすれすれのところで水面からその一部をのぞかせていた。

　紛まぎれもなく、それは先ほど落下してきた巨石。

　その断だん面めんは、まるで磨みがき抜ぬかれたかのように滑なめらかだ。

　空中で自然に割われたようには到とう底てい思えない。

「おい、今、見たよな？　先生の頭の上で大理石が真っ二つになったの？」

「そ、そんな風に見えたぜ？」

「どういうこった？」

「さあ？　先生の魔ま法ほうじゃないか？」

　トリシアを庇かばおうとした男たちも首を傾かしげる。

「わたしじゃないわ」

　トリシアは頭を振ふった。

　そのうち。

「あの人だよ」

　川岸から母親とともにこの様子を見ていた子こ供どもが、土手にたたずむひとりの男を指さした。

「あの人が刀で石を切ったんだ。僕ぼく、見たよ」

「バカ言うなよな、坊ぼう主ず」

「あの位置から刀が達とどくかよ」

　まわりの大人たちがドッと笑う。

　しかし。

「……あの人」

　トリシアは、その男の方を見るとつぶやいた。

　男は、つば広の帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、旅人風の出いで立たちをしていた。

　歳としは、アンリ先生と同じくらいだろうか？

　漆しつ黒こくの髪と、夕日のように輝かがやく謎なぞめいた瞳ひとみ。

　銀の止め具がついた外がい套とうが風に舞まい、翼つばさのように広がっている。

　だが、何といっても印象的なのは背せ負おった細身の曲刀。

　その柄つか頭がしらに埋うめ込こまれた石は、暁ぎよう星せいのように脈みやく打うっていた。

（まるで夕ゆう闇やみのよう……）

　トリシアは、ぼんやりとそんなことを考える。

（そう、あの夢ゆめに出てくる……でも、まさか？）

　旅人はトリシアの視し線せんに気がつくと、ふと目をそらし、人込みの中に姿を消した。

「……いけない」

　一いつ瞬しゆん、旅人を追おうとしたトリシアだったが、すぐに少女の方を振ふり返った。

　こちらの処しよ置ちが最さい優ゆう先せんである。

　石の隙すき間まから引き出された少女はすぐに舟に乗せられ、手当てが始まった。

　まずは止血と、骨こつ折せつ部分の固定。

　続いて、身体からだを巡めぐる血の温度をゆっくりと上じよう昇しようさせ、魔ま旋せん律りつを同調させて少女の自じ己こ治ち癒ゆ能のう力りよくを高める。

「……このまま、そっと天てん幕まくまで運んで」

　とりあえずの救命処置を終えたトリシアは、岸に着けた舟を下りながら指し示じを出すと、そのまま土手に仰あお向むけに寝ね転ころがった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　駆かけ寄よってきたキャットが心配そうに声をかける。

「……百数える間だけ寝かせて。起きたら手当てを続けるから」

　もう虚きよ勢せいを張る気力もない。

　トリシアは親友の膝ひざに頭を乗せると、目を閉とじた。
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「みんな！　よくやってくれたね！　今夜は店のおごりだよ！」

〝三本足の洗あらい熊ぐま〟亭ていの女主人、セルマが宣せん言げんすると、客──リュタンの橋の事じ故この救助に参加した者も、そうでない者も──は歓かん声せいを上げた。

　夜よ更ふけのこの小さな酒場には、セルマの友人で常じよう連れん客きやくでもあるアンリやアムレディア王女までもが顔を揃そろえている。

「ここ、よろしいかしら？　我わが国の誇ほこる宮きゆう廷てい魔ま道どう士し殿どの？」

　アムレディア王女は、二階席のアンリのテーブルの前に立った。

「光栄です、アムリオンの珠しゆ玉ぎよくであられる殿でん下か」

　宮廷魔道士という肩かた書がきを持つただひとりの存そん在ざいであるアンリは立ち上がり、優ゆう雅がに一礼してから椅い子すを引く。

「まあ、お優やさしい」

　アムレディアはスカートの端はしをつまんで礼を返すと、アンリと向かい合う形に腰こしを下ろした。

「大したものね」

　王女の視し線せんは階下の少女に向けられる。

「……今夜、トリシアひとりで百二十人以上の命を救ったわ」

「うん。あの子は腕うでを上げているよ。間ま違ちがいなく、ヒュオン山脈の南では一番の名医だ」

　トリシアの師しであるアンリは、微笑ほほえんでうなずいた。

　だが……。

「それが心配」

　アムレディアは眉まゆをひそめる。

「あの子は完かん璧ぺき。これまで一度も大きな過あやまちを犯おかしたことはないわ」

「患かん者じやを死なせたことはあるよ」

「でも、それはあの子の落ち度によるものじゃないでしょう？　手の施ほどこしようのない患者を看み取とることは何度もあったけれど、あの子自身が原げん因いんとなって、助かるはずの患者を死なせたことはないわ」

「病びよう巣そうの見落としや、手しゆ術じゆつにおける失敗か。……確たしかにないな」

　アンリは認みとめる。

「そう、あの子は〝殺して〟いないのよ、たったのひとりも」

「それが、あの子が医者を志こころざした時に誓ちかったことなんだ」

「……このまま、守っていければいいわね、その信念」

　アムレディアは自分の杞き憂ゆうを払ふつ拭しよくするように、指をアンリの指にからめた。

「そう祈いのるわ、私の魔法使い殿」




「ご苦労さま、トリシア」

　蜂はち蜜みつとミルクがたっぷり入ったお茶を、セルマがトリシアたちのテーブルに運んできた。

「今夜は応おう急きゆう手当てだけだったから、これからが大変だよ～」

　テーブルに突つっ伏ぷして、愚ぐ痴ちるトリシア。

　診しん療りよう所じよの家主でもあるセルマは、トリシアが泣き言を聞かせられる数少ないひとりだ。

「こんな時にレンがいれば、ちょっとは役に立つのにねえ」

　と、隣となりに座すわるキャット。

「それは言わない約束」

　魔法学校時代に席を並ならべていたレンは、トリシアの幼おさななじみである。

　二人の関係は親友以上、恋こい人びと未満といったところだが、レンは現げん在ざい、隣りん国ごくのヴィントールで自分のやりたいことを見つけるために修しゆ業ぎよう中ちゆう。

　もう、半年近くも会っていないのだ。

「あいつ、向こうで恋人作ってたりして」

　キャットはからかう。

「いいもん。わたしだって、結けつ構こうモテるんだから」

　トリシアはすねて唇くちびるを尖とがらせる。

「ところでさ。見つかったのかい、川岸にいながら、岩を一刀両りよう断だんしてあんたを助けてくれた人って？」

　セルマがテーブルに手を突いて尋たずねた。

「ううん」

　トリシアはお茶のカップを両手で包み込こむ。

（あの人の瞳ひとみ。夢ゆめに現あらわれたのと同じ色、同じ輝かがやき……間違いないわ）

　時間が経けい過かするにつれて、トリシアの確かく信しんは強まっていった。

「……ねえ。セルマはこんなことある？　この人と会うの、初めてじゃないって感じること？」

「いい男と出会った時はね」

　ウインクするセルマ。

「あんた、そう感じたのかい？」

「……夢で見たの、あの人のこと」

「おやおや」

「本当よ。それも一度じゃない。小さい時から、何度も見た夢。その夢に出てきた人と同じ人だったの」

　トリシアはつぶやくように付け加える。

「……きっと大切なことをあの夢は教えようとしてくれてるんだわ」

「あのさ、あんたが小さい時って、少なくとも十年くらい前だろ？　だったら、夢に出てきたヤツが本当の人間なら三十くらいになってるはずじゃないか？　他人の空そら似にさ」

　と、セルマ。

「まあ、深しん刻こくに考え込まない方がいいって」

　キャットはポンポンと肩かたを叩たたく。

「疲つかれてるのよ。だから、夢で見た人と同じだって信じ込んだんじゃないの？　もう一度会ってみたら全然印象が違ったりするって、よくあることでしょ？」

「……まあ、もう会えないとは思うけどね」

　そうため息をついて、背せ伸のびをした時。

「…………って、いるじゃないの！」

　酒場の隅すみの席でひとり、葡ぶ萄どう酒しゆの杯さかずきを前にして外の風景を眺ながめている男の姿すがたが、トリシアの目に飛び込んできた。

　椅い子すの背もたれには、あの、つば広の帽ぼう子し。

　壁かべには、細身の曲刀が立て掛かけてある。

「あれ、あれ、あれ！　あの人よ！」

　ガタンッ！

　ダダダダダッ！

　トリシアは椅子を蹴けって立つと、周囲の驚おどろく顔を気にもせずに走った。

「あの！」

　ゼイゼイ言いながら、トリシアは隅の席に座すわっていた男の外がい套とうをギュッとつかんだ。

「あの、あ、あなたは？　わたし、さっき助けてもらって、お礼を言いたくて。それと、その、ゆ、夢で……」

（うう、やっぱり聞けないよ～。夢で会ったことありませんか？　なんて恥はずかし過すぎるもの）

　トリシアは外套をつかんだまま、言葉をつまらせる。

「夢か……」

　男は不思議な優やさしさに満ちた、あの夕日のような瞳をトリシアに向けた。

「現うつつと夢の境きよう界かいは曖あい昧まいだ」

「トリシアを助たすけたのって、あなたなの？」

　キャットが遅おくれてやってきて、男を値ね踏ぶみするような目で観察する。

「その剣けんで、間合いの外から岩を真っ二つにしちゃったんだ？」

「……剣の先せん端たんと鍔つば元もとの間の速度の差が、空間の歪ゆがみを生む。それが衝しよう撃げき波はとなり、岩を捻ねんじ斬きった。理り屈くつを言えばそれだけのこと。魔ま法ほうではない」

　男は答える。

「……十分に魔法だって」

　キャットは自分には難むずかしい話に顔を強こわばらせた。

「このあたりじゃ見ない顔だね？」

　セルマが腕うでを組んで、座っている男を見下ろす。

「この街を訪おとずれるのはしばらくぶりになる」

「商人……とは思えないけど？」

「気が向けば、物を作り、交こう換かんもするが」

「あの……お名前は？」

　トリシアはセルマたちを押おし退のけて尋たずねた。

「わ、わたしはパトリシア！　みんなにはトリシアって呼よばれています！」

「名前は忘わすれた、遥はるか昔に……」

　男の口元に自じ嘲ちようとも取れる笑えみが浮うかぶ。

「本名を知られるとヤバいってことか」

　妙みように納なつ得とくするセルマ。

「もう、失礼よ！」

　トリシアはセルマをにらんでから男の方に向き直る。

「でも、呼び名がないと困こまります」

「……そうだな」

　男は考える。

「君が好きに名付けてくれ、それで構かまわない」

「そ、そんなこと言われても」

　トリシアは、リュタンの橋で男を見た時の印象を思い出す。

「……じゃあ、夕ゆう闇やみさん。そう呼んでいいですか？」

「夕闇。今までで一番、私に相応ふさわしい名かも知れない」

　男はうなずいた。

「んじゃあ、それでいいよ」

　セルマも認みとめる。

「しばらく街に逗とう留りゆうするつもりかい？　その気なら、部屋は貸かすよ、格かく安やすで」

「忝かたじけない」

　男、いや、夕闇は一礼した。

　と、そこに。

「トリシアを助けてくれたのはあなたですか？　僕ぼくからもお礼を言わせて欲ほしい」

「是ぜ非ひ、この街に留とどまってくださいね、王家の友人として」

　アンリとアムレディアが二階席から下りてきた。

　振ふり返った夕闇とアンリの視し線せんが、一いつ瞬しゆん交わる。

「……よろしく」

　アンリはふと、考え込こむような表ひよう情じようになり、いったん差し出しかけた手を止めたが、すぐに笑顔に戻もどって再ふたたび握あく手しゆを求める。

　夕闇は黙だまって、その手を握にぎり返した。

「まあ、それじゃ、新しい友人の到とう着ちやくを祝って！　……とにかく、飲も！」

　セルマはアンリの肩かたに腕をかけると、葡ぶ萄どう酒しゆの栓せんを歯で抜ぬき、アンリの口に流し込む。

「ちょ、ちょっと！」

　セルマを引き離はなそうとするアムレディア。

「駄だ目めだよ、アム！　アンリを独どく占せんしようとするなんて！」

「そうだぞ～、ずっとふたりでいちゃついてたくせに～」

　冷やかすキャット。

「そんなことしてません！　……ああもう！」

　アムレディアはこめかみを押さえた。

「……いつもこの調子なのか？」

　夕闇はトリシアの顔を見る。

「あは、あはははは……」

　トリシアは笑って誤ご魔ま化かすしかない。

「ほらほら、あんたも飲みな！」

　セルマは今度はアムレディアの口に瓶びんを押しつける。

「うわっ！　アンリと間かん接せつキスだ～」

　キャスリーンが騒さわぎ立てる。

「セルマ！　キャスリーン！　私だって怒おこるわよ！」

「おおっ！　王女様がキスだってよ～」

「いいぞ～、王女様～！」

「もっとやれ～」

　他の客たちまでもが調子に乗って囃はやす。

「君の仲間は……何というか……みんな陽気だな」

　夕闇は目を細めた。

「人は誰だれしも、心の底に汚よごれた澱おりを貯ためているものだが……この者たちにはほとんどそれが見られない。……ただ、二人の王女も君も、心の奥おくの隠かくされたヴェールの向こうに、むせび泣く小さな女の子がいるが」

　夕闇の話の終わりの方は、酔すい客きやくたちの笑い声にかき消されて、トリシアの耳には入らなかった。

（ううっ～、夕闇さんにこの連中と同じだと思われるなんて～）

　肩を落とすトリシア。

　こうして、魔法医の少女の憂うれいをよそに、〝三本足の洗い熊〟亭の夜は、いつものように楽しく更ふけてゆくのであった。













　カルテ２　風か邪ぜひき、店番、ドタバタの一日！







　リュタンの橋の事じ件けんの一週間後……。

　トリシアは〝三本足の洗あらい熊ぐま〟亭ていで、夕ゆう闇やみと一いつ緒しよに朝食を取っていた。

　ここ数日、深夜の診しん療りようが終わってから夕闇と食事を取るのが、トリシアの習しゆう慣かんになっていたのだ。

「それでね、わたしが〝探たん知ち〟の魔ま旋せん律りつを唱となえると、レンのヤツ、ピューッて森に飛んでいっちゃって……」

　会話を切り出すのは主にトリシア。

　その日にあったことや、友達のこと。

　大して面おも白しろくもない話に、夕闇は優やさしくうなずいてくれる。

　そんな夕闇の優しさに触ふれると、トリシアは暖あたたかい気持ちに包まれると同時に、ふと、奇き妙みような既き視し感かんにとらわれた。

　脳のう裏りをあの、何度となく見た夢ゆめがよぎるのだ。

（あなたは……夢の中に現あらわれるあの人なの？　その手は……あの時、握にぎり返してくれたあの手？）

　何度かそう聞きたい衝しよう動どうに駆かられながらも、何となく気き恥はずかしく、トリシアは尋たずねることを思い止とどまっていた。

「トリシア、君は……自分の幼おさない頃ころのことを、どれくらい覚えている？」

　不意に、夕闇が尋ねた。

「そう……ですね」

　トリシアはちょっと考え込こむ。

　小さい頃、両親と妹を同時に失って、幼なじみのレンと再さい会かいし、アンリ先生のところで勉強するようになって……。

　ところどころ、記き憶おくが断だん片ぺん的なのは、よほど嫌いやなことがあったせいだろう。

「わたし、得な性せい格かくなのかなあ。都合の悪いことはたいてい、忘わすれちゃってるみたい」

　トリシアはペロリと舌したを出した。

「白はく状じようしちゃうと、わたし、夕闇さんと会うの、この前が初めてじゃないように思ったんです。ずっと昔に出会っていたような、そんな感じがして。でも、そんなはず、ありませんよね？」

「何な故ぜ……自分が様々な生き物と意思を交かわすことができるのか、疑ぎ問もんに思ったことは？」

　夕闇はトリシアの問いには直ちよく接せつ答えず、トリシアの持つ不思議な能のう力りよくについて尋ねる。

　どんな生き物とも心で話ができるというのは、人間ではトリシアだけが持つ力なのだ。

「考えたことが全然ないってわけじゃないですけど」

　トリシアは自分の肩かたに止まっている白いフクロウのくちばしを撫なでた。

「考えたって、しょうがないじゃないですか」

「しょうがない？」

　夕闇は眉まゆをわずかに動かした。

「だって、結けつ論ろんの出ないことをウジウジ考え続けても無む駄だでしょう？　だったら、そんなことは放っておいて、他ほかにもっと考えなきゃいけないことを考えないと」

「他のこととは？」

「やっぱり、患かん者じやさんのことですよ」

　トリシアは微笑ほほえみ、フクロウの方を見る。

「……胸むね焼やけで眠ねむれないの？　もう少ししたら診療所に来て。薬を出してあげるから」

　ホウッと鳴くと、翼つばさを広げて飛んでいった。

「強い子になったな」

　夕闇はトリシアの髪かみを優しく撫なでた。

「そう言えば、セルマは？」

　トリシアはふと、宿屋の女主人の姿すがたが見えないことに気がついた。

　今朝はお茶を淹いれたのも、パンを切ってきたのも夕闇である。

「お客に給きゆう仕じをさせるなんて、この店、なってないですよね？」

「いや……」

　夕闇はトリシアのカップにお茶を注つぎ足した。

「今朝は起きてきていない。私がここに逗とう留りゆうするようになってから、彼女が寝ね坊ぼうするのは初めてだが」

　そう言われて、トリシアは急に不安になる。

「……ちょっと見てきますね」

　トリシアは席を立って奥おくの部屋に向かった。




「う～、がぜびいだ～」

　寝しん台だいの上のセルマは顔を真っ赤にして、毛もう布ふを被かぶっていた。

　ゼイゼイと荒あらい呼こ吸きゆう。

　目は充じゆう血けつし、髪はボサボサ、化け粧しようもしていない。

　普ふ段だんが隙すきのない美女なので、余よ計けいに痛いた々いたしい。

　鼻水を垂たらしていないのが、まだ救いといったところだろう。

「自じ業ごう自じ得とくよ」

　冷ややかなトリシアの声。

「頭からお酒浴びて、一ひと晩ばん中じゆう大おお騒さわぎしてたんだから」

　セルマが床ゆかにひっくり返っているところを発見したトリシアは取りあえず寝台に寝ねかせ、慌あわてて診しん療りようカバンを取りに戻もどったのだ。

「ぞんなごどじだっげ～？」

　込み上げてくる吐はき気を我が慢まんしながら、セルマは首を捻ひねった。

「記き憶おくにないの、あのばか騒ぎ？」

　トリシアは白い目を向けた。

「じぇ～んじぇん」

「ともかく、もう無理は利きかない年なんだから」

　ため息とともに診療カバンから粉薬を取り出すトリシア。

「フェリノールさんは？　あの人に看かん病びようを頼たのもうと思うんだけど？」

　フェリノールというのはアンリの親友で、〝三本足の洗い熊〟亭でも古ふる株かぶの宿しゆく泊はく客きやくのひとり。

　トリシアの知る限かぎりで、最も愛あい想そうが悪く、皮肉屋のアールヴである。

　一いち応おう、アールヴの長おさの名代、という肩書きで王都に滞たい在ざいしているのだが、実じつ際さいはセルマにこき使われる居候いそうろうである。

「あいづ、森に帰っでるよ～、肝かん心じんなどぎにやぐにだだないやづぅ～」

「それじゃ、しょうがないか」

　トリシアは枕まくら元もとに薬を置く。

「少なくとも、今日一日は安静にしていること」

「ぞんなわげにばいがないよ～、みぜ、あげないど～」

　セルマは頭を振ふった。

「店を開ける？　バカなこと言わないで、絶ぜつ対たいに無理よ」

「ど～じでも、あげるんだっでば～！」

「あっ、ちょっと！　もう！」

　セルマは強ごう引いんに起き上がろうとするが、寝台から出た途と端たんに床に崩くずれ落ちる。

「ほら、無理でしょ？」

「あげる、あげる、あげるぅ～！」

　ジタバタと手足を振るセルマ。

「子こ供どもじゃないんだから！　暴あばれないの！」

「あげないとイヤだああああ～！」

「あ～、分かった、分かった、店の方はわたしたちが何とかするから！」

「………………ほんどぉ～？」

「本当よ、本当。……疲つかれるなあ、この人」

　トリシアは眉み間けんにしわを寄よせながら、寝台にセルマを戻す。

「……じゃあ、お薬飲む」

　セルマはようやく大人しくなり、粉薬を白さ湯ゆと一いつ緒しよに飲んだ。

（診療所の方は、助手のマルテさんに任まかせるとして……。泊とまり客に出す朝食の用意はできてるようだし、酒場の営えい業ぎようは昼からだから、大だい丈じよう夫ぶよ……ね？）

　そう自分に言い聞かせたトリシアは、セルマが寝息を立て始めるのを待ってからそっと部屋を出た。




　　　＊　　　＊　　　＊




「……と、いう訳わけで、セルマの代わりに今日一日、わたしたちが〝三本足の洗い熊〟亭を仕切ることになりました。よろしく」

　トリシアは〝三本足の洗い熊〟亭のカウンターの前に出てきて一同を見み渡わたした。

　一同というのは、親友であるキャスリーン王女の他に、コロコロとした仔こ犬いぬと、樽たるから上半身を出した人魚である。

「よ、よろしくって？」

　顔を強こわばらせるキャスリーン。

「な～んであたしまで？」

　と、頬ほおを膨ふくらませたのは、夏の休きゆう暇かでヴィントールに行った時に知り合い、そのままついてきてしまった人魚のアーリン。

　診療所に設もうけられた水すい槽そうに住む居候である。

「あたし、プンプンだよぉ～」

　街に来てから人間の言葉の習得が早いのはいいが、奇き妙みような俗ぞく語ごばかり使いたがるのが頭の痛いところだ。

「わ～い、お店～、お店やさ～ん！」

　そう歌いながら駆け回っていたのは、見かけは仔犬だが、実は変身した狼おおかみ憑つき少女のカナルだ。

「ほ、ほら、カナルを見てご覧らんなさい！　やる気十分よ」

　と、トリシア。

「このバカ犬と一緒にされてもさあ～」

　さらに膨れっ面になるアーリン。

「バカ犬って言うなあ～、腐くされ魚！」

　カナルが牙きばを剥むいて唸うなる。

「く、腐れ魚ですって～！」

　アーリンは樽の中の水を尾おビレで叩たたき、カナルに引っ掛かけた。

「つ、冷たいなぁ！」

　カナルは前脚で濡ぬれた鼻の頭をクシクシと擦こする。

「もう、樽を引っ張ぱってやらないから！」

「……うぅ、それは困こまる」

　下半身が魚のアーリンは、水から出て座すわっていることはできるものの、陸上を移い動どうすることが難むずかしい。

　移動する時には水を張った樽に入って、カナルか誰だれかに引っ張られて移動するしかないのだ。

「ねえ、トリシア」

　エプロンを着けながらキャットが質しつ問もんする。

「この役立たずの二に匹ひき、何をやらせるの？　料理も給きゆう仕じも、できそうにないんだけど？」

「役立たずって言うな！　この、補ほ欠けつ王女！」

　アーリンとカナルは声を揃そろえた。

「補欠ですって！」

　目を釣つり上がらせるキャット。

「み、見てなさいよ！　国民の崇すう拝はいの対象にして王位継けい承しよう権けん第二位の麗うるわしき美少女が、どれほど有ゆう能のうか！」

「……どうでもいいから、みんな働いてね」

　トリシアはこめかみを押おさえる。

（手伝いの人選、間ま違ちがえたかなあ。……けどまあ、どうせ一日だけのことだし）

「ともかく、開店まで時間がないわ。とりあえず、仕し込こみと掃そう除じにかかりましょ。やらなきゃならないことはみんな、セルマが紙に書き留とめてくれたから、何とかなるって」

　だが。

　トリシアが自分の見込みの甘あまさを痛つう感かんするまで、そう時間はかからなかった。




「なに、セルマって、いつもこんなにソース作ってるの！」

　マスタード・ソースに、パセリのグリーン・ソース、ホワイト・バター・ソースに、梨なしのソース、プラム・ソース、ギャランディン・ソース……。

　セルマの残した調理法の記録は膨ぼう大だいなものだった。

　とても、トリシアの腕うででは、いや、たとえ、ここにいる全員の手を借りても、開店までに全部を作り終えることはできそうにもない。

（そう言えば……わたし、セルマの作るものを食べてばかりで、自分で料理したことってほとんどなかったんだ！）

　トリシアは重大な事実をこの期ごに及およんで思い出し、ズ～ンと落ち込んだ。

　一方。

「ああん！　この魚、どっちがブリームで、どっちがガーナール？　もう、こんなにいろいろあったんじゃ、分かんな～い！」

　市場からどっさりと運び込まれた魚を前に、途と方ほうに暮くれるアーリン。

「いっったあああっ！　お姉ちゃ～ん！　指切っちゃったあ～！」

　人間形けい態たいに戻もどったカナルは、ジャガ芋いもの皮かわ剥むきに悪戦苦く闘とう中ちゆう。

「王女たるこの私が掃除ですって？　自分の部屋でさえ埃ほこりを拭ぬぐったこともないというのに？　キイィィィィ～ッ！」

　掃はく、と言うより、箒ほうきを床ゆかに叩たたきつけているキャットは爆ばく発はつ寸すん前ぜんだ。

「ああ、こんなんじゃ間に合わないよ～！」

　と、トリシアが頭を抱かかえたその時。

「……面おも白しろいことをしているな」

　長身の男がふらりと厨ちゆう房ぼうにやってきて、トリシアの前に立った。

「あっ、夕闇さん！」

　トリシアはズズッと後あと退ずさった。

「こ、こんなところにどうして？」

（この人だけには醜しゆう態たいをさらしたくなかった！）

　と、痛切に思う相手の出しゆつ現げんである。

「人手不足だろう？」

　夕闇は鍋なべの前に立つと、作りかけのソースの色を見て、塩とハーブを追加した。

「な、何をするんです！」

　慌あわてるトリシア。

「この方がいい」

　夕闇はひょいと調理法の記録をトリシアの手から取り上げると、チラリと見て香こう草そうのソレルを刻きざみ始めた。

「……あ、おいし」

　トリシアは、夕闇が手を加えたソースの味を見て驚おどろく。

「夕闇さんって、料理もできるんですか？」

「旅暮ぐらしだと色々なことを覚える」

　夕闇の動きには、無む駄だがまったくない。

　あっという間にソレル・スープの準じゆん備びができる。

「次は……ブリー・チーズのタルトか」

　タルト生地をこね始める夕闇。

　トリシアは唖あ然ぜんとして見守るのみだ。

　そして。




「ふう～。結局、仕し込こみはぜ～んぶ、夕闇さん任まかせになっちゃった」

　トリシアは調理場の隅すみに置かれた丸まる椅い子すの上に膝ひざを抱かかえて座すわり、肩かたを落としていた。

　もうすぐ〝三本足の洗い熊〟亭、開店の時間。

　注文を取り、給きゆう仕じするのはトリシアとカナル。

　カウンターの向こうで酒を注ぐのがキャスリーン。

　夕闇が済なし崩くずし的に調理場を仕切り、アーリンがその手伝いをする、というのが、本日の布ふ陣じんである。

「本当にすいません」

　トリシアはさっきから、何度も夕闇に向かって頭を下げている。

「いや」

　夕闇は、アーティチョークのフリッターを揚あげる手を休めずに目を細めた。

「これはこれで、なかなか面白い体験だ」

「トリシア！」

　店の表の方からキャスリーンの声。

「そろそろ開店の時間よ～！」

「は～い、今行く！」

　トリシアはふうと小さな息をひとつつくと、小走りで表に向かった。
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「はい、いらっしゃいませ～！」

　店の表に営えい業ぎよう中ちゆうと書かれた板が下げられると同時に、常じよう連れん客きやくがドヤドヤと雪崩なだれ込こんできた。

「おや、セルマの姉あね御ごは？」

「トリシアせんせ～、あんたらが店番かい？」

　お客たちは、トリシアたちの姿すがたを見て目を丸くする。

「セルマは風か邪ぜで療りよう養よう中ちゆう。今日はわたしがこの店を仕切るの」

　トリシアは腰こしに手を当てて、客をにらむ。

「文もん句くある？」

「……まあ、いいや。俺おれはとりあえず、エールをくれ」

　常連客のひとりが注文する。

「こっちはビールだ。あと、いつもの」

　と、その隣となりの男。

「……いつものって、何よ」

　注文を書き留とめようとしていたトリシアの手が止まる。

「いつものって、いつものだよ。名前なんか知るかい！」

「んなもん、出せる訳わけないでしょ！　あんたは……そうね、カマスの姿すがた焼きにしなさい」

「俺は魚は嫌きらいなんだよ」

「つべこべ言わない！　魚は身体からだにいいのよ！」

「うう、何てぇ無む茶ちやな！」

　呻うめく客。

「何、トリシア？　文句を言う客がいるの？」

　カウンターの向こうから、キャットが声をかける。

「この店で出すものにケチをつける人間は、王おう城じようの地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされるってどこかに書いておこうか？」

「うへえ！　チビの方の王女だ！」

「い、いつから、ここはこんな恐おそろしい店になったんだ？」

　いったん満席になった店内だが、恐れをなした客たちは逃にげ出そうとする。

「ちょっと！」

　その客たちの背せ中なかに向かって、トリシアは言った。

「この店を潰つぶしてもいいの？　あんたたち全員が世話になっているセルマが、ひどい病気で倒たおれている間に？　あんたたちって、そんなに薄はく情じような人たちだった訳？」

　ひどい病気といっても、風邪である。

　それに、一日やそこら、客が入らなくても潰れるような経営状じよう況きようではない。

「……し、仕方ねえな」

「ツケもだいぶ蓄ためてるし」

「セルマの姉御のためだもんな。覚かく悟ごを決めるぜ」

　常連客たちは顔を見合わせると、すごすごと普ふ段だん座すわっている席に戻った。

「ひとつ注意しておくけど、あまり難しい注文は出さないことね。まあ、ここには医者がいるから、死ぬことはないと思うけど……食中毒を起こしても」

　キャスリーンはそう忠ちゆう告こくしてから、ホ～ホホホホホッ、と高笑いする。

「……お願いです。お金は払はらうから、逃がして」

　客のうちの数人は、涙なみだ目めでトリシアに懇こん願がんした。
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「トリシア、〝星ほし見みの塔とう〟の昼ご飯、そろそろ取りに来るわよ！」

　正午まであと少し。

　エールを樽たるからドブドブと陶とう製せいのジョッキに注ぎながら、キャスリーンが言った。

「今日の献こん立だて、何だっけ？」

　トリシアはカウンターの脇わきに汚よごれた皿を置き、慌あわててセルマの記録を見た。

　魔ま法ほう学校〝星見の塔〟の生徒のほとんどは、塔の中にある寄き宿しゆく舎しやに住んでいる。

　塔には大きな調理の施設がないので、昼時と夕方の二回、生徒のうちの当番の子たちが〝三本足の洗い熊〟亭に食事を受け取りに来ることになっているのだ。

「ええと、ライ麦パンに小エビのチャウダー、プディング付きのロースト・チキン、ナナカマドの実のゼリーとスコーン……って、何よ、わたしがいた頃ころより豪ごう華かになってるじゃない？」

「私は普段なら、その豪華な昼食を塔で食べてるはずなのよねえ」

　未いまだに〝星見の塔〟に在ざい籍せきしているキャスリーンはため息を漏もらす。

「そう言えば、思い出すわ。学校の朝食は前の日の夕食と一いつ緒しよに塔に運ばれるから、誰かさん、よく夜中に朝食の置いてある部屋に忍しのび込こんで、こっそり摘つまみ食いしてたっけ？」

「そ、そんな昔のこと！」

「朝になると数が合わなくって、結局、アンリが足りない分を取りに行ってたりして」

「だから、もう時じ効こうだって！」

「……何が時効なのかな？」

「どわっ！」

　背はい後ごの声にトリシアは飛び上がった。

「せ、せ、せ、せ、せ、先生⁉　それにビアトリス⁉」

　ニコニコと笑顔でそこに立っていたのは、赤毛の少女を伴ともなったアンリだった。

「よっ、頑がん張ばってる？」

　ウインクした赤毛の娘むすめは、ヴィントール王国大使の護ご衛えい隊長で名うての剣けん士し、トリシアの友人でもあるビアトリスだ。

「店を手伝うんなら、あたしにも声をかけてくれればよかったのに」

　腰こしに手を当てるビアトリス。

「だって」

　トリシアは口を尖とがらせる。

「……ビアトリスに頼たのむと、理り不ふ尽じんに店を破は壊かいされそうなんだもん」

「しっつれいね！　あたしだって皿を運んだりは……」

　と、ビアトリスが重ねられた皿に手をかけた途と端たん。

　グワッシャラガッッシャーンッ！

「……って、あれ？」

　見事に全部が床ゆかに落ちて砕くだけ散った。

「あのね!!」

「これは弁べん償しようものよね」

「ひどいよ～！」

　トリシアとキャット、そして、苦労して皿を運んでいたカナルが一いつ斉せいににらむ。

「はははははっ、……やっぱ、手伝わない方がいっか？」

　ビアトリスは頭を掻かく。

「それにしても」

　赤毛の少女を可哀かわい相そうに思ったのか、アンリが話題を変えた。

　セルマへの見み舞まいの品だろう。

　手にはリンゴの入った籠かごを持っている。

「あの時の盗ぬすみ食いの犯はん人にんはトリシアだったのか。初めて知ったよ」

「そ、それはですね～」

　今度はトリシアが慌あわてる番だ。

「診しん療りよう所じよに寄よった時に、助手のマルテさんから話は聞いた。セルマ、悪いのかい？」

　真顔になるアンリ。

「そうですね、本来なら、三日は安静にして欲ほしいところなんですけど」

　トリシアも医者の顔になる。

「……三日もここを手伝わされたら、こっちが病気になるわよ」

　キャスリーンがブツブツとつぶやく。

「ちょっと、顔を出したいけど、いいかな？」

　と、アンリ。

「そうですね。じゃあ、キャット、あとはお願い」

　トリシアはアンリを連れて奥おくの部屋に向かう。

「あ～、トリシア、サボるなあ～！」

　追い掛かけようとするキャスリーン。

　だが。

「はいはい、あんたは逃にげちゃ駄だ目めだよ～」

　ビアトリスとカナルが、王女の腕うでを両りよう脇わきからガッチリと押おさえた。




「ちゃんと寝ねているといいんだけど……。セルマ～？」

　アンリを案内したトリシアは、セルマの部屋の扉とびらをそっと開けた。

　すると。

「……へっ？」

「……と？」

　二人は、その場に立ち尽つくした。

　トリシアたちの目に飛び込んできたのは、肩かたから腰のあたりまでが顕あらわになったセルマの白い背せ中なかだったのだ。

「んっ？」

　そのまま無む造ぞう作さに振ふり返るセルマ。

「先生、駄目！」

　トリシアは慌ててアンリの目を覆おおう。

「ああ、アンリ」

　セルマはゆっくりとガウンを羽は織おった。

「今、汗あせかいたから着き替がえてたんだ」

　どうやら、喉のどの方は多少回かい復ふくしたようだが、まだ顔が赤い。
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「よかった。心配したよ」

　と、目を塞ふさがれたままのアンリ。

「ごめんよ。風か邪ぜなんか引いたの、久ひさしぶりでさ」

「フェリにも報しらせた。たぶん、飛んで帰ってくるよ」

〝星見の塔〟のアンリの部屋には、フェリノールの故こ郷きよう、ファヴローウェインの森と連れん絡らくできる〝遠とお見みの鏡かがみ〟があるのだ。

「いいのに」

　セルマはガウンの紐ひもを結ぶと、寝しん台だいに腰こしを下ろす。

「トリシア、手を離はなしていいよ」

「あ、うん」

　トリシアはようやくアンリから離れる。

「別にいまさら見られても構かまわないのにさ」

　と、セルマ。

「何度も見られてるんだし」

「何度も……って、先生！」

　トリシアはキッとアンリをにらむ。

「せ、先生はアム王女というものがありながら！」

「違ちがうよ」

　リンゴの籠を傍かたわらのテーブルに置きながら、アンリは苦く笑しようした。

「以前に僕ぼくは、セルマの手当てをしてるんだ」

「あ、そっか」

　トリシアはホッとする。

「そうよね、いくらなんでも……」

「いくらなんでも、とはどういう意味さ？」

　セルマはトリシアを小こ突づいた。

「あたしだって、まだ捨すてたもんじゃないんだよ」

「そうだね、いつまでも君はきれいだ」

　アンリはそっと肩に手をかけてセルマを寝かせ、優やさしく毛もう布ふをかける。

「伝う染つらないでよ。あたしと違って、宮きゆう廷てい魔ま道どう士しでアムの相談役のあんたは代えがきかないんだから」

「代えがきかないのは君も同じだ」

　と、アンリはセルマの髪かみを撫なでる。

「……ところで、店の方だけど？」

　横になったセルマは、トリシアに心配そうな目を向けた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。夕闇さんも手伝ってくれてるし」

「あの人が？」

　アンリが意外だというようにつぶやく。

「ええ」

　と、トリシア。

「夕闇さん、びっくりするくらいに料理がうまいんです」

　夕闇という名を口にする度たび、自分の顔が自然とほころぶことにトリシアはまだ気がついていない。

「……あいつって、つかみどころのない男だよね」

　セルマはじっと天てん井じようを凝ぎよう視しした。

「あたしは信用できないよ」

「もう、セルマは人を疑うたがい過すぎ」

　憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようになるトリシア。

「夢ゆめのこと、彼に聞いてみたかい？」

　アンリが尋たずねた。

「……それがまだ」

　トリシアは口くち籠ごもると、セルマの方に向き直る。

「と、ともかく、お店の方はしっかりやってるから、セルマはきちんと休むこと。これは医者としての忠告なんだからね」

「分かった、分かったよ～」

　目の前にビシッと指を突きつけられたセルマは、億おつ劫くうそうに毛布を鼻のあたりまで引き上げた。

「でも、そこのリンゴぐらい食べさせてくれても、バチは当たらないよね？」

「そのくらいは自分でやりなさいって！」

「安静に、て話だったのに？」

「トリシア」

　笑いを堪こらえながらアンリが言う。

「僕はしばらくセルマの話し相手をするから、君は店の方に戻もどっていいよ」

「もう。……それじゃ、お願いしますね」

　確たしかに、店を長時間カナルやキャットに任まかせていては心配である。

　トリシアは扉とびらに向かって歩きだすと、ドアノブに手をかけたところで振ふり返った。

「先生、くれぐれも病人を甘あまやかさないでください」

「了りよう解かい。厳きびしく接せつしよう」

　言葉とは裏うら腹はらに、アンリはナイフを手に取り、セルマのためにリンゴの皮を剥むき始めていた。
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「せんせ～、まだかい、俺おれの平目の蒸むし煮に？」

「早くしてくださいよ、せんせ～」

「せんせ～、スープ、冷えてるよ～」

　夕方になって、再ふたたび客の数が増ふえてきていた。

　注文を受けに走るカナルも、カウンターのキャットも昼時を上回る忙いそがしさである。

　裏方だったアーリンまで、キャットの手伝いに出されるほどだ。

「はいはい！　ちょっと、待って！」

　トリシアは両手いっぱいに皿を乗せて怒ど鳴なった。

「……ったく、あの連中の〝せんせ～〟って言い方、尊そん敬けいの欠片かけらもないわね」

「あなたが尊敬されるような人間じゃないことは、私が国家を代表して保ほ証しようするわよ」

　カウンターのキャットがペロリと舌したを出した。

「なにおう！」

　トリシアは頬ほおを膨ふくらます。

「も～、真ま面じ目めに働いてよ、トリシアお姉ちゃんも、補ほ欠けつ王女も！」

　と、二人を注意したのはカナルである。

　仕事に慣なれてきたカナルは、頭に料理の皿を乗せ、さっきからスイスイと器用にテーブルの間を走り回っているのだ。

「トリシアお姉ちゃんは奥おくのテーブルのお皿を下げて！　補欠王女はエールが四杯はいに、ピメントが二杯、あと、そっちの腐くされ人魚、マスカディルとメルヴェイスンが一杯ずつ、大だい至し急きゆうだよ！」

「く、腐れ人魚って言うなああ！」

　指し示じを出す側と出される側。

　立場がいつの間にか逆ぎやく転てんしている。

「せんせ～、カナルちゃんの足を引っ張ぱらないようにな！」

　酔よっ払ぱらいたちがドッと笑う。

「あんたたち、覚えてなさいよ！　病気になったら、一番苦い薬を飲ませるからね！」

　トリシアはギロリと一同をにらんでから、汚よごれた皿を回かい収しゆうしに走った。




「あれ？」

　トリシアが、重ねられた皿を持って調理場に戻もどろうとした時。

　食器棚だなの陰かげから、言い争う声が聞こえてきた。

（えっ？　誰だれ？）

　ひとりは夕闇だが、もうひとりは知っている声ではない。

　そもそも会話自体が、人間の言葉によるものではなかった。

　聞き覚えがあるが、アールヴや小妖よう精せいが使う言葉だ。

　トリシアはひょいと首を出してのぞいてみる。

（どういうことか分かってんのか⁉　幽ゆう閉へいの身のくせにこんなことしやがってさ！　これがあのお方に知れたら！）

　夕闇と話していたのは、手のひらに乗るくらいの小さな妖精だった。

　言葉遣づかいは汚きたないが、足先が蹄ひづめになっていることと、蝶ちようのような背せ中なかの羽を除のぞけば、ほとんど人間の娘むすめに近い姿すがたである。

　黒い緩ゆるやかな巻まき毛を伸ばし、均きん整せいの取れた身体からだをわずかばかりの緑色の薄うす布ぬので覆おおったその妖よう艶えんな娘は、人間の年齢で二は十た歳ち前後に見える。

　虹にじ色いろの羽を羽は撃ばたいて夕闇のまわりを飛びながら、妖精は腰こしに手を当てて声を張はり上げていた。

（仙せん境きようを裏うら切ぎるつもりじゃないだろうね⁉）

「私は仙境の意向に縛しばられてはいない。お前も知っているはずだ」

　夕闇は頭を振ふる。

（……ああん、もういいよ）

　妖精は煩わずらわしそうに豊ゆたかな髪かみを掻かき上げた。

（ともかく、あたいの任にん務むの邪じや魔まだけはすんなよ）

「そのつもりだ。もっとも、あの子はお前が考えているほど鈍にぶくはないぞ」

（何言ってんだい？　しょせんは人間じゃん）

　妖精は軽けい蔑べつをあらわにする。




「……⁉」

　仙境という言葉を耳にした瞬しゆん間かん、トリシアの心しん臓ぞうは早はや鐘がねのように激はげしく打った。

（初めて耳にした言葉……じゃない。わたし、この言葉を知っている）

　不安と懐なつかしさに胸むねを締しめつけられる感覚。

　それはちょうど、夕闇の姿をリュタンの橋で見た時に感じたものと同じ感覚だった。

「……あの、夕闇さん？」

　トリシアは内心の動どう揺ようを抑おさえるように二、三回深しん呼こ吸きゆうをしてから進み出て、声をかけた。

（どっっひゃあああっ！）

　妖精は天てん井じよう近くまで飛び上がる。

「こんにちは、妖精さん」

　トリシアは微笑ほほえみかけた。

（こ、こ、こんちわで～す！）

　妖精は精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そでぎこちなく挨あい拶さつを返した後、ブツブツとつぶやく。

（……まずいぜ、もしもこれがあのお方の耳に入ったら）

「……あなた、ここ何か月か、うちのまわりを飛び回っていた子だよね？　なんだ、夕闇さんの知り合いだったの？」

　トリシアは、この妖精が自分から身を隠かくすように診しん療りよう所じよの近くを飛んでいたことを思い出した。

　単なる恥はずかしがり屋だと思っていたのだが……。

（……ちっくしょ～、やっぱ、バレてた⁉）

　妖精はペチンと自分の顔を叩たたいた。

「言っただろう、それほど鈍くはないと」

　それ見ろ、というように目配せする夕闇。

「自じ己こ紹しよう介かいぐらいしたらどうだ？」

（わ、分かったっての！）

　夕闇に促うながされ、妖精は仕方なしにトリシアの方に向き直る。

（あたい～、キカっていいま～す。どこから見ても、通りすがりの、無邪気で可愛かわいい妖精で～す）

　口調を変えて、わざとらしく目ま蓋ぶたをパチパチさせる妖精。

「へえ～。じゃあ、南の森から来たのかな？　妖精がたくさん住んでる？」

（あのなあ！　あんな〝はぐれ〟妖精どもと一いつ緒しよにすんなって！　こちとら、れっきとした仙境の……！）

　キカはそこまで言いかけ、慌あわてて自分の口を押おさえた。

「……仙境？」

　また出てきた。

　それが何を示しめすものなのかは分からないが、その言葉にはやはり、どこかトリシアの心の奥おくに引っ掛かかる響ひびきがある。

（あちゃ～、言っちまった！　なんて見事な誘ゆう導どう尋じん問もん！）

　キカは頭を抱かかえる。

「自ら墓ぼ穴けつを掘ほっただけだな」

　夕闇は冷たい目でキカを見た。

（……んとんと、仙境っていうのは嘘うそで～す！）

　キカは不器用に取り繕つくろう。

（せ、仙境なんて妖精だけが住む異い世せ界かいなんて、住んだこともなきゃ、行ったこともないってば！　そっ、だから信じなさい！　信じろって！　キカのお・ね・が・い！）

「……信じろって言われれば……信じるけど？」

　トリシアは首を傾かしげる。

（そ、それじゃ、あたい、このあと約束があるんで！　また今度！）

　キカは輝かがやく羽を動かし、窓まどから出ていこうとした。

　ところが。

（……あれ？　おっかしいな～、飛べないじゃん？）

　妖精はフラフラと食器の上に落ちてゆく。

（それに……お腹なかが痛いてててててて……）

「顔色、よくないわね」

　トリシアはじっとキカの顔を見た。

「あなた、ここで何か口にしたり、触さわったりした？」

（し、してないって、そんなこと！）

　キカは何度も頭を振ふる。

「正直に答えて！　命に関かかわるかも知れないのよ！」

（……うう）

　トリシアの厳きびしい声に、キカは気け圧おされる。

（そこに置いてあった杯さかずきに残ってた葡ぶ萄どう酒しゆ……、ちっとだけ飲んじまった）

「これね」

　トリシアは、キカが指さした杯を手に取った。

「お腹は、絞しぼられるような強い痛み？」

（うん）

「吐はき気はある？」

（うん）

「……間ま違ちがいないわね」

「分かったのか？」

　夕闇が尋たずねる。

「この杯」

　トリシアはうなずき、杯を見せる。

「鉛なまりでできているんです。わたしは勧すすめないけれど、この方が葡萄酒の味が丸くなるからと言って、好む人がいるので」

「鉛中毒か？」

「ええ。急きゆう性せいの」

　トリシアは説明した。

「葡萄酒に溶とけ出した鉛は微び量りようで、人間だと習しゆう慣かん化かしていない限かぎり症しよう状じようは出ません。けれど、身体からだの小さい妖精には危き険けんです」

（あ、あたい、死ぬのか？）

　キカは泣きそうな顔になる。

「死なせるつもりはないわ。夕闇さん、そこのお皿にぬるめのお湯を作っておいてください」

　トリシアはそう頼たのむと、指先をキカの身体の上にかざし、魔ま旋せん律りつの詠えい唱しようを開始した。

　鉛が沈ちん着ちやくする肝かん臓ぞうと中ちゆう枢すう神しん経けいに〝呪じゆ波は〟の焦しよう点てんを合わせ、血けつ液えき中ちゆうにいったん鉛を散らせて皮ひ膚ふまで浮うき上がらせる。

　つまり、肌はだから鉛が吸きゆう収しゆうされる時と逆ぎやくの作用を起こさせるのだが、これが意外と難むずかしい。

　妖精は内ない臓ぞうの位置が人間と異ことなるのはもちろん、血管や神経の太さも違う。

　わずかな焦点のずれが、中毒とは別の障しよう害がいを引き起こすこともあるのだ。

「動かないでね」

　意い識しきを集中するトリシア。

（慎しん重ちように……ぶれは最さい小しよう限げんに抑おさえて……）

　魔旋律の波動に乗った〝呪波〟が肝臓を修しゆう復ふくし、機き能のうを回復させてゆく。

「我が慢まんできる？」

（うん。……でも、痛ってえ～）

　うなずくキカ。

　全身から汗あせが噴ふき出し、緑の薄うす布ぬのが肌にベットリと張はりついている。

「もう少しよ……どう？」

　トリシアは〝呪波〟の焦点を脊せき椎ついへと移い動どうさせた。

（よく分かんない。……あ、でも少し痛くなくなってきた）

　溶け出した鉛は静じよう脈みやくから心臓を経けい由ゆして動脈に入り、さらに末まつ梢しようの血管へと達する。

　したたり落ちる汗が、わずかに濁にごったものとなる。

「……いいわ」

　トリシアはそっとキカの身体を抱だき上げると、夕闇が用意したお湯の中に浸ひたす。

「これで身体をきれいに洗えば、あとは大だい丈じよう夫ぶ」

　指でそっと肌を拭ぬぐうと、細かい鉛の粒りゆう子しが落ちて皿の底に溜たまった。

（……あれ、マジだ）

　お湯の中で手足を伸のばしたキカは、目を丸くする。

（さっきまですっっげえ痛かったのが、嘘うそみたい）

「もう、そこらへんにあるものを勝手に食べたり飲んだりしたら駄だ目めだからね」

　トリシアは注意する。

「調理場には、妖よう精せいにとっては鉛より猛もう毒どくな鉄が山ほどあるんだから」

　キカのような小妖精は、鉄でできた品物に触ふれることはできない。

　鉄は小妖精に、致ち命めい的な火傷やけどを負わせるのだ。

　だから、トリシアも妖精の手しゆ術じゆつには鉄を用いない。

　主に使うのは銀の手術用具だ。

（まだ何となく、かっ怠たるいけど……）

　キカは皿から出ると、プルプルと腰こしを振ふって水すい滴てきを飛ばし、背せ中なかの羽を恐おそる恐る動かしてみた。

（……うん、これなら飛べそうじゃん！）

　爪つま先さき立ちで背せ伸のびをし、顔いっぱいに喜びを表した後、キカはハッとして後あと退ずさる。

（あ、あたい、あんたに治してくれなんて頼んでないかんな！　あんたが無む断だんで治したんだぜ！）

「はいはい」

　キカの感かん情じようの起き伏ふくの激はげしさに、思わず噴き出しそうになるトリシア。

「別に治ち療りよう費ひを取ろうなんて思ってないって」

（な、なにさ！）

　余よ計けいに怒おこるキカ。

（お金がないんじゃないかんな！　そのうちあんたにバーンと金きん貨かで払はらってやるから、覚えてやがれ～っ！）

　キカはベエッと舌したを出すと、窓まどから飛んでいった。

「面おも白しろい子」

　トリシアはその姿すがたを見送ると、夕闇を振り返る。

「夕闇さんって不思議な人ですね。妖精と話ができる人って、そうはいませんよ」

「この時代ではな」

　夕闇は目を細めた。

「人がまだエレネイの地に留とどまっていた頃ころは、そうではなかった」

「……何千年も前、ですよね？」

　トリシアは首を傾かしげる。

　エレネイ半島。

　遥はるか東、海の向こうの、妖精とアールヴと人類の発はつ祥しようの地。

　今では伝説、神話となってしまった、かの地での戦いの歴史。

　夕闇の口調は、まるでつい昨日のことのようだ。

（本当に不思議な人……）

「あの、夕闇さん」

　トリシアは思い切って尋たずねた。

「さっきキカが言っていた仙境って……？」

「私はかの地のことについて語ることはできない」

　夕闇は頭を振る。

「だが、君はいつか、仙境を訪おとずれることになるだろう。自分自身を見つけるために」

「自分自身を……見つける？」

　トリシアは繰くり返した。

「さあ、お喋しやべりは後だ、次の注文を聞こうか？」

　夕闇は胡こ椒しよう挽ひきを手に取った。

「そ、そうですね。ええっと……」

　トリシアは注文を読み上げてゆく。

　高窓から差し込む満月の淡あわい光。

　閉へい店てん時間まで、もうひと頑がん張ばりである。




　　　＊　　　＊　　　＊




「ひゃ～、終わった、終わった！」

　調理場の後あと片かた付づけが終わると、キャットは大きく背伸びをした。

「今夜はこっちに泊とまる許きよ可かをもらってたから良かったけど、こんな時間までこき使われるなんて」

「ごめん、最後まで付き合わせて」

　戸と締じまりをしながら、トリシアはすまなそうに肩かたをすくめる。

　時じ刻こくはすでに真夜中過すぎ。

　夕闇はすでに部屋に戻もどり、カナルもアーリンを連れて診しん療りよう所じよに帰っている。

「でも、正直言って意外だったな。キャットがこんなに手伝ってくれるなんて」

　トリシアはそばの椅い子すに腰こしを下ろして、足を伸ばす。

「……だって、セルマのためだもの」

　キャスリーンはちょっと恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。

「知ってた？　貴き族ぞくがこの国を支し配はいして、父様たちを幽ゆう閉へいしていた頃ころ、私がセルマのところに匿かくまわれてたの？」

「初耳」

　トリシアは頭を振ふった。

「あの頃……」

　キャットはエプロンで手を拭ふくと、トリシアの隣となりに座すわり、両手を膝ひざの間に挟はさんでぼんやりと外の景色を眺ながめる。

「……私、両親や姉様が殺されたと思って、まわりの世界のすべてから心を閉とざしてた。人形みたいに、見ることも、聞くことも、話すこともできなくなってた。たとえ、腕うでに剣けんを突つき立てられても、痛いたみを感じることさえなかったでしょうね」

「キャット？」

　トリシアは、キャスリーンの頬ほおを一ひと筋すじの涙なみだが流れるのを見た。

「そんな私を……セルマは抱だき締しめてくれた。心配ない、守ってあげるからって、聞こえない耳に、ささやいてくれた。結ばれたままだった唇くちびるに、キスしてくれた。何も見ようとしない目に、暖あたたかい暖だん炉ろの光を与あたえてくれた。そして、ぬくもりで凍いてついた私の心を解とかしてくれたの。だから……」

　キャットは、トンッと踵かかとを鳴らして立ち上がった。

「セルマは私にとって、誰だれよりも大切な人なの」

「そっか」

　トリシアはキャットの手を優やさしく握にぎる。

「……もう、寝ねるわ」

　キャスリーンはキュッとエプロンの紐ひもを解くと、カウンターの上に畳たたんで置き、軽い足取りで二階に上がっていった。




「……まだ起きてる？」

　セルマの部屋の扉とびらをそっと開いて、トリシアは顔を出した。

「店、閉しめたから」

「ご苦労さま」

　セルマは起きて、寝しん台だいの上で本を読んでいた。

「店に出ないと、退たい屈くつで困こまるね。アンリが本を持ってきてくれたけど、読書なんて柄がらじゃないよ」

「こっちも、店番なんて柄じゃなかったわ」

　トリシアはため息を漏もらす。

「ねえ、どうして酒場をやってるの？　セルマはアンリ先生やフェリノールさん、アムレディア王女と一いつ緒しよにこの国を救った英えい雄ゆうなんでしょ？　こんな大変な仕事を続けなくたって」

「好きなんだよ、ここにやってくるみんなの笑え顔がおがさ」

　セルマは本を膝の上に伏ふせ、ピンとトリシアの鼻の頭を弾はじいた。

「それに、貴族になるってのも、気き疲づかれしそうだしねえ」

「だけど大変過ぎるわよ、この店の仕事って」

　トリシアは肩をすくめる。

「わたしたち、五人で働いてやっとだったのに、セルマがここをひとりで切り盛もりしてるなんて、まるで魔ま法ほうだわ」

「魔法、か」

　セルマは笑う。

「人間の営いとなみは、すべてが魔法に満ちているんじゃないの？」

「また、からかって」

「ほら」

　セルマは自分の胸むねに、トリシアの頭を抱だき寄よせた。

「……聞いてごらん。今のあんたには、分かるだろ？」

　全身を巡めぐる温かい血ち潮しお。

　脈打つ鼓こ動どうを、耳が捉とらえる。

「普ふ通つうの心音よ。……ちょっと、気き管かん支しが炎えん症しようを起こしているかな？」

　と、つまらなそうにつぶやいたその時。

（……えっ⁉　これって⁉　この音って⁉）

　トリシアはハッと顔を上げた。

　魔法を使う者として、最も大事なこと。

　それでいて、最も単たん純じゆんなこと。

　トリシアは今初めて、それに気がついた。

「これ、この波動！　魔ま旋せん律りつと一緒だよ！」

「そうだね」

　セルマはうなずく。

「人は……すべての命は魔法の、奇き跡せきの存そん在ざいなんだよ」

「だから、尊とうとい？」

「そして、医者のあんたはそのことをよく知ってる」

「うん」

　トリシアは、そのまま頭をセルマの胸むねに委ゆだねた。

「セルマ……」

「……何だい？」

「……あったかい」

　満たされた気持ちで目を閉とじるトリシア。

　セルマは黙だまって、少女の頭を撫なでた。













　カルテ３　家出、戦争、人魚の悩なやみ







　御み子こよ……




　その夜。

　トリシアはまた、あの夢ゆめを見ていた。

　今までと違ちがうのは、夢に出てくる自分が幼おさない頃ころの姿すがたではなく、現げん在ざいの成長した自分であることだ。




　御子よ

　癒いやしの御子よ




　声に呼よばれたトリシアは、霧きりの中に立つ影かげの方に歩いてゆく。




　御子よ……




（夕ゆう闇やみ……さん？）

　トリシアは影に向かっておそるおそる声をかける。




　癒しの御子……仙せん境きようの救い手よ




　影は振ふり返った。

　目ま深ぶかに被かぶった黒い帽ぼう子しのその下の顔は、紛まぎれもなく夕闇の顔だ。




　御子よ

　お前の手は世界を癒す手だ

　私は……お前を護まもる




（夕闇さん）

　トリシアは両手を伸のばす。

　夕闇は屈かがみ、トリシアの腰こしに手を回して引き寄よせる。

（夕闇さん……）

　トリシアは目を閉じて、顔を上げた。

　夕闇の唇くちびるがそっと自分の唇に重なる。

　温かい感かん触しよく。

　トリシアはいつのまにか、積せつ極きよく的に夕闇を求める。

（……ああ）

　痺しびれるような感覚。

　夕闇の腕うでの中に、トリシアは身を委ねた。




「……！」

　トリシアは、ガバッと寝しん台だいから跳はね起きた。

「わたし……何ていう夢を……」

　全身、汗あせでびっしょり。

　自分では分からないが、顔も真っ赤だ。

「ああ、もう！」
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　トリシアは、自分自身に腹はらを立てながら着き替がえる。

「ばっかじゃないの！　あんな、わけの分かんない夢を見て！」

　今は、午後の診しん察さつを終えての休きゆう憩けい時間。

　ちょっと仮か眠みんを取るつもりだったはずが、夢のおかげで余よ計けいに疲つかれてしまった。

　チュ～？

　寝室に住み着いている白ネズミが、何かあったの、と問いかけるようにトリシアを見上げる。

「ううん。平気よ、別に怒おこってるわけじゃないったら」

　トリシアは、枕まくら元もとにいつも置いてあるチーズの塊かたまりを指で削けずり、その欠片かけらをネズミに与あたえる。

「おいしい？」

　ネズミは一心不ふ乱らんにチーズをかじる。

「わたしもお腹なか……すいたな」

　お腹を押おさえたトリシアは、〝三本足の洗あらい熊ぐま〟亭ていに向かうことにした。




　しかし。

（……え？）

　トリシアが〝三本足の洗い熊〟亭の裏うら庭にわに面した診しん療りよう所じよの扉とびらを開けると、ちょうど宿の裏口から出てくる夕闇の姿すがたが目に入ってきた。

「あっ……」

　声をかけようとしたトリシアは、一いつ瞬しゆん、さっきの夢ゆめを思い出して躊ちゆう躇ちよする。

（何考えてるのよ、あれは夢！　あくまでも夢なんだから！）

　トリシアは、自分のこめかみをこぶしで小こ突づいた。

　気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすため、思い切り殴なぐったので、ほとんど脳のう震しん盪とうを起こしそうになる。

「……っと？」

　ひとりでそんな馬ば鹿かなことをしている間に、夕闇の姿はトリシアの前から消えた。

「ええ？　そんな～！」

　トリシアは慌あわてて表通りに飛び出していった。




「夕闇さん、どこに行くんだろ？」

　声をかける機会をいったん失ったトリシアは、なりゆきで夕闇の後をつける形になってしまっていた。

　夕闇は通りを南に下り、街門の方に向かう。

　何シテンノ？

　ゴミをあさっていたカラスがトリシアの肩かたに止まり、尋たずねた。

（しっ！　今、忙いそがしいのよ！）

　トリシアはカラスを追い払はらおうとする。

　樽たるの陰かげや、屋台の後ろ、通行人の背せ中なかに隠かくれながら追い掛かけるその姿は、不ふ審しん者しや以外の何者でもない。

　常じよう連れんノ患かん者じやニ対シテ、ソノ態たい度どハナイダロ～

　と、カラス。

（威い張ばるんじゃないの、そんな腐くさったものばかり食べてると、また下げ痢りするわよ！）

　トリシアは手を振ふって追い払おうとする。

　放ットケ、変へん質しつ者しや～

　ソノウチ、捕つかマルカラナ～

　カラスはトリシアの髪かみの上に残飯の魚の骨ほねを落とし、飛んでいった。

　普ふ段だんなら怒おこって罵ば声せいを浴びせるところだが、今はそれどころではない。

「カラスなんかより、夕闇さんよ、夕闇さん。……ま、まさか、このまま出ていっちゃうんじゃ？」

　夕闇の後ろ姿を見つめながら、突とつ然ぜん、トリシアは不安になった。

（わたし、まだ夕闇さんのこと、よく知らないのに！）

　トリシアは、自分の心の中で夕闇の存そん在ざいがかなりの大きさを占しめていることに気がつき、ギュッとこぶしを握にぎり締しめた。

（……そうだよ、わたし、もっと夕闇さんのことが知りたいんだ）

　夕闇は、迷まよいのない足取りで通りを直進し、街門をくぐる。

　そして、しばらく進んでから街かい道どうを外れると、西の丘の方に足を向けた。

　アムリオンの王都を一望できる高い丘には、ヒースが生おい茂しげり、薄うす紫むらさきの花の香かおりが風に乗ってトリシアのもとにまでとどく。

「夕闇さん、行っちゃ嫌いやだ！」

　つかず離はなれず後を追っていたトリシアは、夕闇が丘の斜しや面めんを上り切ったところで堪たまらずに飛び出し、夕闇の外がい套とうの裾すそをつかんでいた。

「行かないで！」

「何な故ぜだ？」

　夕闇は振り返り、不思議そうな顔でトリシアを見る。

「だって、まだ……知り合ってそんなに日にちも経たってないし……こんなに早く……」

　トリシアはしゃくり上げた。

「トリシア……」

　夕闇は片かた膝ひざをついた。

「君は勘かん違ちがいをしている。私は少しばかり、剣けんを振りに来ただけだ。腕うでが鈍なまりそうなのでね。まだ、王都を去るつもりはない」

「……へ？」

　トリシアは脱だつ力りよくして座すわり込こむ。

　考えてみれば、馬も荷物も〝三本足の洗い熊〟亭に置きっぱなしである。

「あ～っ！　わたし、やっぱり馬ば鹿かだ！」

　まるで子こ供ども。

　恥ずかしくて真っ赤になった顔を、少女は両手で覆おおう。

「見てゆくか？」

　夕闇はトリシアの頭を撫なでると、立ち上がって背中の剣を抜ぬいた。

「は、はい！」

　トリシアは涙なみだを拭ぬぐってうなずき、草の上で膝ひざを抱かかえる。

「では……ゆく」

　夕闇は下げ段だんに構かまえ、滑すべるように移い動どうしながら切っ先を振ふり上げた。

　円を描えがくような足さばきと、袈け裟さ懸がけから連続しての横よこ薙なぎ。

　夕ゆう陽ひを受けた剣身が深しん紅くに輝かがやく。

（きれい……命を奪うばう技わざだということは分かっているんだけど、それでも……）

　曲刀は、時には風を切り裂さくように、時には風に舞まうように奔はしる。

　トリシアは完全にその動きに魅み了りようされていた。

「……こんなところか」

　いくつかの型を試ためした後に、夕闇は剣を鞘さやに収おさめた。

　トリシアは思わず拍はく手しゆをする。

「とても……こんなことを言うと変だと思われちゃうかも知れないけれど……美しい動きですね」

「君が美しいと感じたとすれば、それはこの剣が命を奪うためのものではないからだな」

　夕闇は目を細めた。

「この剣には意思がある。使い手が何かを、誰だれかを護まもろうとする決意を持った時にのみ、この剣は力を発はつ揮きするのだ」

「じゃあ、夕闇さんは誰かを護って……いるんですか？」

　トリシアは尋たずねる。

「私は……癒いやしの御み子この守しゆ護ご者しやだ」

　夕闇は優やさしい表ひよう情じようになる。

「……癒しの御子？」

　そう……。

　それはあの夢ゆめの中で、夕闇が自分を呼よんだ言葉だ。

「あ、あの、こんなこと言うと変だと思われるかも知れないけど、わたし、その言葉を夢の中で聞いたことがあるんです」

　トリシアは思い切って告げた。

「そ、その、何ていうか……、夕闇さんが出てきて、わたしのことを呼ぶんです。……癒しの御子って」

「……そうか……夢に」

　夕闇はほんの少しばかり考え込む表情になる。

「ご、ごめんなさい！　つまらないですよね、人の夢の話なんて。お願い、忘わすれてください！」

　トリシアは立ち上がって、お尻しりについた草の切れ端はしを払はらった。

「……あっ！　あれ！」

　話題を変えようと、少女は街かい道どうの方を指さす。

「あの隊商！　ヴィントールからのものですよね⁉」

　ちょうど、隊商の列が、アムリオンの南街門をくぐろうとしていた。

　五十台以上の荷馬車が連なる大隊商。

　先頭の馬車が掲かかげる旗を見ると、海産物を運ぶ南のヴィントール王国からのものであることが分かる。

「あれ？」

　トリシアは目を擦こすった。

　隊商の殿しんがりをゆく馬に乗った青年の姿すがたが、幼おさななじみのレンそっくりに見えたのだ。

　だが、レンは祖そ父ふのもとで事業の勉強を始めたばかりのはず。

　まだまだ、隊商についてこられるような立場ではない。

　それに、レンはいつも剣を一ひと振ふりしか持っていなかったが、あの青年は左右の腰こしに一振りずつ、二振りの刀を差している。

（……見間ま違ちがいだよね？）

「どうかしたのか？」

　夕闇が尋ねた。

「な、何でもありませんよ」

　トリシアは頭を振って振り返る。

「そろそろ日が暮くれます。戻もどりましょうか？」

　二人は肩かたを並ならべると、夕日に染そまった丘をゆっくりと下っていった。
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「街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出たい、街に出た～いぃ～っ！」

　夕闇と丘に行った日の翌よく朝あさ。

　トリシアが寝ね呆ぼけ眼まなこを擦りながら診しん療りよう室しつに入ってくると、水すい槽そうから身を乗り出した人魚のアーリンが水みず飛沫しぶきを上げながら甲かん高だかい声を張はり上げた。

「ああもう、うるさい！　昨日の夜は火の鳥と喧けん嘩かしたロック鳥の火傷やけどの手当てで、大変だったっていうのに！」

　トリシアは耳を塞ふさぐ。

「街だったら、いつも散歩に連れてってあげてるでしょうが！」

「あんなの！　車輪付きの樽たるに入れられて、犬にゴロゴロ引っ張られてるだけだもん！」

　アーリンは水槽の水をバチャバチャと尾おビレで叩たたく。

　犬というのは、狼おおかみ憑つき少女のカナルのことらしい。

「あたしはぁ、自分の足でぇ～、街を歩きたいのぉ！」

「……あんた、足ないでしょ？」

　眠ねむ気け覚ましに顔を洗あらうトリシア。

「だ・か・ら！　魔ま法ほうで足を作ってよぉ～！」

「んなの無理だって」

　身体からだを変化させる魔法をトリシアは知らない。

　自由に身体を変化させることができるのは、一部のアールヴだけだ。

　ことによると、アンリには可か能のうかも知れないが。

「……けっ、このヘボ魔法使い」

　アーリンは不ふ貞て腐くされて、水槽の縁ふちに頬ほお杖づえをつく。

「な、何ですって！」

　実じつ際さい、〝星ほし見みの塔とう〟で勉強していた頃ころには完全な落ちこぼれ生徒だったトリシアは、ヘボという言葉に敏びん感かんに反はん応のうした。

「ヘボだけじゃなくてビンボー」

　アーリンは畳たたみ掛かける。

「本来ならあたしみたいに可愛かわいい子には、超ちよう高級料理とふかふかのベッド、最新流行の服と靴くつを揃そろえて、もてなすのが礼れい儀ぎってものじゃないのぉ～？　それをこんな貧びん乏ぼう臭くさい小屋に押おし込こめて、男の子と出会う機会さえ奪うばわれて～、ああっ、あたしってば、世界一不幸な美少女～っ！」

「……あんた、今日餌えさ抜ぬき」

　トリシアの瞳ひとみが意地悪く光った。

「え～、横おう暴ぼうぉ～っ！」

「あんたの言う通り、うちは貧乏なの！　勝手にヴィントールからついてきたノラ人魚を食わす余よ裕ゆうなんてないもんね！」

　トリシアはリボンを結び、さっさと出掛ける支し度たくをする。

「あ～、さっきの嘘うそ！　気前が良くて、魔法の大天才で、その上、かっわゆ～いトリシアちゃ～ん！」

　さっきまでとは百八十度違う発言だが、すでに手て遅おくれだ。

「さあて、と。〝三本足の洗い熊〟亭に、おいし～朝ご飯、食べにいこうかな？」

　トリシアはこれ見よがしに背せ伸のびをし、アーリンを無む視しして出てゆこうとする。

「ううっ、薄はく情じよう者もの～！　ブス～、チビ～、寸ずん胴どう～、胸むねなし～！」

　アーリンはバシャバシャと水をはねさせて罵ば詈り雑ぞう言ごんを並ならべ立てるが、それはトリシアの怒いかりの炎ほのおに油を注ぐだけだ。

「あなたに何を言われても、ぜんぜん堪こたえないわ。いつまででもそこで吠ほえてたら？」

　トリシアはベエッと舌したを出すと、バタンと扉とびらを閉しめた。
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「……とは言っても、アーリンに何か買っていってあげないと。お腹なか空すかすと、可哀かわい相そうだしね」

　トリシアがそうつぶやきながら〝三本足の洗い熊〟亭に入ると、カウンター席で夕闇に話しかけている赤毛の少女の姿すがたが目に飛び込んできた。

「ビアトリス」

　トリシアが声をかけると、赤毛の少女は振ふり返って片かた手てを上げた。

「おはよ、トリシア？　昨日の夜は久ひさしぶりだったし、ずいぶん話すことがあったんじゃないの？」

「昨日の夜？　誰だれと？」

　トリシアは夕闇とビアトリスの間に座すわる。

「誰って、決まってるじゃない、レンとに」

　ニッと笑うビアトリス。

「この女じよ性せいから聞いた。君の幼おさななじみのようだな」

　夕闇は、口をつけていない葡ぶ萄どう酒しゆの杯さかずきを前に、軽くうなずく。

「ええ。ただの幼なじみ」

　トリシアはちょっと照れ臭いのか、ただの、を強調し、余計なことを喋しやべったビアトリスをにらむ。

「今はあいつ、隣りん国ごくのヴィントールにいるお祖じ父いさんのところで、商売を勉強しているんです」

「今？」

　夕闇はビアトリスに目を向けた。

「……と、待って」

　ビアトリスはこめかみに指をやる。

「レン、まだあんたのところに行ってないの？」

「行くって……、当たり前でしょ。あいつがアムリオンを離はなれて、何か月になると思ってるのよ？」

「そっか……何か、ヤバイこと言っちゃったかな？」

　しまった、という顔になるビアトリス。

「まさか？」

　トリシアはビアトリスをにらんだ。

「まさか、あいつが戻もどってきてるなんてこと、ないよね？」

「ないよね、って尋たずねられると……ちょっと困こまるかな？」

　ビアトリスの視し線せんが宙ちゆうを泳ぐ。

「ビアトリス！」

　トリシアは声を張はり上げた。

「……うん。帰ってきてる」

　剣けん幕まくに圧おされて、渋しぶ々しぶビアトリスは認みとめる。

「知らなかった？　昨日、ヴィントールからの隊商が到とう着ちやくしたの？」

「知ってるわよ！　夕方に隊商が街門をくぐるところを見たし、ここ数年見ないくらいの大量の交こう易えき品ひんを運んできたって、街の評ひよう判ばんになってるもの！」

「だ、だから、その隊商を指し揮きしてきたのが……レンだって」

　ビアトリスは口くち籠ごもった。

「どういうこと⁉　じゃあ、あれってやっぱりレンだったの⁉」

　トリシアはビアトリスの襟えりをつかんで詰つめ寄よる。

　まったくワケが分からない。

　確たしかに、レンの家、ヴァン・デル・ハイト家はヴィントール屈くつ指しの豪ごう商しようである。

　だが、その跡あと取とりとはいっても、商売を覚えてまだ半年にもなっていないはずだ。

　それでも大切な隊商の指揮を任まかされているとなると、よほどの商才があったのか、あるいは何かの裏うら事じ情じようがあることが疑うたがわれる。

（ううん、問題はそんなことじゃないわ！）

　トリシアは心の中で大きく頭を振った。

　一番の疑ぎ問もんは、なぜ、自分に真っ先に会いに来ないか、だ。

（どうして？　わたしたち、二人だけの、ずっと小さい時からの幼なじみじゃないの？　それなのに、ビアトリスのところには行って、なんでわたしのところには顔を見せてくれないの？）

　怒いかりと悔くやしさ。

　悲しみと淋さびしさ。

　すべてが綯ない交ぜになった感情が、トリシアを苛さいなむ。

「……トリシア？」

　ビアトリスはトリシアの指が震ふるえているのを感じ、そっと襟えりから彼女の手を解といた。

「ただの、幼なじみか……」

　夕闇は口元に微かすかな笑えみをたたえると、静かにビアトリスに尋ねる。

「そのレンという少年は、今はどこに？」

「今朝、ヴィントール大使公こう邸ていに来て、ハルと二人だけで何か話してた。それからあたしにも何も言わないで、二人で商館に行っちゃったんだけど」

　ハルというのは、ビアトリスの恋こい人びとで、ヴィントールの大使だ。

「……商館、か」

　夕闇はつぶやく。

　ガタンッ！

　トリシアは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「……行く」

　その瞳ひとみには何やら不ふ穏おんな炎ほのおが宿っている。

「そこに行って、詳くわしい話を本人から聞く！」

「……ははは、言葉より先に手が、というか攻こう撃げき魔ま法ほうが出そう」

　額ひたいの冷ひや汗あせを拭ぬぐうビアトリス。

「私も同行しよう」

　夕闇は、傍かたわらに置いてあった剣けんを背せ負おった。

「場合によっては、その少年の命を守らなければならなくなりそうだからな」
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　その頃ころ。

「くっそ～、覚えてろ～！」

　アーリンは歯は軋ぎしりをしながら、水すい槽そうの中の岩に座すわり込こみ、腕うで組ぐみをしていた。

「あたしだって、手は有るんだから！」

　そこに、扉とびらが開いて入ってきたのは、狼おおかみ憑つき少女のカナルである。

「トリシアお姉ちゃんは？」

　人間形けい態たいのカナルはキョロキョロとあたりを見回してから、アーリンに尋たずねた。

「知んないわよ！　あのブァッッカ女ーっ！」

「お姉ちゃん、バカじゃないもん。偉えらいんだもん」

　カナルは部屋の隅すみに置かれた籠かごの中に、仔狼の姿すがたの時と同じような格かつ好こうで座り込み、トリシアの帰りを待つ。

「……ねえ、犬。……犬ってば」

　アーリンは水面から顔を出して、カナルに話しかけた。

「カナルは犬じゃないもん」

　知らんぷりをするカナル。

「あ～、もう！　分かったってば！　かわゆい、かわゆい、カナルちゃん！」

　半ばヤケクソである。

「何だ、金魚！」

　カナルは起き上がった。

　アーリンは金魚と呼よばれて、一いつ瞬しゆん、爆ばく発はつしかけたが、ここはグッと我が慢まんする。

「ちょっと、外に行きたいんだ。樽たるを持ってきてよ、樽」

「え～、またカナルが引っ張ぱるの～？」

　カナルは露ろ骨こつにイヤな顔をする。

「行きだけでいいからさあ～」

　アーリンの猫ねこ撫なで声。

「帰りはどうするの？」

　カナルは素そ朴ぼくな疑問に首を傾かしげる。

「あんたはそこまで心配しなくていいの」

　と、アーリン。

「お留る守す番ばんは？」

　カナルは渋しぶ々しぶながら車輪付きの樽を引っ張ってくる。

「そんなのいいから！」

　水槽から乗り出したアーリンはドップンと樽に移うつると、カナルを急せかして診しん療りよう所じよを出ていった。

　無人となった診療所は、し～んと静まり返る。

　しかし、それから少しして。

「……ふうん。な～んか、面おも白しろいことになってるじゃん」

　小さな生き物がひょっこりと屋根の梁はりの陰かげから顔を出した。

　七色の羽と、蹄ひづめのついた脚あし。

　妖よう精せいのキカである。

〝三本足の洗い熊〟亭でトリシアに命を助けてもらってからすでに数日。

　キカは人知れずトリシアの診療所に入り込み、こっそりと屋根裏うらに住み着いていたのだ。

「あたいのお役目は御み子この監かん視しだけどさ、ちっとばかし気になるぜ」

　キカはプルプルと羽を震ふるわせて飛び立つと、アーリンたちの後を追って、窓まどの隙すき間まから出ていった。




「あ～、そこんとこ、右ね」

　カナルに引っ張られたアーリン入りの樽は、南街区の裏通りをガタゴトと進んでいた。

　舗ほ装そうされていない、クネクネと蛇だ行こうする迷めい路ろのような通り。

　汚お水すいで濡ぬれたその細道の両りよう脇わきには、歪ゆがんだ木もく造ぞうの家屋が迫せり出すようにして隙間なく並ならび、その家々の窓や戸の隙間からは、腐ふ敗はいと汗あせの臭においが漏もれてくる。

　時おり、どこからともなく聞こえてくる悲鳴と罵ば声せい、唸うなり声。

「こんなとこ、初めてだよう」

　侵しん入にゆう者しやをにらみつける住人の視し線せんに身を縮ちぢませるカナル。

「あたしだって。……んでもって、そこ左」

　アーリンはそう答えながらも、一向に気にならない様子だ。

　このあたりは低所得者層そうの多い南街区でも、最も治安の悪い地ち域いき。

　永えい遠えんの夢ゆめに誘いざなう魔まの薬に吸きゆう引いん者しやを溺おぼれさせる、阿あ片へん窟くつ〝黒くろ睡すい蓮れん姫ひめの館やかた〟

　入った客と出て行く客の数が合わない床とこ屋や〝最後の散さん髪ぱつ〟

　その隣となりで、正体不明の肉が入ったパイを売っている肉屋、〝秘ひ密みつの味〟

　宿しゆく泊はく客きやくのほとんど全員が指名手配犯はんという宿、〝口の固い親おや父じ〟

　こうしたいかがわしい店が並ぶのも、この界かい隈わいである。

「あった～、ここだ」

　アーリンはある店の前で樽たるを停とめさせた。

　表の煤すすけた看板には、『奇き跡せきならお任まかせ　大だい妖よう術じゆつ師しアル・ジャニール』とある。

「ここ、ここ！　前に〝三本足の洗い熊〟亭のお客のひとりに聞いたんだ。腕うでのいい妖術師がいるって」

「ようじゅつしぃ～？」

　カナルはいい顔をしない。

　妖術師とは、系けい統とうだった魔ま法ほうを習得したアンリやトリシアのような魔道士と違ちがって、ごく限げん定ていされた魔力しか使うことができず、もっぱらインチキな占いや、効きかない偽ぎ薬やくで商売をする詐さ欺ぎ師しのような存そん在ざい。

　それでも、貧まずしい市民の中には、高い診察料を取る普ふ通つうの医者や、まだ若わかく、未み熟じゆくに見えるトリシアのもとを訪おとずれることを好まずに、こうした妖術師を頼たよる者も多い。

　そして、妖術師の中には、天候を変えたり、恋こいを成じよう就じゆさせたりといった、魔道士にも難むずかしい、もしくは不ふ可か能のうな奇き跡せきを起こせると公言する者がいる。

　アル・ジャニールはそんな妖術師の中でも特に悪あく質しつな存在として、街の警けい備び隊が目を付けているひとりなのだ。

「あやしいよ～、インチキっぽいよ～」

　カナルは尻しり込ごみするが、アーリンは樽を店の中に引っ張ぱって行くように促うながす。

「ほら、あとちょっとだから！　店に入ったら、あんたはすぐに帰っていいんだし！」

「トリシアお姉ちゃんに怒おこられるよぉ」

　カナルは嫌いや々いやながらも、アーリンの樽をアル・ジャニールの店の中まで引っ張っていった。

「ごめんくださ～い、誰だれかいますか～？」

　アーリンは店の奥おくに向かって声をかけてから、小声で付け加えた。

「……すっごい不ふ潔けつ」

　無人の店の中は狭せまく、薄うす暗ぐらい上にやたらと埃ほこりっぽい。

「お客なんですけど～？」

　右手にカウンターのようなものがあり、その上にはマンドラコラの根、猿さるの木ミ乃イ伊ラの頭部、水すい晶しよう球きゆうなどが乱らん雑ざつに置かれていた。

　背はい後ごの棚たなには、カラスの剥はく製せいや、いい加か減げんな形に彫ほられたルーン文字入りの護ご符ふ、羊皮紙の巻まき物、薬草を煮に詰つめるための小さな釜かま、それに、塩しお漬づけになった手首の燭しよく台だいなどが並んでいる。

「だ～れじゃ～」

　アーリンたちがヒマをもてあましてそのあたりの品物を眺ながめていると、店の奥の幕まくが引かれ、小太りの中年男が姿すがたを現あらわした。

「我われこそは、アムリオンで最も偉い大だいで恐おそろしき妖よう術じゆつ師し、五大守しゆ護ご国家はおろか、遥はるか北方帝てい国こくまでその名が轟とどろくアル・ジャニール、その人であ～る」

　アル・ジャニールは細い口くち髭ひげをしごき、二重アゴを震ふるわせる。

「そんなに偉えらい人なのか！」

　素す直なおに目を丸くするカナル。

「しっ！」

　アーリンはカナルの口をふさぐ。

「うぉっほん！」

　アル・ジャニールは咳せき払ばらいをした。

「して、何の用かの？」

　中年男の細い目はチラリチラリと、長い髪かみに隠かくれたアーリンの胸むねの膨ふくらみに向けられている。

「あの～、アル・シャベ～ルさんは、どんなことでもできちゃう妖術師さんだって聞いたんですけど？」

　人間慣なれしていないせいか、好色な視し線せんに気づかないアーリンは続けた。

「シャベールではない！　アル・ジャニール！」

　妖術師は訂てい正せいしながら、何とかもっとよく見えないものかと、アーリンのまわりを落ち着かなげに回る。

「ご、ごめんなさい」

　アーリンが頭を下げると、ふわりと髪がなびく。

「……まあ、無む論ろん、わしにできぬことはない！」

　妖術師は頭を傾かたむけながら、器用に胸を張った。

　鼻の下が伸のび、髭の先がだらんと下がる。

「じゃ、じゃあ、あたしを人間にしてもらえますか！　あたし、脚あしが欲ほしいんです！」

「なになに、人間になりたいと？」

　威い厳げんのある表ひよう情じようを保たもとうと苦労するアル・ジャニール。

　その視線がアーリンの脇わき腹ばらからへその近くまでを舐なめるように移い動どうする。

「この偉大な妖術師にとっては容た易やすいことよ」

「本当ですか？」

　アーリンは瞳ひとみを輝かがやかせる。

「すっごいんだ～！」

　とは、飽あくまでも純じゆん情じようなカナルだ。

「……ただし、それにはちと、金がかかる」

　アル・ジャニールはアーリンの目の前で指を振ふった。

「お金、かあ」

　アーリンはがっくりと肩かたを落とした。

「あたし、お金なんてほとんど持ってないよ」

　もともと、人魚の世界に貨か幣へいという観念はなかった。

　地上に来て、トリシアたちが物を買うのを見て、何かを手に入れるためにはお金が必要だということを初めて知ったのだ。

「カナル、帰ろ……」

　すごすごと出口に向かうアーリン。

「まあ、待ちなさい」

　妖術師は帰ろうとするアーリンを引き止めた。

「金がなければ、稼かせげばいいだけのことじゃよ」

「でも、そんな当てないし……」

「それは困こまったな。……おお、そう言えば、わしの知り合いで」

　妖術師は髭をしごいて、思い出したような振りをする。

「お前さんを雇やとってくれそうな男がいるが？」

「ほ、本当！」

「うむ。そこでほんの一月も働けば、金も貯たまろう」

「お、お願い、仕事させて！」

「よしよし。では、その男のところへ行くとするか？」

　アル・ジャニールはニヤニヤしながら樽たるの縁ふちに座すわったアーリンの脇腹に手を掛かけた。

「あたしも一いつ緒しよにいくよ～」

　すっかり妖術師の大言に感動したカナルも飛び上がって喜んだ。




「……あちゃ～、いくら何でも、こりゃヤバイかも」

　この様子を扉とびらの隙すき間まからのぞいていたキカは目を手で覆おおった。

「まあ、あのバカ人魚は、あたいのお役目とは関係ないし……」

　キカは本来の任にん務むを果たすべく診しん療りよう所じよに戻もどりかけたが、扉が開いて、アーリンたちがニコニコしながらアル・ジャニールについてゆくのを見ると、空中で停止して髪を掻かきむしった。

「ああん、もう！　しょうがね～な！」

　妖よう精せいはため息をひとつ深くついてから、追つい跡せきを続行した。




　　　＊　　　＊　　　＊




「これが、ヴィントール国王陛へい下かからの親書です」







[image: ]







　東街区に位置する商館の最上階。

　その特別会議室でレンとハル大使が極ごく秘ひに面会していたのは、アムレディア王女と宮きゆう廷てい魔ま道どう士しのアンリであった。

　半年前より少し背せが伸のびたレンは、左右の腰こしに二振りの剣けんを差している。

「……確たしかに、これは我わが国の密みつ偵ていがつかんできた情じよう報ほうと一いつ致ちしますね」

　レンから手て渡わたされた親書に、ざっと目を通した王女はうなずいた。

「それで、ヴィントール王としては、どのように動くおつもりなのですか？」

「はい」

　王女の前にひざまずくレン。

「申し上げます。ヴィントールとレミュザン王国は海商同どう盟めい条じよう約やくで結ばれており、ひとたび、開戦となれば、闘とう騎き士しを中心とした義ぎ勇ゆう兵へいを差し向ける所しよ存ぞんで……」

「……レン」

　アムレディアは優やさしく微笑ほほえむと、少年の手を取って立たせた。

「古くからの友人でしょう？　自分の言葉で話して構かまわないのですよ？」

「はい、王女さま」

　レンは肩かたの力を抜ぬく。

「ヴィントール王は、これがヴァリアン王子の野望を打ち砕くだく最後の機会と考えておられるようです。それで、アムリオンにも支し援えんを求め……」

「……たびたび失礼」

　アムレディアは再ふたたびレンを制せいすると、扉の方に向かって足音を殺して移い動どうする。

「どうやら、可愛かわいい密偵が現あらわれたようですよ」

　王女がそうささやき、さっと扉を開くと。

「どわああああっ！」

　扉に寄より掛かかるようにして聞き耳を立てていたトリシアとビアトリスが、支ささえを失って部屋に転がり込こんできた。

「あったあ～！」

　腰こしを擦さするビアトリス。

「ちょ、ちょっと！　重いって！」

　下した敷じきになっているのがトリシアだ。

　そして。

「邪じや魔まをして済すまない。この子たちは、好こう奇き心しんの塊かたまりのようでね」

　二人の後ろに立っていたのは夕闇である。

「……何をしているんだ？」

　ビアトリスの醜しゆう態たいを見て、眉み間けんにしわを寄せたのは無む論ろんハル大使。

「どこかで教育を間ま違ちがったかな？」

　トリシアを見て、アンリも嘆たん息そくする。

「………………パット？」

　ようやく、レンの口から言葉が出た。

「どうしてここに？」

「それはこっちの台詞せりふよ！」

　トリシアは起き上がると、ツカツカとレンの前に歩いていって右手を振り上げた。

　だが、その手はレンの頬ほおの寸すん前ぜんで止まる。

「叩たたかないのかい？」

　しばらく振ぶりにあったレンは、昔のように逃にげようとはせず、優しげに微笑む。

「……ばかぁ」

　トリシアはレンの胸むねに、額ひたいを強く押おし当てた。

　以前はほとんど同じ高さの位置に頭があったのに、今ではトリシアのリボンがレンのアゴのあたりにある。

（本当に……ずいぶん離はなれてたんだ）

　今さらながら、思うトリシア。

「……わたしのこと、忘わすれてたの？」

「ヴィントールで別れて以来、ほんの一いつ瞬しゆんでさえ忘れたことはないよ」

　レンの手が茶色の髪かみを撫なでる。

「……嘘うそつき」

　トリシアはレンの袖そでをギュッとつかんだ。

「トリシア」

　軽く咳せき払ばらいをしてから助け船を出したのは、ハルだった。

「レンは極秘に、ヴィントール特使の任にんを担になってこっちに来たんだ。だから、君に会うわけにはいかなかった」

「特使？　レンが？」

　レンとハルの顔を見み比くらべるトリシア。

「……詳くわしいことは、僕ぼくが説明した方が良さそうだね」

　アンリがそう言い、みんなを席に着かせる。

「いいかい、アム？」

「仕方がないでしょう？　それとも、機き密みつ保ほ持じのために、トリシアたちを地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいするように命令させるつもり？」

　王女は形のいい眉まゆをひそめて、アンリをにらんだ。




「……つまり、戦争が始まるんですか⁉」

　アンリの口から説明を聞いたトリシアは愕がく然ぜんとなった。

「そう」

　うなずいたのはレン。

「というか、もうレミュザンとゼノウィリアの国こつ境きようでは、小こ競ぜり合いが始まっているよ。ヴィントールはレミュザンとの結びつきが歴史的に強いから、闘とう騎き士しを中心にした義ぎ勇ゆう兵へいを送る計画になっているんだ」

「……義勇兵……か」

　闘騎士の義勇兵と聞いて、ビアトリスの顔が暗くなる。

　ビアトリス自身が、身分としては奴ど隷れいの闘騎士。

　友人のほとんどが、戦争に駆かり出されるのは間違いない。

「そこで、五大守しゆ護ご国家の盟めい主しゆであるアムリオンにも協力して欲ほしい、というのが、どうやら我わが国の国王のお考えらしい」

　そう言葉を継ついだのは、ヴィントール大使のハルである。

「五大守護国家……アムリオン、ヴィントール、レミュザン、ゼノウィリア、ティルダニアのうち、四か国までが戦争に巻まき込こまれるのか」

　アンリがこぶしを口元に持ってゆく。

「残る一か国……ティルダニアがどうでるかは、今のところ分かりませんけどね」

　と、再ふたたびレン。

「ヴィントールからの正式な同盟の要よう請せいは、まだ先になると思いますよ。僕は非ひ公こう式しき協議のための、ヴィントール国王の私し的てきな使者ですから」

「……偉えらくなったんだ」

　トリシアは改めてレンを見直した。

「ヴァン・デル・ハイト家の名前が、いい隠かくれ蓑みのになると思われたんじゃないかな？」

　レンは笑う。

「それで、アムレディア殿でん下か」

　ハルが単刀直入に尋たずねた。

「アムリオンとしての返答はいかに？」

　アムリオンの国王ショーンは数年来、身体からだの不調のため、第一王位継けい承しよう者しやであるアムレディアにその政まつりごとのほとんどの部分を任まかせている。

　この件けんに関しても、決定権けんはアムレディアにあると言っていい。

「……貴き族ぞく会議を招しよう集しゆうして、議題にしなくてはなりませんが」

　アムレディアは少し考えてから、慎しん重ちように口を開く。

「私個こ人じんとしては、会議の場で中立を提てい案あんすることになるでしょう」

「え？」

　意外だという顔をするレン。

　ハルの方はむしろ、予想通りの返答だという表ひよう情じようだ。

「アムリオンは先の内ない乱らんによる疲ひ弊へいから回かい復ふくしていないのです。それに、人々は平和を望んでいます」

「で、でも！　ゼノウィリアの横おう暴ぼうを放っておくと！」

　レンは身を乗り出す。

「分かっていますよ」

　アムレディアは優やさしくうなずく。

「いずれ、かの国との衝しよう突とつは避さけられないでしょう。ですが、まだその時ではありません。それに五大守護国家の争いは、北方の帝てい国こくの干かん渉しようを招まねきかねない危き険けんがあるのです」

「冷静な分ぶん析せきだな」

　それまで黙だまっていた夕闇がつぶやいた。

「あの、質しつ問もん」

　腕うでを組んで考え込んでいたトリシアが手を挙げた。

　もともと、歴史や政治といった範はん疇ちゆうの知ち識しきが貧ひん弱じやくなトリシアである。

　今、みんなが話していることの七なな割わり方は理り解かいできていないのだ。

「……そのゼノウィリアって、アムのお見合い騒そう動どうの時に、アンリ先生を陥おとしいれようとした国ですよね？　どんな国なんですか？」

「……今は〝星見の塔〟の歴史の授じゆ業ぎようじゃないんだよ」

　あまりにも基き本ほん的な問いに、呆あきれるレン。

「ゼノウィリアは」

　忍にん耐たい強く答えるのはもちろんアンリだ。

「もともと、低所得者層そうの子し弟てい向けの学校を整せい備びしたり、各地から芸げい術じゆつ家かを受け入れたりと、豊ゆたかな文化を誇ほこる国だったんだ。第一王子のヴァリアンが実権を握にぎるまではね」

「ヴァリアン王子？」

　トリシアは前にもその名前を聞いたことがあった。

「ヴァリアンは」

　今度はアムレディアが説明する。

「狂きよう気きをはらんだ野心家で、何をするのか予よ測そくのできない男です。国の政治も戦争も、彼にとってはひとつの遊びに過すぎません。冷血、酷こく薄はく、残ざん忍にん……この手の形けい容よう詞しがすべて当てはまる男と言えば間ま違ちがいないでしょう」

（アムにこれほどまでに言われるヤツって、いったい……）

　トリシアがそんな人間が頂ちよう点てんにいる国との戦争になることを考えて、寒気を覚えたその時。

「……おやおや、言ってくれるじゃないか」

　すぐ背はい後ごでからかうような声。

「！」

　慌あわてて振ふり返るトリシア。

　会議室の扉とびら脇わきの壁かべに寄より掛かかっていたのは、青い髪かみをした長身の青年。

　衿えりに刺し繍しゆうが入った高級そうな上衣うわぎの胸むねをはだけ気味にして、腰こしには使い易やすそうな細身の剣けんを差している。

　華か美びだが、機き能のう性せいは悪くない服ふく装そうだ。

「初めての顔も並ならんでいるね」

　青年は、トリシアや夕闇に一礼した。

　その無む邪じや気きな表情と澄すんだ瞳ひとみは、ほとんど少年といっても言いくらいに見える。

「あの、あなたは？」

　尋たずねるトリシア。

「トリシア、下がって」

　緊きん張ちようした声で命じるアムレディア。

「その男が……ヴァリアンです」

「ええっ！」

「……正せい確かくには、その虚きよ像ぞうだな」

　夕闇が訂てい正せいする。

「実体は本国にいるのだろう？」

「ああ」

　と、アンリ。

「これは〝魔ま声せい〟が作り出した幻まぼろしだ」

「魔声？」

　トリシアは首を捻ひねる。

「僕らの言う、魔ま旋せん律りつみたいなものだよ」

　レンが忍耐強く説明する。

「〝呪じゆ波は〟によって物質の構こう成せいを変化させ、人の身体からだを支し配はいしたり、命なき存そん在ざいを自由に動かしたりできる。一種の禁きん忌きの術さ」

「ヴァリアンは魔声の力を手に入れるために、幼おさない頃ころ、全身に肌はだの色と同じ色でオガム文字の刺青いれずみを施ほどこされた」

　アンリがささやく。

「刺青を施したのは王の寵ちよう姫きであった彼の母だ。王位継けい承しよう権けんが最下位の非ひ嫡ちやく出しゆつ子しのヴァリアンを、王の目に留とまらせるためにしたことらしい。だが、その母をヴァリアンは絞しめ殺したという」

「あの女は僕を支し配はいしようとした。馬ば鹿かだ。自分で僕に魔声の力を与あたえといて、後になると僕を化け物だとさ。殺したよ、十七人いた腹はら違ちがいの愚おろかな兄たちと同様にね」

　ヴァリアンはそっけなく認みとめると、笑え顔がおを王女に向ける。

「僕のことをずいぶんと非ひ道どく罵ののしってくれたね、愛いとしいアムレディア」

「野や蛮ばんな狂きよう犬けんと呼よばなかっただけマシでしょう？」

　と、アムレディア。

「これでも外交上、最さい低てい限げんの礼れい儀ぎは心得ているつもりですから」

「僕が……野蛮？」

　ヴァリアンの喉のどから、クククという笑い声が漏もれた。

「相変わらずだね。アムレディア、君を八つ裂ざきにしてやれる日が待ち遠しいよ。約束しよう、その日が遠くないことを」

「あなたはいったい何を考えているの？　戦せん乱らんは、北方帝てい国こくの介かい入にゆうを招まねくわよ」

「皇こう帝ていがちょっかいを出してくる前に、片かたはつくよ」

　ヴァリアンは王女の黒髪を撫なでる真ま似ねをする。

「目的は何だ？」

　アンリは王女の手を引いて下がらせると、尋ねた。

「目的か……難むずかしい質しつ問もんだね」

　ヴァリアンは両手を胸の前で組む。

「でも魔道士殿どの、君は最近平和過すぎるとは感じないか？　退たい屈くつだよ、退屈」

「あなたは退屈だからって戦争を起こして、人を殺すの⁉」

　頭に血が上ったトリシアは、レンの制せい止しを振ふり切ってヴァリアンにつかみかかろうとする。

　無む論ろん、トリシアの手は虚像を通り抜ぬけて虚むなしく宙ちゆうをつかむ。

「元気なお嬢じようさんだ」

　ウインクするヴァリアン。

「人間はね、増ふえ過ぎた。少し間引いた方がいいんだよ。長き平和は、無む駄だな人間で国を溢あふれさせ、堕だ落らくと腐ふ敗はいを招まねく。違うかい、お嬢さん？」

「無駄な人間なんて存そん在ざいしないし、堕落や腐敗は平和のせいじゃないわよ！」

　トリシアは怒ど鳴なる。

「見けん解かいの相そう違いだね。僕の政せい治じ哲学によると、このアムリオンにしたって、役に立たない下げ賤せんなクズどもを最前線に送り出しさえすれば、南街区の貧ひん困こんや犯はん罪ざい、劣れつ悪あくな住じゆう宅たく事じ情じようもたちまち解決。国が戦費として落とす金で商人も潤うるおう。武ぶ器き職しよく人にんや、食糧を作る農夫だって豊ゆたかになるだろう？」

「戦いで家族を失った人たちの悲しみは、お金じゃ癒いやすことはできないわ」

「やれやれ」

　ヴァリアンは頭を掻かく。
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「感かん情じよう論ろんか。これ以上君と議ぎ論ろんを続けても、結論は出そうにないな。歴史は勝者を祝福する。僕の頭ず脳のうの中には、国を、しいては五大守しゆ護ご国家のすべてを繁はん栄えいに導みちびく千年の構こう想そうがある。この戦いが終わった時にどちらの主しゆ張ちようが正しかったか、見てみることにしようか、可愛かわいらしいお嬢さん？」

「トリシアよ。わたしの名はトリシア。あんたなんかに可愛らしいなんて言われると、虫むし酸ずが走るわ」

「なるほど、君があのトリシアか。覚えておくことにしよう」

　ヴァリアンは一礼した。

「……アムレディア殿でん下か、この軽けい薄はくな子こ供どもの戯ざれ言ごとをこれ以上聞く必要はあるかな？」

　夕闇が退屈そうに曲刀の柄つか頭がしらに手をかけ、王女に尋たずねる。

「ないですね」

　王女は答える。

「では」

　夕闇の手が目にも留まらぬ速さで動き、背せ中なかの曲刀を抜ぬき放った。

　ズギュン！

　曲刀は、部屋の隅すみにいた何ものかをとらえ、一刀両りよう断だんする。

　同時に、トリシアの前に立っていたヴァリアンの姿すがたが消えた。

「……小型の密みつ偵てい用ようホムンルクスか？」

　床ゆかに落ちた生き物のようなものを見て、ハルがつぶやく。

　それは、灰はい色いろの羽を持つ、小さな人間のような姿の化け物だった。

「迂う闊かつだった。おそらく姿を消して、我われ々われをつけてきたんだな」

「こいつを通して、ヴァリアンはさっきの幻まぼろしを送っていたんだね」

　と、ホムンルクスを拾い上げるレン。

　すると、ホムンルクスはレンの手の中で煙けむりを上げ、オガム文字が書かれた羊皮紙の束に変化した。

「これで僕ぼくたちの話し合いの内ない容ようは知られてしまった。ヴァリアンが何らかの手を打ってくることは間ま違ちがいないな」

　アンリがそう言ってアムレディアの手を取った時。

　コンコン。

　会議室の窓まどを叩たたく音がした。

（……リシア！　トリシアったら！）

　窓越ごしに聞こえる怒ど鳴なり声。

　それも妖よう精せい語ごである。

「え、わたし？」

　トリシアが戸と惑まどいながらも窓を開けると、そこにいたのはキカだった。

（ったく、探さがしちまったじゃないか！　あたいに苦労させんじゃねえよ、この馬ば鹿か！）

　飛び込こんでくるなり、キカはトリシアの髪かみを引っ張ぱる。

「ちょ、ちょっと！」

　事情が呑のみ込めないトリシア。

（ほら、急げって！　あんたんとこの人魚と犬がヤバいんだよ！）

　キカは自分が見たことをトリシアに伝えた。




　　　＊　　　＊　　　＊




　アーリンとカナルがアル・ジャニールに連れてこられたのは、西街区の一角にある貴き族ぞくの館やかただった。

　陰いん気きな顔の執しつ事じの案内で通されたのは、大トカゲや小こ鬼おにの剥はく製せいが並ならんだ薄うす暗ぐらい地下室。

　そこで待っていたのは、これまた顔色の悪い青年貴族だった。

「これかね、超ちようお買い得品というのは？」

　貴族は舐なめるような視し線せんでアーリンを見る。

「値ね段だんは？」

「まあ、こんなもので」

　貴族とアル・ジャニールは、こそこそと交こう渉しようを始めた。

「剥製にするのは幾いくらかかるね？」

「それはこれほど」

「せめてこれくらいだろう？」

「いや、こんなもんで」

「法外な。ここまでしか出せんよ」

「これは厳きびしいですな。せめて……」

　この様子を見たアーリンとカナルは顔を見合わせた。

「……アーリン、あたし、こいつら嘘うそつきだと思う」

　と、カナル。

「あたしもそんな気がしてきた」

　アーリンはアル・ジャニールに声をかける。

「あの～、あたしたち、やっぱ、帰るということで……」

「ほっほっほっほっほ……駄だ目めじゃよ」

　アル・ジャニールは振ふり返った。

「お前はこのお方に売られたのだ。もうここから出ることはできないのじゃ」

「カナル！　逃にげよ！」

「うん」

　カナルは樽たるを押おして逃げようとする。

　だが。

「そ～はいかんもんね～」

　アル・ジャニールは、天てん井じようから下がっている何本かの紐ひもの一本を引っ張った。

　ガッシャ～ン！

「きゃあ！　何よ、これ⁉」

　アーリンたちの真上に、鉄てつ格ごう子し製せいの檻おりが落ちてきた。

　カナルとアーリンは閉とじこめられ、動くことができない。

「ふぉふぉふぉふぉふぉ、どうじゃ、わしの魔ま法ほうは？」

「って、これ、魔法でも何でもないじゃん！」

　妖よう術じゆつ師しに突つっ込むアーリン。







[image: ]







「人間にしてくれる話はどうなったのよ⁉」

「んなの、わしには無理」

　アル・ジャニールはひらひらと手を振る。

「ど～せ、わし、インチキだもんね」

「ひっど～い！　アーリンを騙だましたな！」

　すっかりアル・ジャニールのことを信じていたカナルは牙きばを剥むいて変身した。

「グルルルル！」

「ほう、こっちは狼おおかみ憑つきですか？」

　アル・ジャニールはニヤリとして貴族を振り返る。

「こちらも買い取ってくださりますかねえ？」

「値段によるな」

　貴族は抜ぬけ目なく言った。

「ここから出してよ！　出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して、出して～っ！」

　鉄格子をつかんでアーリンはわめく。

「そ～はいかんもんね。君には剥製になって、このお方の博物館に収おさまってもらうのだよ」

「……早くしろ」

「はいはい」

　貴族に促うながされ、アル・ジャニールは毒薬の入った壜びんを手に、アーリンたちに近づいてゆく。

「はい、この世からおさらばですよ～」

　ニタニタしながらアル・ジャニールが壜の栓せんを抜いたその時。

「そこまでよ！」

　ドッッグワァァァ～ン！

　爆ばく音おんとともに地下室の天井に穴あなが開いて、トリシアとレン、夕闇、そしてビアトリスが飛び込こんできた。

「話はすべて聞かせてもらったわ。うちの二人、返してもらうわよ」

「はい、そうですか、と答えるとでも思ってるのですかね、この小こ娘むすめは」

　小こ馬ば鹿かにしたような顔になる貴族。

「それ、ものども！　出あえぃ！」

　貴族は天井から下がっている紐の一本を引く。

　だが。

　し～ん。

　あたりは静まり返って、何も起こりはしない。

「……ど、どういうこと？」

　貴族は首を傾かしげる。

「残念だけどねえ」

　ビアトリスが肩かたをすくめた。

「この屋や敷しきにいた用よう心じん棒ぼうども、みんな眠ねむってもらったよ。……ちょっと手て荒あらになっちゃったけど？」

「あれがちょっと？」

　レンがビアトリスに白い目を向ける。

「全員、もとの顔が分かんなくなってたじゃないか？」

「い～の、もともと大した顔じゃないんだから」

「今のうちに降こう伏ふくすることを勧すすめる」

　と、アル・ジャニールたちに告げたのは夕闇だった。

「この一いつ件けんは、すでにアムレディア王女の耳に入っている。貴き様さまらは終わりだ」

　抜く手も見せずに夕闇の曲刀が一いつ閃せんし、鉄格子の檻が真っ二つになる。

「むむむ！　そ～はいきませんもんね！」

　アル・ジャニールはもう一本の天井から下がった紐を引っ張ぱった。

　すると。

　ゴゴゴゴゴ～！

　背はい後ごの壁かべが動いて、抜け穴が現あらわれた。

「ふふふふふ、覚えていなさい！　次はこんな風にはいきませんよ～！」

　アル・ジャニールは月つき並なみな捨すて台詞ぜりふを吐はき、貴族とともに抜け穴へ入ってゆく。

「……あいつら、馬鹿？」

「この穴、真っすぐだよね？」

　トリシアとビアトリスが顔を見合わせた。

「パット、殺さないように」

　注意するレン。

「分かってるって」

　トリシアが魔ま旋せん律りつを唱となえると、両手の間に火の球が生まれる。

「いっけええええええっ！」

　気合いとともに放たれた火の球は、抜け穴に吸すい込まれてゆく。

　そして…………。

　ドッゴ～ン！

「ぎっひゃああああああっ！」

　爆音と悲鳴が、抜け穴の奥おくから聞こえてきた。

「……前から思ってたんだけどさ、あんた、本当に医者？」

　トリシアの顔をまじまじと見つめるビアトリス。

「……一いち応おう」

　トリシアは檻おりのところにゆくと、カナルとアーリンに手を差し伸のべる。

「ほら、帰るわよ」

「うん！」

　素す直なおに出てくるカナル。

　だが。

「あたし、帰んないもん！」

　アーリンは膨ふくれっ面つらで鉄てつ格ごう子しにしがみついた。

「人間になるまで、絶ぜつ対たいに帰らないんだもん！」

「もう、どうして無理ばっかり言うのよ！」

　カッとなったトリシアは、強ごう引いんにアーリンを引き離はなそうとする。

「トリシアには分からないよ！　だって！」

　アーリンはトリシアの手を振ふり払はらった。

「だって、この街じゃ、あたしは化け物なんだから！」

「……え？」

　トリシアの手が止まった。

「あ、あたしはぁ……」

　アーリンは顔をクシャクシャにして泣き崩くずれる。

「下半身が魚の、珍めずらしい化け物なんだもん。人間のことが知りたくて、人間が好きで、人間に憧あこがれてこの街に来たのに、あたしは決して人間にはなれないのよ！　いつまで経たっても、仲間外れ！　あんただって、あたしのこと、心の中じゃ化け物だと思ってるくせに！　あの妖よう術じゆつ師したちと変わらないよ！　こんなことなら、陸おかになんか来るんじゃなかった！……海に……海に帰りたいよぉ」

「……そっか」

　トリシアは指でアーリンの涙なみだを拭ぬぐうと、その背せ中なかに腕うでを回してそっと抱だき締しめた。

（本当だ。わたし、この子の気持ちなんて、全然理り解かいしてなかったんだね）

　額ひたいがアーリンの肩かたに押しつけられた。

（一番近くに、こんなに傷きずついて悩なやんでいる子がいたのに……気づいてやれなかったなんて。確たしかに同じかもしれない、アル・ジャニールたちと。最低だ、わたし……）

　商館でヴァリアンが言っていたことが、ふと、頭をよぎる。

（あいつも……実の母親から化け物って呼よばれて、傷ついていたのかな？）

「ごめん」

　トリシアは言った。

「……トリシア？」

「でも、わたし、アーリンのことを自分と違ちがう生き物だなんて考えたことないよ。アーリンはアーリン。普ふ通つうの女の子だよ」

「……でも、魚って言うし」

「それは謝あやまる。でも、アーリンだって、わたしのこと、ヤブ医者とか、落ちこぼれ魔道士とか言うでしょ？」

「……ごめん」

「あのさ」

　ビアトリスが二人に声をかける。

「やっぱ、誰だれでも引け目に感じてることってあるんじゃないの？　あたしはたとえば、ハルとは身分の違う奴ど隷れいだし……」

「その上、ガサツだよな」

　レンが口を挟はさむ。

「あたし、狼おおかみ憑つき！」

　カナルが尻尾しつぽを振る。

「そうそう。そういうとこ、突つかれるのって、結けつ構こう痛いたいもんでしょ」

　レンを一応、張り倒たおしておいてからビアトリスは続ける。

「だから、お互たがい何を言われたら嫌いやなのか、ぶつけ合ってみてさ、仲直りしなよ？」

「……うん」

　アーリンは素直にうなずいた。

「そうだね。それじゃ……」

　トリシアは背中を見せてしゃがむ。

「うちへ帰ってくるんでしょ、ノラ人魚？　ほら」

「仕方ないもんね。帰ってあげるってば、ヤブ医者」

　鼻をすすったアーリンは、大人しくトリシアの背中におぶさった。

「……あ、それから」

　トリシアは頭の後ろで腕うでを組みながらフワフワと飛んでいるキカを振ふり返る。

「ありがと、キカ。報しらせてくれて助かったわ」

（あ、あんたに礼なんか言われたかねえ！）

　小さな妖よう精せいは真っ赤な顔になって頭を振った。

（と、ともかく、トリシア！　あたいはあんたと馴なれ合う気はないかんな！　あんたはあのお方の存そん在ざいを脅おびやかす！　仙せん境きようの敵てきなんだよ！）

「ねえ」

　トリシアは尋たずねた。

「前にも言っていたけど、いったい仙境って何？　わたしが敵って、どういうことなの？」

（うわったぁ～っ！　また喋しやべっちまった！　あたいのバカバカバカッ！）

　キカは自分の頭をポカポカと殴なぐる。

（あ、あたいはあのお方から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを頂いただいて、このお役目に就ついてるんだ！　口が裂さけたって、これ以上は話せるもんか！　覚えてやがれ～っ！）

　キカは捨すて台詞ぜりふを吐はくと、ピューッとどこかに飛んでいってしまった。




　　　＊　　　＊　　　＊




　アーリンが水すい槽そうに戻もどって眠ねむると、診しん療りよう所じよに残ったのはトリシアとレンだけになった。

「今日はたいへんな一日だったね」

　ソファーに座すわるレン。

「まあね。でも、だいたい毎日こんな感じだよ、レンがいなくなってから」

　トリシアは隣となりに腰こしを下ろした。

「……うん、だいたい」

「どうしたんだい？」

　トリシアの横顔によぎる微び妙みような陰かげりに気がついて、レンは尋ねる。

「べ、別に？」

　そっぽを向くトリシア。

「相変わらず、嘘うそが下手だな」

　レンはトリシアのこめかみを指でつっ突く。

「ほら、隠かくし事はなし」

「……何かが」

　トリシアはため息をついた。

「わたしの知らないところで動き出している。そんな気がするの」

「……なるほどね」

　レンは赤毛を掻かき上げる。

「戦争が近いなんて話が出るし、ヴァリアン王子も現あらわれるしなあ……」

「それだけじゃないの。キカが言っていた仙境って言葉も気になるし、夕闇さんのことも」

「夕闇さんって、あの剣けん士し？」

　レンが複ふく雑ざつな表ひよう情じようになる。

「どういう知り合い？」

「……レンも変わったよね」

　トリシアは話題をそらした。

「僕ぼくが？」

「背がだいぶ高くなったし、剣も二本差してるでしょ？　……何だか大人になったって感じかな？」

　トリシアは自分の爪つま先さきに目を遣やる。

「……きっと、恐こわがっているんだよね。自分だけを置き去りにして、何もかもが変わっていくことを」

「剣を二振ふりにしたのは、単たん純じゆんな理由。一振りじゃ、いつまで経たってもアンリに近づけないと思っただけのことさ。基き本ほん的には何も変わらないよ」

　レンはトリシアの髪かみを撫なでた。

「少なくとも、僕の気持ちは……昔からずっと変わらない」

　レンの唇くちびるが、トリシアの頬ほおに近づいてゆく。

「……！」

　トリシアは慌あわてて、レンの身体からだを押おし退のけた。

「何？」

「わ、分からないよ、自分でも」

　トリシアは、自分の頬が真っ赤になっていることに気がつく。

　レンとは何度もキスをしたことがある。

　何でもない、親友同士の触ふれ合い。

　それが、半年離はなれていただけで、できなくなっていた。

（わたし、どうしちゃったんだろう？）

「疲つかれてるんじゃないか？　また明日来るよ」

　レンは立ち上がった。

「君があの小さい妖よう精せいから聞いたっていう仙境については、今度王おう城じようの大図書館で調べてみよう。あそこなら手がかりが見つかるかもしれない」

「……うん」

　トリシアはレンを送り出すと、扉とびらをそっと閉しめた。




　　　＊　　　＊　　　＊




　それから数日。

「パット、アーリンいる？」

　診しん療りよう時間の合間にレンが診療所にやってきた。

「いるに決まってるでしょ」

　と、そろそろアーリンのお喋しやべりに忍にん耐たいの限げん界かいが近づいているトリシア。

「ど～せ、ひとりじゃどこにも行けないんだもんね！」

　水すい槽そうのアーリンも機き嫌げんが悪そうだ。

「ところが……」

　レンはポケットからひとつの指輪を取り出した。

「じゃ～ん」

「何よ、これ？」

　アーリンは水槽から身を乗り出す。

「城の宝ほう物もつ庫こにあった、古代の魔ま力りよくを込こめた指輪。これをしてれば、空中浮ふ遊ゆうが可か能のうになるから、樽たるで運ばれなくてもひとりで移い動どうできるよ」

「うっそぉ？」

　アーリンは疑うたがいの目をレンに向けながら指輪をはめてみる。

　すると。

「あれ？」

　アーリンの身体はフワフワと浮うき上がった。

「アンリの話だと、練習は必要だろうけど、普ふ通つうに歩くのと変わりなく動けるようになるってさ」

「きゃ～っ！　レン、ありがと！　もうだ～い好き！」

　アーリンはレンに抱だきつく。

「お礼なら、アンリと指輪をくれたキャットに言ってよ。……まあ、いいか」

　頬ほっぺたにキスされて、レンはデレデレとした顔になる。

「こらあ！　レンから離はなれなさいよ！」

　引き剥はがそうとするトリシア。

「べえ～だ！　トリシアはタダの幼おさななじみでしょ？　あたしとレンの愛は、これから始まるんだもん！　ね、レン？」

「ね、って言われても」

　チラリとトリシアの顔を見るレン。

「……どうしよ？」

「どうしよ、じゃない！　あんたもあんた！」

　トリシアの両手の間に電でん撃げきが迸ほとばしる。

「ちょっとは大人になったかな～、なんて思ったけど、全然変わってないじゃないの！　いい加か減げんに、しろ～っ！」

　ドッガ～ン！

　久ひさしぶりに、診療所の屋根に大おお穴あなが開き、レンの身体からだが空中高く舞まい上がる。

　この様子は、〝三本足の洗い熊〟亭の二階にある、アンリの下宿する部屋の窓まどからもよく見えた。

「……やれやれ、変わらないな、あの二人は」

　アンリは微笑ほほえんで読みかけの本を閉とじると、仲ちゆう裁さいのために急いで診療所に向かった。













　カルテ４　図書館、過あやまち、最大の試練







　ヴァリアン王子の挑ちよう発はつとアーリンの家出があった日から、数日後のこと。

　トリシアとキャット、それにレンの三人は、王おう城じようの中にある大図書館に来ていた。

「ちょっと～、この中で探さがすの？　たった三人で？」

　壁かべや本ほん棚だなを埋うめ尽つくす本を眺ながめ、キャットは露ろ骨こつにうんざりした顔を見せる。

「絶ぜつ対たい無理！　私、嫌いやだからね！」

　大図書館の蔵ぞう書しよは、目録に記き載さいされているだけで八万冊さつ。

　未整理の本は、ゆうにその数倍はあるのだ。

「でもまあ、手分けすりゃあ何とかなるって」

　レンは楽観的に笑う。

「ええと、まずキャットはアールヴ関係の歴史書と伝でん承しようの方。僕は北方帝てい国こくの公式書類、トリシアは魔ま法ほう関係の資し料りようから洗ってみようか？」

「だから、私は手伝わないって！」

「親友の頼たのみなのに？」

　悲しそうな顔を作るトリシア。

「優やさしい友人を持って、幸せだねえ、パットは」

　レンも大げさに肩かたをすくめた。

「ああもう！　その〝仙せん境きよう〟とかいう言葉を探せばいいのね？」

　キャットは結局、うやむやのうちに手伝うことになってしまう。

「じゃあ、始めましょうか？」

　トリシアはさっそく本棚の間を歩き始める。

「ええと、仙境、仙境……」

「トリシア、タイトルだけ見ても分かるわけないよ。一冊一冊、丁てい寧ねいに調べないと」

　レンはこめかみを押おさえる。

「わ、分かってるわよ！」

〝星ほし見みの塔とう〟で勉強していた頃ころから、トリシアはあまり資料調べがうまくなかった。

　というか、医学関係以外はまったく駄だ目めだったのだ。

「それじゃ……」

　トリシアが適てき当とうに抜ぬいた本は『南洋の鳥類』。

「……その本にはあんまり、出てるとは思えないわね」

　トリシアの選せん択たくには、キャットでさえ眉まゆをひそめた。

　と、その時。

「……珍めずらしいな、レンはともかく、トリシアとキャスリーンが図書館にいるとはね」

「せ、先生！」

　トリシアは『南洋の鳥類』をキャットに押おしつけ、声の主の方に向かって走りだした。

「……図書館で走るなよ」

　と、レンが突つっ込こむヒマさえない。

「やあ」

　アンリは数冊の歴史書を持って、三人の方にやってきた。

「どうしたんだい？」

「ええ、キカが言っていた、仙境のことがちょっと気になって。ここにくれば資料があるんじゃないかと」

　トリシアは説明する。

「ところで、先生はどうしてここに？」

「ん？　ああ、ディが王宮の蔵書を見たいって言うものだから、案内をね」

「ディ？　ディフォーベが来てるんですか？」

「……お久ひさしぶり、トリシアちゃん」

　トリシアが声に振ふり返ると、奥おくの本棚に立て掛かけられたハシゴの一番上に、見知った女じよ性せいが大きな本を抱かかえている姿すがたがあった。

　すらりとした足を顕あらわにする短めのスカートと、動き易やすそうな薄うす手での白の上衣をまとった黒くろ髪かみの女性。

　数千年の眠ねむりから目覚めた女性学者にして、現げん在ざいはアンリの助手として〝星見の塔〟で働くディフォーベである。

「ディフォーベお姉さま～！」

　レンはハシゴに駆かけ寄よると、サササッとゴキブリのように這はい昇のぼる。

「お元気でした？」

　ディフォーベの膝ひざに頬ほおをすり寄せるレン。

「……ふん！」

　トリシアはレンの足を手で払はらい、床ゆかに叩たたき落とす。

「あらあら、レン？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　ディフォーベは首を傾かしげ、床に頭から墜つい落らくしたレンを見下ろした。

「平気、平気。こいつはこれくらいじゃ死にやしないから」

　トリシアはピクピク動いているレンを踏ふみつける。

「医者のあなたが言うのだから、大丈夫ね」

　ディフォーベは目を細めた。

「あなたもねえ」

　トリシアはふうっとため息をつく。

「久しぶりって言ったけど、昨日も、一昨日も会ってるでしょ？　〝星見の塔〟や〝三本足の洗あらい熊ぐま〟亭ていで」

「そう？　このところ、時間の感覚がおかしくって」

　と、ほんわかした表ひよう情じようで頬に手を当てるディフォーベ。

「……それ、このところ、じゃないと思う」

　ディフォーベは、読書を始めると周囲のことがまったく目に入らなくなる体たい質しつ。

　下手をすると寝しん食しよくを忘わすれ、餓が死し寸すん前ぜんまで本から離はなれないのだ。

「アンリ先生……」

　ディフォーベはスーッとハシゴを滑すべり下りると、アンリのそばに行って持っていた本のページを差し出した。
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「この記き述じゆつなんですけれど、『六国起き源げん』のウルモン写本や『サディー辺へん境きよう伯はく家け略りやく史し』の原私家版ばんの記き載さいと矛む盾じゆんします。私の記き憶おくでも……」

「そうだね、これは確たしか……」

　アンリとディフォーベは顔を寄よせ合い、楽しそうに議ぎ論ろんする。

「……うう、仲間に入れない」

　ちょっとディフォーベが羨うらやましいが、二人の会話はトリシアにとっては専せん門もん的過すぎる。

「やれやれ、諦あきらめが悪いねえ」

　足の下でニヤニヤと見上げているレン。

「いい加か減げん、身みの程ほどを知ったら？」

「うるさいわね！」

　トリシアはもう一度踏みつけようとして、自分の脚あしが、かなり上の方までレンから丸見えであることに気がつく。

「きゃっ！　ど、どきなさいよ！」

　飛びのくトリシア。

「いやあ、退どくに退けなかったんだけどね」

　レンは立ち上がる。

「……まあ、パットも成長してるじゃない、少しは」

「こ、殺す！」

　医者にあるまじき発言とともに、少女が手のひらの間に電でん撃げきの光球を発生させた時。

「こら、静かにしなさい」

　トリシアの頭を誰だれかがポンと優やさしく叩たたいた。

「ここにある本は、みんな貴き重ちようなものなのですよ」

「お、王女さま！」

　いつの間にかトリシアの背はい後ごにやってきていたのは、キャスリーンの姉である王女アムレディアだった。

「私も、王女なんだけど」

　一いち応おう、キャットは言ってみる。

「……あらあら、そちらのお二人は楽しそうね」

　アムレディアは、アンリとディフォーベが肩かたを並ならべて本を覗のぞき込こんでいるのを見て、ほんの少し、眉まゆをひそめた。

「ちょっと歴史の問題で議論していたんだ。ディの指し摘てきは鋭するどいよ。知ち識しきの豊ほう富ふさでは、僕ぼくを上回るかも知れない」

　アンリは笑え顔がおを見せる。

「随ずい分ぶんこの方のことをお褒ほめになるのですね、宮きゆう廷てい魔ま道どう士し殿どの？」

　王女はアンリの腕うでを取って、ディフォーベから引き離した。

「えっ？　ああ、ディは有ゆう能のうだからね」

　微び妙みように怪あやしくなってきた雲行きに、戸と惑まどうアンリ。

「それにディ、ですって？　とっても親しげなこと？」

　アムレディア王女の声は、北方帝てい国こくの氷の宮きゆう殿でんのように冷ややかだ。

「そう言えば、ディフォーベにはきちんと魔法を教えているのね？　私に教えようとした時は、たった半日で投げ出したくせに！」

「あの時は、君の方が先にやる気をなくしたんじゃないか」

「教え方に問題があったのでしょう？」

　アムレディアはフンと鼻を鳴らす。

「あのね！」

「あの二人が喧けん嘩か？　珍めずらしいって言うか、初めて見るわ」

　二人のやりとりに、トリシアはこっそりとキャットにささやく。

「そお？　昔はよくやってたわよ。落ち着いたのはここ一、二年じゃない？」

　キャットは珍しくもないといった表情だ。

「みっともないなあ、二人とも」

　と、つぶやいたのはレン。

「あなたとトリシアには言われたくはありません！」

　アムレディアはキッと振ふり返る。

「へ、どうして？」

「わ、わたしまで⁉」

　顔を見合わせるレンとトリシア。

「……自覚ないの、二人とも？」

　キャットは肩かたをすくめる。

「魔法でドッカンドッカンやる分、あんたたちの方が質たちが悪いって」

「みなさんの痴ち話わ喧嘩、楽しそう」

　ディフォーベは本を抱だき締しめながら、クスリと笑った。

「そう言えば、トリシアちゃん、仙せん境きように関する資料を探しているんでしょう？」

「ディフォーベ、知ってるの⁉」

　トリシアは身を乗り出した。

「私がもといた時代のことですけど、こんな詩を本で見た記き憶おくがあります。確たしか……」

　ディフォーベは透すき通った声で唄うたい始めた。





　　刻ときの流れに忘わすれられし

　　光と闇やみの狭はざ間まの地

　　かの仙境に住まいしは

　　現うつし世よの民たみに忘れられし

　　堕おちたる光の民

　　卑いやしめられし神の落とし子




　　永えい遠えんなる黄昏たそがれに包まれし

　　喜びの声なき地

　　かの宮の玉ぎよく座ざにありしは

　　癒いやしの御み子こを祝福せし

　　冷たき目を持つ女王

　　高こう慢まんなる美の化け身しん




　　かの御子こそ

　　女王と運命の輪を断たち

　　終しゆう焉えんをもたらす者なり

　　癒しの御子こそ

　　永えい劫ごうの呪のろいを解とき

　　仙境を滅ほろぼせし者なり






「歌も素す敵てきだ、ディお姉さま～」

　ゴンッ！

　ディフォーベに擦すり寄よろうとするレンの後頭部に正せい拳けん突つきを打ち込こんでから、トリシアは尋たずねる。

「仙境っていうのはエレネイの地にある国なの？　遥はるか東に位置する、アールヴや人間が生まれた土地だと言われている伝説の大半島に？」

　伝でん承しようによると、創そう造ぞう神であるエルはエレネイの地を治めるものとして最初にアールヴを創つくり、次いで〝妖よう精せい族ぞく〟、最後に人間を創ったとされる。

　そして、それぞれの民はみな、長い年月を経へてエレネイ半島から広がり、世界に満ちていったのだ。

　ディフォーベは数千年の昔に、ここから遠く離はなれたエレネイの地で長い眠ねむりに就ついた。

　その頃ころに仙境のことを読んだ記憶があるとすれば、仙境もエレネイにある可か能のう性せいが高いのではないか？

　トリシアはそう考えたのだ。

「いえ」

　ディフォーベは頭を振ふる。

「仙境はこの現し世とはまったく別の存そん在ざい。どこにもない国であり、あらゆる場所から至いたることのできる国でもある、というのが正しいでしょうね」

「う～ん」

　トリシアは頭を掻かいた。

　詩の中にあった、癒しの御子という言葉も気にかかる。

　夢ゆめの中で、夕ゆう闇やみが自分のことをそう呼よんでいたことを思い出したのだ。

（わたしが……終焉をもたらす？　仙境を滅ぼす？）

「……何だか、よく分からないわ」

「それでは……」

　ディフォーベはニッコリと笑った。

「アールヴのフェリノールさんにお尋ねになるのはどうでしょう？　私の記憶では、この詩が記き載さいされていたのはアールヴの伝承を集めた書物でした。あの方ならもっと詳くわしいことをご存じかも知れませんよ」




「仙境？　どこでその言葉を？」

〝三本足の洗い熊〟亭で窓まど拭ふきをやらされていたフェリノールを見つけたトリシアとレンは、単刀直入に仙境のことを尋ねた。

「人間で仙境のことを知っているものは、ほとんどいないはずだが」

　フェリノールは奥おくのテーブルにつくと、壁かべに寄りかかって片かた眉まゆを上げた。

「もしかして……聞いちゃいけないことなんですか？」

　と、レン。

「アールヴとしては誇ほこれた伝承ではないのだが……。まあ、君たちにならいいだろう」

　フェリノールは語りだした。

「人がまだエレネイの地で誕たん生じようするより遥か昔のことだ。

　創造神エルは自分の姿すがたに似にせて光の民たみ、君たちがアールヴと呼ぶ我われ々われを形作った。

　アールヴは神を畏おそれ、平和にエレネイの地を治めていたが、ある時、一部のアールヴがその力と姿が創造神に近いことを誇るあまり傲ごう慢まんになり、エルに対して反はん乱らんを起こした。つまり、自らが神になろうとしたのだ。その結果……」

　フェリノールの顔に憂うれいの色がよぎる。

「反乱者たちはその力を奪うばわれた上に、小さく醜みにくい姿に変えられ、この世界を逐おわれた。そして、その彼らが今日まで囚とらわれている土地こそが……」

「……仙境？」

　トリシアが言うと、フェリノールはうなずいた。

「で、でも、この世界と全然別の世界だとすると、キカはどうやって？　……あの、キカって言うのは、自分は仙境から来たって言ってる小さい妖よう精せいなんですけど」

「仙境はこの世界と完全に遮しや断だんされているわけではない。人が仙境に迷まよい込むこともあれば、稀まれに仙境の住人がこの世界に迷い出てきて、そのまま暮くらすようになることもある。トリシア、君がよく森で見かける小妖精は、ほとんどがそうした〝はぐれ〟妖精だ。もっとも、あの連中は自分が仙境からやってきたことさえ忘わすれてしまっているがね」

「じゃあ、小妖精はアールヴの親しん戚せき？」

　と、レン。

「認みとめたくはないがね。君たち人間は、妖精族と罪つみ深ぶかき小妖精たち、それに我々を一いつ緒しよに妖精と呼ぶが、小妖精は妖精族よりずっと我々に近い存在だ」

「小妖精の故こ郷きようが……仙境なんですね」

　トリシアはつぶやく。

「あの世界を故郷と呼びたがるとは、思えないがね」

　フェリノールは頭を振ると、窓拭きの仕事に戻もどっていった。




　　　＊　　　＊　　　＊




「せんせ～っ！」

　少女を抱かかえた男が息いき急せき切ってやってきたのは、トリシアがレンと別れ、診しん療りよう所じよに帰ってすぐのことだった。

「この子です！　診みてやってください！」

「……えっ？」

　寝しん台だいの少女を見て、トリシアの表ひよう情じようが変わった。

　リュタンの橋の事じ故こで、トリシアが間かん一いつ髪ぱつ救い出した少女。

　それが今、目の前に横たえられているのだ。

「近所の娘むすめさんなんですが、この何日か、息をするだけで苦しかったみたいで……」

　男は説明する。

「それが、さっき、通りで倒たおれて」

「吐はいた？」

「ええ」

　腹ふく部ぶの上の方を押おしてみると、少女の顔に痛いたそうな表情が浮うかぶ。

（………不整脈に……指先や唇くちびるが青あお紫むらさき色いろに変色している。心しん臓ぞうの可か能のう性せいが高いわ。おそらく、心しん筋きん梗こう塞そく）

　トリシアは観察した。

（心臓手しゆ術じゆつなら前にヴィントールでやってる。この場合、時間との勝負になるけど、いけるかも……よし、いける！）

「助かりますか？」

　少女を連れてきた男が怖おず怖ずと尋たずねる。

「ええ」

　トリシアは手術を決けつ断だんした。

「ごめんなさい……お願いします……」

　少女は少し、頭を動かすと弱々しい笑え顔がおをトリシアに見せる。

「謝あやまることじゃないでしょう？」

　トリシアは少女の頭を撫なでると、男を待合室に下がらせ、空気を浄じよう化かして準じゆん備びに入った。

　以前の手術の時にはキャットやレン、それにヴィントールの医い師しの助けがあったが、今回は補ほ助じよにつくのは助手のマルテさんひとりだけだ。

「左さ冠かん動脈の結けつ紮さつと、内ない胸きよう動脈の移い植しよくを行なうことになりそうね」

　トリシアは、マルテに手術の方ほう針しんを説明する。

「はい」

　自分の娘の命を救ってもらったことがきっかけでトリシアの手伝いをするようになったマルテにとっては、初めての心臓手術。

　普ふ段だんはおっとりとしている顔が強こわばっている。

　とは言っても、マルテは優ゆう秀しゆうな助手。

　トリシアとの息もピッタリ合っている。

「大だい丈じよう夫ぶ。前にやったヤツよりは簡かん単たんなはずだから」

　トリシアは安心させるように言った。

　しかし、トリシアの見み込こみは間ま違ちがっていた。




（どうなってるの？　分からない！）

　少女の体温を下げ、開胸したところでトリシアは唖あ然ぜんとなった。

　少女の心臓は膨ふくれ上がり、ドロドロに溶とけかけていたのだ。

（ただの心筋梗塞じゃないわ！）

　トリシアは、自分の知ち識しきを頭の中で総そう動員し、他の可能性を探さがす。

「…………これは……心しん筋きん炎えん⁉」

　それも重度の。

　トリシアの顔は、事実の発見に蒼そう白はくになる。

　心筋炎は、心臓の筋肉が細さい菌きんに感かん染せんして起こる。

　初期のうちに手当てをすれば命に別べつ状じようはないが、放っておくと死に至いたる病やまいだ。

（ここまでになってしまうと、手の下しようが……）

「先生」

　トリシアの手が止まったのを見て、マルテが告げる。

「胸を閉とじましょう。開いた時点で、それまでの診しん断だんと異ことなっていることに気がつくことはありますよ」
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「……ええ」

　トリシアはうなずいたが、それでも考え続ける。

（いったいどこで感染したの……症しよう状じようから考えると……あの時！）

　リュタンの橋の事じ故こ。

　日にちを逆ぎやく算さんすると、その時に感染した可能性が高い。

（でも、あの時はちゃんと浄化をして……！）

　トリシアはハッとなった。

　浄化は全身に対しての、完かん璧ぺきなものではなかった。

　あの夜、〝呪じゆ波は〟が限げん界かいに達していたトリシアは、少女に後でまた診しん療りよう所じよの方に来るように約束させ、傷きずの周囲の浄化しか施せ術じゆつしていなかったのだ。

（あの時……すでに血管を通して、病原菌が心臓まで達していたとしたら……わたしの責せき任にんだ）

　少女はあれから、診療所に顔を出していない。

　だが、トリシアは、忙いそがしさにそれを確かく認にんすることを忘わすれていた。

　たった一度。

　往おう診しんの途と中ちゆうでも良かった。

　一度でいいから、少女の家に寄よって、その後の状じよう態たいを見せにくるように声をかけていれば、これほどの悪化は避さけられたはずだ。

　この結果を招まねいたのは、他のなにものでもない。

　トリシア自身の怠たい慢まんだ。

「親おや御ごさんは？」

　診療室を出たトリシアは、沈ちん痛つうな面おも持もちで待っていた男に尋たずねた。

「そ、それが」

　男は額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

「来れそうにもないんで」

「どうして？　確たしか、降こう星せい祭さいの時は一いつ緒しよにいたって話だったよね？」

「実は……」

　と、男は告白する。

「この子、早くに父親を亡なくしましてね。母親が再さい婚こんしてから、一人暮ぐらしなんですよ」

「……母親のところに案内して」

　トリシアは白衣を脱ぬいだ。




（どう言えばいいの？　あなたの娘むすめが医者の失態のおかげで死にかけているから、看取りに来いって？）

　母親の家まで来たものの、トリシアは出てきた女じよ性せいを見ると言葉を失った。

「……あの？」

　母親は乳ち飲のみ子ごを抱だいたまま、不安そうに突とつ然ぜんの訪ほう問もん者しやを見つめている。

（言わなくちゃ……言わなくちゃ……）

　トリシアは心の中で繰くり返した。

（……駄だ目めだ、言えない！）

　突然、トリシアは何もかも投げ出して逃にげたくなった。

　だが、その時。

「……娘に何かあったんですか？」

　母親の後ろに男性が現あらわれた。

「あなた？」

　母親は振ふり返る。

　男は、母親の再婚相手だろう。

「そうなんですね？」

　少女の義ぎ父ふはもう一度トリシアに尋ねた。

「………」

　トリシアは無言でうなずく。

「行こう」

　夫は妻つまの手を握にぎって言った。




「薬で痛いたみは抑おさえています」

　寝しん台だいの傍かたわらに沈痛な面おも持もちで立つ両親に、トリシアは告げた。

「この子は……私に気を遣つかって家を出たんです」

　義父が少女の髪かみを撫なでる。

「自分が一緒だと、母親が幸せになれないと思って」

「……そんな」

　トリシアは、この義父が少女を家から追い出したのでは、と勝手に想そう像ぞうしていた。

　義父の頬ほおを流れる涙なみだに、トリシアは自分の思い込こみを恥はじる。

「生活は確かに苦しかったけれど、私はこの子と一緒の家庭を築きずいてゆくつもりでした。ですが、この子の好意に甘あまえて……もう少し、もう少し金が貯たまったらと同どう居きよを先さき延のばしにして……不ふ憫びんなことを」

「わたしのせいです！　わたしの！」

　母親は娘の手を握って泣きじゃくる。

「せめて、あの事じ故この後ついていてやっていれば……こんなことには！」

「この子の幸せって、何なんだったんでしょうね、先生？」

　義父は、母親の肩かたを抱く。

「私らのため……犠ぎ牲せいになっただけの……一生で……」

　その時。

「……お母さん」

　薬で眠ねむっていたはずの少女が目を覚ました。

「ごめんね、迷めい惑わくかけて。でも……もうこれが最後だから……」

　少女は微笑ほほえむ。

「お父さん……お母さんをお願いします。トリシア先生、助けてくれてありがとう。おかげで、ちゃんと二人にお別れ言えたよ……」

「お前も一いつ緒しよに暮くらそう、これから」

　義父は娘の手を握る母親の手に、自分の手を重ねた。

「……うれしい」

　少女の目から、一ひと筋すじの涙が流れる。

　それが、最後だった。

「……マルテさん、後はお願い」

　トリシアは助手に告げると、自室に戻もどって枕まくらに顔を埋うめた。




　その夜。

　レンに連れられて葬そう儀ぎに向かったトリシアは、少女の両親の家の前まで来ると足を止めた。

「やっぱり……、行けない」

　トリシアは、その場に崩れ落ちるように膝ひざをつく。

「あの子は……わたしがいなければ死なずにすんだんだもの」

　ギュッと瞳ひとみを閉とじ、両手で土をつかむトリシア。

「救える命だった……救えるはずの命だったのに！」

　すでに涙は涸かれはてている。

（ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさい……）

　トリシアは心の中で何度も繰くり返す。

「パット、あまり悲しんじゃ……」

　レンは途と方ほうに暮れつつも、優やさしくトリシアを抱だき起こそうとした。

「どうして⁉」

　トリシアはそんなレンの手を振りほどく。

「わたしのせいなのよ！　わたしが忘わすれなければ、あの子は今でも生きていた！　わたしが殺した！　殺したの！」

「……誰だれもそんな風に思っていないって」

　レンは声を圧おし殺す。

「君は全力を尽つくしたんだ」

「適てき当とうなことを言わないでよ！　わたしは知ってるの！　自分のやったことを！」

　トリシアは、葬儀の灯あかりがともる家を見た。

　家の中から漏もれてくる嗚お咽えつ。

　トリシアには、それが自分を責せめる声のように聞こえてならない。

「……お願い、もう止やめて！」

　トリシアは身を翻ひるがえすと、レンに背せを向けるようにして逃にげ出した。




「わたしはもう……医者をやってく自信、ないよ」

　診しん療りよう所じよに戻ってきたトリシアはしゃがみ込み、耳をふさいだ。

　戻ってくるまでの道ですれ違ちがった人たちの目。

　そのすべてが、自分を糾きゆう弾だんしているように感じられた。

（消えてしまいたい！　もう、誰とも話したくないし、誰とも会いたくない！）

　トリシアは自分の肩を抱くようにして身を捩よじる。

　それでも、自分の特とく異いな能のう力りよくがトリシアをひとりきりにすることを拒こばんでいた。

　とりしあ？

　とりしあ？

　オ願イ……

　治シテ

　とりしあ、痛いたイヨ……

　治シテ……

　とりしあ、治シテ……

　助ケテ……

　痛イヨ……

　診療所のまわりに集まった生き物の救いを求める声が、トリシアの意思にかかわらず頭に飛び込こんでくる。

「……うるさい」

　とりしあ、オ願イ

「うるさい」

　とりしあ……

「うるさい！」

　痛イヨ……

「うるさい、うるさいっ！」

　とりしあ、治シテ……

「うるさい、うるさい、うるさい、うるさいっ！」

　トリシアは髪かみを振ふり乱みだして立ち上がると、診療台のそばの机つくえからメスを取り出して握にぎった。

（みんな、どうしてわたしにできもしないことばかり期待するの⁉　もう嫌いやだよ！　他の生き物の思念が聞き取れる力なんて！　こんな能力さえなければ！　こんな苦しい思いをしなくて済すんだのに！）

「……こんな能力！」

　肩かたで息をする少女の顔が、研とがれたメスの表面に映うつし出される。

「要いらない！」

　トリシアは首くび筋すじにメスの刃はを当てて、一気に引こうとした。

　その時。

「！」

　誰かが、トリシアの手首をそっとつかんだ。

「君が死ぬことは、まだ許ゆるされていない」

　夕闇の声である。

「離はなして！」

　トリシアはもがく。

「死のうとしないと誓ちかうならば」

「放っといてよ！」

「それはできない。私は君を護まもる。そのために現うつし世よに戻もどったのだから」

「……えっ？」

　暗がりの中で、夕闇の瞳ひとみを見つめるトリシア。

「今は何も気にする必要はない。眠ねむれ」

　夕闇はトリシアの目の前に手をかざす。

（……待って、いったいあなたは？）

　そう尋たずねようとしたトリシアの意い識しきは、あっという間に心ここ地ちよい闇の中へと沈しずんでいった。




「何か、私に尋ねたいことがあるのではないか、少年」

　夕闇はトリシアを抱だいて立つと、部屋に入ってきた気配に向けて声をかけた。

「この子を眠らせるのを、外で待っていたな。何な故ぜだ？」

「僕ぼくではまだ、苦しんでいるパットの支ささえになれないことが分かってたから、かな？　僕はパットをどうしても怒おこらせてしまうから」

　レンはランプの明かりの前まで出てくると、頭を振った。

「……昔、僕は二度ほどあなたに会ったことがあるよね？　確たしか、両親と妹を亡なくしたパットを僕のところに連れてきてくれた時。それに、僕たちをアンリ先生に出会わせてくれた時と」

「その認にん識しきは正しい」

　夕闇はうなずく。

「あの時のあなたは、今とは顔も姿すがたも違ちがう。けど、その瞳と剣けんは変わらないね」

　と、レン。

「今の姿の方が本当の私に近い、と言っていい」

「今まで、何度もパットのことを助けて、護ってくれていたんでしょう？」

　質しつ問もんと言うより、事実の確かく認にんである。

　夕闇はまたもうなずいた。

「鋭するどい洞どう察さつだ。あの少女の命が真に危き機きに瀕ひんした時に、手を差し伸のべる。それが、癒いやしの御み子この守しゆ護ご者しやたる私の義ぎ務むなのだ」

「トリシアは気がついているのかな、あなたと前に出会っていたことに？」

「かつて会った時の記き憶おくは消したはずだったのだが……私が再ふたたび現あらわれたことで、その記憶が一部よみがえったらしい」

「今回あなたがアムリオンに現われたのも、パットに危機が迫せまっているから？」

「仙せん境きようを統すべし者の長き手が、癒しの御子たるトリシアに伸びようとしているのだ」

「……仙境の女王だね。ディフォーベから聞いた伝でん承しようにあったよ」

「女王は癒しの御子を、仙境を滅ほろぼす存そん在ざいだと考えているのだ。愚おろかな……」

　夕闇は眠りに就ついているトリシアを、そっとレンに預あずけた。

「目が覚めた頃ころには多少落ち着いている。もう死のうとはしないだろう」

「夕闇さん」

　出てゆこうとする男に、レンは声をかけた。

「僕もパットを護るよ。そう誓ったんだ」

　夕闇は一いつ瞬しゆん、足を止めたが、そのまま無言で診しん療りよう所じよを後にした。




「へえ、やっぱ、あの女の子、死んじまったんだ。人間って弱いねえ」

　診療所の外に出ると、暗闇からキカが飛び出してきて夕闇のまわりを飛んだ。

「……やっぱり、とは？」

　夕闇は聞きとがめる。

「へっ？　な、何でもねえよ！　あたい、何にも隠かくし事なんてしてないぜ！」

　キカは脳のう味み噌そがグチャグチャになりそうなほど頭を振った。

「……今のうちだ、吐はけ」

　夕闇は剣の柄つかに手をかけた。

　単なる脅おどしでない威い圧あつ感が、キカを捉とらえる。

「わ、分かったよ！」

　キカは震ふるえ上がった。

「あの娘むすめさあ、しばらく前から、診療所の前まで来て、ため息をついて帰ってたんだ」

「お前はそれを何度見た？」

「ろ、六、七回かな？」

「知っていて、トリシアに報しらせなかったんだな？」

「こ、恐こわい顔すんなよ！」

　キカは口を尖とがらせる。

「そりゃあ、報せなかったさ！　あたい、あいつを監かん視しするのが仕事なんだぜ！　あいつにあんまり接せつ触しよくしちゃいけないんだよ！」

「………」

　夕闇は剣から手を離はなし、歩き始めた。

「な、何だよ、文もん句くあるのかよ？　あんただって、仙境の側だろ⁉　だったら、あたいのやってることの大切さが分かるだろ⁉」

　キカは夕闇の背せ中なかに向かって怒ど鳴なる。

「あいつを、癒しの御子を監視するのは必要なことなんだよ！　あいつを、仙境に来させないために！　癒しの御子は危き険けんな存在なんだ！　女王さまは言ってたよ！　仙境を滅ぼす存在なんだって！」

「あの予言が二通りに取れることはお前も知っているだろう？　癒しの御子こそが、滅びゆく仙境を救う存在なのかも知れぬのだぞ」

「あたいは女王さまを信じるよ！　女王さまはね、あたいみたいな半はん端ぱ者ものを大事にしてくださるお方だよ！　間ま違ちがうわけないじゃないか！　トリシアは、御子はあたいたちの敵てきなんだよ！」

「そう信じているのなら……なぜ泣いている？」

「……えっ？」

　キカは何かが頬ほおを伝うのを感じ、手で拭ぬぐった。

「な、何だよ、この水？」

　目から流れ落ちる液えき体たいにキカは戸と惑まどう。

「……そうか、お前は涙なみだを知らなかったのだな」

　夕闇は静かに言った。

「あ、あたい、目の病気になっちまったのかな？」

　ゴシゴシと擦こするが、溢あふれ出る涙は止まらない。

「トリシアがお前に思い出させたのだ。仙境の民たみが遥はるか昔に忘れ去ってしまった、大切な感かん情じようをな」

「なんでさ⁉　なんであの馬ば鹿か、病気を治してくれたり、お礼を言ったり、あたいなんかに優やさしくするんだよ⁉　あたいはあいつを憎にくまないといけないのに⁉」

　キカは顔を手で覆おおう。

「……あたい、どうすればいいんだよ？」

「自分で考えるのだな。その涙に免めんじて、斬きり捨すてるのはやめておく」

　夕闇はそう告げると、キカを残して〝三本足の洗い熊〟亭に戻もどっていった。

　キカのすすり泣く声は、月のない闇の中でいつまでも絶たえることはなかった。













　カルテ５　視し察さつ、襲しゆう撃げき、トリシアの決けつ断だん







「ねえ、トリシアは？」

〝三本足の洗あらい熊ぐま〟亭ていにやってきたキャスリーンは、カウンターの向こうのセルマに尋たずねた。

「あれっ切り。部屋から出てこないよ」

　セルマは肩かたをすくめる。

「食事を扉とびらの前に置いといても、手をつけないんだ。街中の犬いぬ猫ねこどもが、診しん療りよう所じよのまわりに心配そうに集まってるんだけどねえ」

「……重じゆう症しよう」

　キャスリーンはカウンター席に座すわり、頬ほお杖づえを突つく。

「で、レンは？」

「あっちも頑がん固こだからね。ずっと、あの子の部屋の前で出てくるの待ってる」

「やるじゃない」

　キャットはセルマの差し出した杯さかずきの石榴ざくろジュースを一気に飲み干ほした。

「……でも、私、こんな時にトリシアに何もしてやれないの、辛つらいなあ」

「みんなそうさ」

　うなずくセルマ。

「ほら」

　店の隅すみではアーリンとカナルが、つまらなそうな顔で座り込んでいる。

「トリシアの元気がなくなると、みんな元気がなくなるんだねえ」

「……いつまでも、そうさせておくつもりはないわ」

「どわっ！」

　キャットは飛び上がった。

　いつの間にか、隣となりに姉とアンリが座っていたのだ。

「明日からのエドラルへの視察旅行に、トリシアを同行させます」

　アムレディアが宣せん言げんした。

「この時期に視察？」

　アンリの顔が曇くもる。

「危き険けんだ。同意できないな」

「視察の日につ程ていは、一年も前から決まっているのよ。いまさら中止はできないわ」

　アムレディアは頭を振ふった。

「それに、分かっているでしょう？　王女としての私の決定は、宮きゆう廷てい魔ま道どう士しとしてのあなたの同意を必要としないの」

「トリシアをエドラルくんだりまで連れてって、どうすんのさ？」

　と、セルマ。

「部屋に、こもらせておくよりはマシでしょう？」

「問題は本人が行くって言うかだよ」

　アンリは頭を掻かいた。




「……行かない」

　診療所にこもって毛もう布ふをかぶっていたトリシアは、頭を振った。

「だいたい、王女だからって、人の部屋の扉を蹴け破やぶっていいんですか？」

「あまり、よくはないわね」

　アムレディアは腕うでを組んでトリシアを見下ろしていた。

「だけど、あなたに拒きよ否ひ権けんはないわよ。私が同行させると言えば、あなたは同行するしかないの」

「僕も一いつ緒しよに行くから」

　と、レン。

「私も！」

　キャットが手を挙げる。

「そんなわけにはいかないことは分かってるでしょう？」

　アムレディアは咎とがめるような視し線せんで振り返る。

「王家の習しゆう慣かんとして、継けい承しよう権けんを持つ王女が二人揃そろって王都を離はなれてはいけないの」

「……私がヴィントールに行った時には、ホイホイ後からついてきたくせに。ったく、この傍ぼう若じやく無ぶ人じん女は」

　キャットはボソリと不平を漏もらす。

「何か？」

「いえ、な～んにも」

「セルマやフェリも同行するよ」

　屈かがみ込んだアンリが、トリシアの髪かみをあやすように撫なでる。

「……先生は？」

　トリシアは迷まい子ごになった子こ供どものように、右手の親指をくわえたまま、反対の手でアンリの上衣うわぎの裾すそを握にぎった。

「もちろん、僕ぼくも」

　アンリは微笑ほほえむ。

「…………じゃあ、行く」

　トリシアはくわえていた指の爪つめを噛かみ、うなずいた。

「この甘あまえんぼ……」

　アムレディアはこめかみを押おさえる。

「王女さま、トリシアをお願い」

「カナルも、ついていきたいの、我が慢まんするから」

　アーリンとカナルが、扉とびらの陰かげから様子をうかがう。

「とにかく、明日の朝には出発だから、荷に造づくりを急ぐこと。いいわね？」

　王女はそれだけ告げると、部屋を出ていった。




　　　＊　　　＊　　　＊




　エドラルは、アムリオン第二の自由商業都市である。

　王族の地方視し察さつ旅行は、王家による統とう治ちを確かつ固こたるものにして、領りよう地ちの隅すみ々ずみにまで平和と安定をもたらすために必要な公式の行事。

　かなりの人員と経けい費ひ、そして長期の準じゆん備び期間が必要とされる。

　アムレディアは歳さい費ひの支し出しゆつに関しては倹けん約やく家かであるが、それでも今回の行み幸ゆきには、護ご衛えい一中隊四十名、侍じ女じよ十二名、宰さい相しようを筆頭とする文官を二十八名、侍じ従じゆうその他を三十五名、宮廷魔道士のアンリ、賓ひん客きやくとしてトリシア、レン、セルマ、フェリノール、ビアトリス、そして、夕ゆう闇やみを同行させている。

　トリシアはレンと夕闇に挟はさまれるようにして、王女の馬車の後ろを馬で進んでいた。

「まさか、夕闇さんまでが来るとは思わなかったな」

　レンは、トリシアの頭越ごしに黒衣の剣けん士しを見る。

「セルマが〝三本足の洗い熊〟亭を閉しめている。逗とう留りゆうする場所がなくなった」

　夕闇は説明した。

「ど～でもいいけど、勘かん弁べんしてよ、こんなドレスなんて」

　着き慣なれない正せい装そうで鞍くらの上に横よこ座ずわりしているセルマは、我慢できずに背せ中なかをポリポリと掻かく。

「同感」

　と、これもフリル付きのロングドレスを着せられたビアトリス。

「我慢するんだな」

　フェリノールが冷たく言い放つ。

「警けい備びの顧こ問もんとして同道しているビアトリスはともかく、セルマ、お前は一いち応おう、このアムリオンの救国の英えい雄ゆうのひとりだろう？　お前のそのどうでもいい姿すがたを見たいという物好きが、地方ではまだまだ多いんだ」

「……こんな動きにくい服じゃなかったら、蹴けりをかましてやるのに」

　フェリノールをにらむセルマ。

「そんな動きにくい服を着き込こんでいる今だから、言っているのさ」

「うぐぐっ！」

　ヒールの高い靴くつを履はいたセルマの足首が、ピクピクと震ふるえている。

「フェリ」

　アンリが慣れた様子で仲ちゆう裁さいに入る。

「君もあまり身も蓋ふたもない言動は慎つつしめよ。せっかく、アールヴの長おさの名代という肩かた書がきがあるんだからな」

「了りよう解かい、宮きゆう廷てい魔ま道どう士し殿どの」

　フェリノールは澄すました顔で馬を進ませた。




　一行はエドラルに入ると、さっそく公式行事に入った。

　市の有力者との昼食会に続き、中央広場に面した市し庁ちよう舎しやのベランダに出ての、市民に向けての演えん説ぜつである。

　トリシアも王女たちと一いつ緒しよに、ベランダに引き出された。

「ほら、少しはニッコリして」

　夕闇と二人でトリシアを挟むように立ったレンは、沈しずんだ表ひよう情じようの少女をヒジで突つつく。

「僕らだって、みんなに見られてるんだよ」

「……この顔が嫌いやなら、こんなところに引っ張ぱり出さなければいいのよ」

　トリシアは顔を背そむける。

　アムレディアはベランダの前に進み出ると、集まった市民に向かって手を振ふった。

　ワーッという喚かん声せいに、広場全体が揺ゆれる。

　この街でも、王女の人気は高いのだ。

「警備の方は？」

　アンリは声をひそめて宰相に尋たずねる。

「抜ぬかりはない。エドラル側が用意した警備関係者はすべて、この建物の外の見張りに回らせている。我われらの目の達とどく範はん囲いにおるのは、先の戦いくさ以来の兵どもに、長年姫ひめに仕えてきた侍じ女じよ。文官も、わしが信しん頼らいを置くものばかりじゃ。それに、かのヴィントールの闘とう騎き士し殿どのも控ひかえておるしの」

　老練な宰さい相しようは、真っすぐに前をにらんだまま告げる。

「位置取りは悪いけどね」

　つぶやくビアトリス。

　ビアトリスの立ち位置は護ご衛えい兵へいの後ろ。

　アムレディアの場所からは少し離はなれている。

「ここじゃ何かあった時に間に合わないって」

「仕方あるまい」

　宰相は厳きびしい顔を崩くずさない。

「護衛兵でさえ、武ぶ器きを携たずさえては王女の傍そばには近ちか寄よれぬのじゃ」

「……しかめっ面つらはよしなさい、ゼル」

　王女は市民に笑え顔がおを振り撒まきながら、宰相に注意する。

「ははっ！」

　宰相は頭を下げたが、生まれつきの表情はなかなか変えられない。

　無理して笑おうとして、余よ計けいに恐おそろしい顔つきになる。

「こ、こうでしょうか？」

「……もういいわ」

　王女はそれ以上宰相に注意するのを諦あきらめ、市民に向けての演説用の原げん稿こうをアンリから受け取った。

　と、その時。

「……うう」

　背はい後ごに控えていた侍女のひとりが、不意に顔を蒼そう白はくにし、痙けい攣れんを起こして膝ひざを突いた。

「どうしました？」

　振り返り、ほんの少し眉まゆをひそめる王女。

「……大だい丈じよう夫ぶ……です」

　侍女はふらりと立ち上がると、背せを屈かがめたまま、王女の方に向かってヨロヨロと二、三歩足を踏ふみ出した。

「王女！」

　危き険けんを察知したビアトリスが、護衛兵を掻かき分けて飛び出す。

　だが、侍女が身体からだごと王女の胸むねに倒たおれ込こんでゆく方が、わずかに早い。

　ザクッという鈍にぶい音。

「え？」

　侍女を抱だき起こそうとしたアムレディアの表情が凍こおりつく。

（……！）

　それまでボンヤリとこの様子を見ていたトリシアの瞳ひとみが、大きく開かれた。

　次の瞬しゆん間かん。

「アム！」

　アンリは崩くずれ落ちてゆく王女を抱き上げた。

　ベランダに敷しかれた絨じゆう毯たんに、鮮せん血けつが染しみを作っている。

　アムレディアの胸に当てられたアンリの指の間からその血はしたたり落ちていた。

　二人のそばでは、短たん剣けんを握にぎった侍女が呆ぼう然ぜんとたたずんでいる。

「おのれ、反はん逆ぎやく者しやめ！」

　護衛兵たちが飛び掛かかり、侍女を床ゆかに押おさえつけた。

　同時に、ビアトリスがアンリと王女を守るように剣を抜ぬいて前に出る。

「レン、その子を！　何か変だ！」

「みんな、離れて！」

　レンが護衛兵を押し退のけて、もがく侍女の瞳をのぞき込む。

「……くそ！　思った通りだ、操あやつられてる！」

「抗こう魔ま法ほうのオガム文字が刻きざまれているな」

　侍女の手から短剣を取り上げた夕闇がつぶやく。

「〝探たん知ち〟の魔法では発見できぬし、これでつけられた傷きずには〝治ち癒ゆ〟の魔ま旋せん律りつが効きかない」

「……ああ、確たしかに〝呪じゆ波は〟の効こう力りよくがない」

　アムレディアを支ささえながら、すでに魔旋律を試ためしていたアンリがうなずく。

「トリシア！」

「は、はい！」

　放心状じよう態たいだったトリシアは、アンリの声にハッとなる。

「王女を頼たのむ！」

「で、でも！」

　アンリが王女をトリシアのもとに連れていこうと、立ち上がったその時。

　ビュン！

　突とつ然ぜん、護衛兵のひとりが躍おどり出て、アンリの頭を狙ねらって横よこ薙なぎに矛ほこ槍やりを振ふるった。

「！」

　間かん一いつ髪ぱつ、身体からだを捻ひねってこれをかわすアンリ。

「そいつもかい⁉」

　セルマが低い姿し勢せいで走り、護衛兵の足を払はらう。

「な、何だ⁉」

「何が起きてるんだ⁉」

　広場に集まっていた民みん衆しゆうがようやく事じ態たいに気がついて騒さわぎ始める。

「王女様が刺さされた！」

「殿でん下かが⁉」

「王女様が殺された！」

「暗殺だ！」

　流りゆう言げん蜚ひ語ごが飛び交かい、人々は我われ先さきに広場から逃にげ出そうとして恐きよう慌こうを来きたす。

「収しゆう拾しゆうがつかんぞ」

　ベランダから下を見下ろしたフェリノールが顔をしかめた。

　その間に、別の護衛兵がまた、アムレディアとアンリに襲おそいかかろうとする。

　キーン！

　レンが飛び出し、二刀流で攻こう撃げきを受けとめた。

「パット、王女の手当てを！　急いで！」

　叫さけぶレン。

　だが、トリシアは動こうとしない。

　いや、動けないのだ。

（駄だ目め、足がすくんで……それに、わたしが手当てしても……）

「操られてるヤツ、何人いるんだい⁉」

「こうなると、自分が操られていないって自信も無くなるわね！」

　信しん頼らいが置けるはずの侍じ女じよや護衛たちが、次々と操られたような表ひよう情じようになり、アムレディアに向かって襲いかかろうとする。

　セルマとビアトリスは壁かべを作って王女を守ろうとするが、狭せまいベランダの上でのこと。

　百戦錬れん磨まのこの二人でも、怪け我がをさせないで相手の動きを止めることは簡かん単たんではない。

「……この街を離はなれよう」

　アムレディアの傷が深しん刻こくだと見たアンリが決けつ断だんした。

「少なくとも誰だれが敵てきで誰が味方か、疑うたがいを抱いだかなくて済む場所まで。ゼル宰さい相しよう、あとは頼たのみます」

「承しよう知ち！　姫ひめをお頼たのう申しますぞ！」

　老宰相は自らの武ぶ器きを抜き放ちながらうなずく。

「で、どうする？　馬か？」

　尋たずねるフェリノール。

「いや、跳とぶ。みんなをここに集めて」

　アンリが答えると、レンとビアトリス、そしてセルマとフェリノールが魔旋律の効果範はん囲いに集結した。

「トリシア」

　夕闇が少女の手を握にぎって引き寄よせる。

「猛たけき風が雷かみなりとともに……大いなる跳ちよう躍やくをもたらす！」

　疾しつ風ぷうと雷らい光こうが、トリシアたち八人を包み込こんだ。

　次の瞬しゆん間かん。

　彼らの姿すがたはエドラルの中心から消えていた。




「……！」

　トリシアは周囲を見み渡わたした。

「ここは……」

　薄うす紫むらさきのヒースが茂しげる、なだらかな斜しや面めん。

　地平線の彼方かなたに、辛かろうじてエドラルの街がい壁へきが見える。

「エドラル近きん郊こうの高原だよ。手ごろな小屋が見えたから、ここに下りた」

　ぐったりとしたアムレディアを抱だいたまま、アンリが説明した。

「冬場の雪深い時に、猟りよう師しが使う小屋だね」

　目の前の小屋を見て、セルマがうなずく。

　一同は小屋の中にアムを運び入れ、粗そ末まつな寝しん台だいに寝ねかせた。

「夕闇、あなたの言う通りだ。僕ぼくの〝呪じゆ波は〟が、この傷きずには効きかない」

　何度か治ち癒ゆ魔ま法ほうを試ためしてみて、アンリはそっと告げる。

「……アンリ」

　アムレディアは薄目を開けた。

「みんなは？」

「無事だ」

　手を握り返すアンリ。

「自分のことを心配しなよ、馬ば鹿かな子だね」

　セルマが涙なみだぐむ。

「……トリシア」

　王女は、部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえていた少女に声をかけた。

「こっちに」

　夕闇がトリシアを立たせ、寝台のそばに連れてゆく。

「トリシア、私の手当てをお願い」

　アムレディアは言った。

「……無理です」

　トリシアは唇くちびるを噛かみ、頭を振ふる。

「そんなことはないわ」

「わたしには、もう……医者をやってゆく資し格かくはないんです」

「トリシア」

　半ば見えなくなってきている王女の目に、優やさしい光が宿る。

「それなら、何な故ぜ、それを持っているの？」

「……！」

　トリシアは初めて気がついた。

　自分の手がしっかりと、いつもの黒い診しん療りようカバンを握っていたことに。

「アンリ！」

　扉とびらのところで外を見み張はっていたレンが振り返って呼よんだ。

「次が来た！」

　アンリが外に出てみると、空が巨きよ大だいな灰はい色いろの雲に覆おおわれていた。

「……いや、雲じゃないな」

　アンリはつぶやく。

「確たしかめてみるか」

　フェリノールが弓を引き、ほとんど真上に向かって矢を放った。

　しばらくして。

　ギャッ！

　短い悲鳴が上空の方から聞こえてきたかと思うと、続いて、灰色の塊かたまりがアンリたちのすぐそばに落ちてきた。

　ドズン！

　という鈍にぶい音。

「これは？」

　痩やせこけた手足に、蝙こう蝠もりのような翼つばさ。

　尖とがった耳に、裂さけた口。

「前に見たホムンルクスの……大きいヤツか」

　レンが言った。

「強きよう襲しゆう型がたのホムンルクス。魔ま声せいによるホムンルクスの創そう造ぞうはヴァリアンお得意の術じゆつだ」

　と、アンリが説明する。

　その時。

「さすが、よく知ってるね」

　拍はく手しゆとともにからかうような声がした。

「ちっ、あいつ！」

　舌したうちするセルマ。

　一同の目の前で突とつ然ぜん、旋せん風ぷうが起こり、その中から青年が姿すがたを現あらわした。

「どうだい、僕は約束したことを果たす人間だろ？」

　ヴァリアンは、アンリを見てウインクした。

「おや、今度は昔むかし馴な染じみのセルマとフェリノールも一いつ緒しよかい？　あの医者の女の子は、小屋の中かな？」

「どうやって侍じ女じよや護ご衛えい兵へいを操あやつった？」

　アンリが尋たずねる。

「簡かん単たんに種明かしはしたくないけど、君の頼たのみだからね」

　ヴァリアン王子は喉のどの奥おくで笑った。

「全員、一度に術をかけたわけじゃないよ。こっちの密みつ偵ていの調べで、王女の予定は完全に分かっていた。あとはゆっくり、王女の側近たちが城を出るたびに魔声で絡からめ取っていっただけ。本人たちも気がつかないうちにね」

「この間、王女を殺すと自信たっぷりに予言したのは、すでに計画を進めていたから、ということか」

「ご名答」

　ヴァリアンは芝しば居いっ気たっぷりに一礼した。

「正直に話そう。僕の本来の目的はその女やアムリオンじゃない。アンリ、君の持つ〝呪じゆ波は〟の力だ。僕に服ふく従じゆうを誓ちかうなら、王女や、そこにいる君の仲間を見み逃のがしてあげてもいい」

「……僕の……力？」

　アンリはつぶやく。

「そうだ。七つの魔ま法ほう院いんを統すべる予言の子が持つと言われる、無む限げんの力。僕はそれが欲ほしい、世界をひとつに統べるために」

　ヴァリアンは両手を高く掲かかげてから、ウインクする。

「悪い取引じゃないだろ？　友人と、愛する女の命を救えるんだ」

「くだらんな」

　と、吐はき捨すてるように言ったのは夕闇。

「貴き様さまの言葉に信を置く理由がない」

「……アンリ？」

　レンは師しである魔道士の顔を見た。

「……レン」

　アンリは友人であるかつての弟子に静かに尋ねる。

「僕に命を預あずけてくれるか？」

「もちろん！」

「あたしらの答えは、聞くまでもないよね？」

　と、セルマたち。

「ああ」

　アンリはヴァリアンを見返した。

「悪いな、僕はお前に屈くつしない。僕を生き延のびさせる、ただそれだけのために命を捨すててくれた人たちのために……、そして、みんなの希望のために」

「たとえ、それが愛するアムレディアを何度も危き険けんにさらすことになってもかい？　知ってるだろうけど、僕は執しゆう念ねん深ぶかいんでね。君をアムリオンに止とどめているのは、王女だ。何度でも、彼女を狙ねらうよ」

「……！」

　アンリの瞳ひとみに、ためらいの色が浮うかぶ。

「魔道士、今は迷まような」

　圧おし殺した声で、夕闇がささやく。

「お前が投とう降こうしたからといって、あいつが王女やトリシアを見逃がすと思うか？」

「夕闇……、もし、僕に何かあったら、みんなを頼めるかい？」

　アンリはヴァリアンから視し線せんを外さずに尋ねた。

「私が守しゆ護ごするのは癒いやしの御み子こだ。自分の仲間の面めん倒どうは、自分で見るのだな」

　夕闇はそっけなく肩かたをすくめる。

「ああ、そうだね」

　アンリは〝呪じゆ波は〟を練り始めた。

「そうすることにするよ」

　アンリを中心として空間そのものが歪ゆがみ、七色の光を放ち始める。

「やれやれ」

　ヴァリアンは、頭の後ろで腕うでを組んでいた手をさっと振ふった。

　上空で待機していたホムンルクスたちがこれを合図に静かに降下を始め、高原を覆おおい尽つくしてゆく。

「まあ、いいか。けど、せっかくの趣しゆ向こうだ。簡単に死んで、僕を失望させないでくれよ、アンリ」

「ざっけんなっ！」

「よせ、無む駄だだ」

　制せい止しする夕闇の手を払はらってセルマが矢を放つ。

　だが、風を切り裂さいた矢はヴァリアンを貫つらぬくと、そのまま地面に突つき立った。

「……って、虚きよ像ぞう？」

「決まってるだろう」

　呆あきれた目でセルマを見るフェリノール。

「アンリ、もう一度考え直すことをすすめるよ。君が心を翻ひるがえすまで、僕は何度でも王女を狙い続ける」

　ヴァリアンがパチンと指を鳴らすと、突とつ然ぜん巻まき起こった旋せん風ぷうがその姿すがたを包み込こみ、やがて消えた。

「……さて、どうする、魔ま道どう士し？」

　夕闇は地平線までの大地にひしめくホムンルクスを見み渡わたし、剣けんの柄つかに手を置いた。

「決まっているさ」

　アンリは右手を天に掲かかげる。

「来たれ、光よ！」

　七色の光の粒りゆう子しがアンリの手の中に集まり、ひとつの形を取った。

　光の剣、ヒリール・ショーヴが時空を飛び越こえて姿を現あらわしたのだ。

「アムレディアは国を救い、トリシアは命を救う。二人を守るのが、僕らの役目だ」

「そうそう、悪あく党とうをぶちのめす汚よごれ仕事はこっちにお任まかせ」

　レンが腰こしに差した二振りの剣を抜ぬいて十字に構かまえると、小屋に向かって怒ど鳴なる。

「トリシア！　僕らはあの化け物たちを一いつ匹ぴきたりとも小屋に入れない！　だから、君は君の戦いをしろ！」

「ところで、作戦は？」

　迫せまってくるホムンルクスの軍団に向かって、矢を引き絞しぼるセルマ。

「決まっている。踏ふみ止まって援えん護ごをするのが、私とお前。残りの四人が徹てつ底てい的てきに掻かき回す」

　フェリノールが微笑ほほえむ。

「お前呼よばわりするんじゃないっての、馴なれ々なれしい！　……風か邪ぜ引いた時に留る守すしてたくせに」

「またそのことを持ち出すのか？　これで三十回目だぞ！」

「口火は……私が切ろう」

　セルマとフェリノールが言い争っている間に、夕闇は外がい套とうを翻すと、ホムンルクスに向かって風のように疾しつ駆くした。

「……トリシアはいい仲間を持った」

　柄を握にぎった手が目にも留とまらぬ速度で動き、白い閃せん光こうが走る。

　グギャアア！

　五体のホムンルクスが悲鳴を上げて真っ二つになると、黒くろ焦こげになった羊皮紙に姿を変えて舞まい散った。

「偽いつわりの命に慈じ悲ひは見せぬ」

　さらに七体。

　ホムンルクスは夕闇の剣に一刀両りよう断だんされ、塵じん芥かいへと還かえる。

「聖せいなる炎ほのおが……邪じや悪あくな存そん在ざいを駆く逐ちくする」

　アンリは剣先に〝呪じゆ波は〟を宿すと、夕闇の右へと走った。

　光の剣、ヒリール・ショーヴは、襲おそいかかろうとするホムンルクスを片かたっ端ぱしから燃もやし尽くしてゆく。

「僕ぼくは……トリシアを守る、絶ぜつ対たいに！」

　レンは大きく飛ひ翔しようすると、左右の敵てきの頭部に剣を叩たたきつけた。

　血の滲にじむような努力で身に着けた二刀流が、間合いに入ったホムンルクスを確かく実じつに仕留め、攻こう撃げき魔法が背はい後ごから忍しのび寄よる相手を足止めする。

　だが、ホムンルクスたちは一番レンが未み熟じゆくだと見たのか、集中的に襲いかかってくる。

　次し第だいに押おされ始めたレンは、四方を完全に囲まれた。

「手を貸かそうか⁉」

　ビアトリスが声をかける。

「今のところ、必要ないよ」

　レンはそう答えると、双そう剣けんを交差するように地面に突つき立てた。

「鋼はがねのごとき、意い志しの細き糸が……邪よこしまなる業ごうをからめ取り、その根こん源げんを断たつ！」

　次の瞬しゆん間かん。

　レンを囲んでいた百体近いホムンルクスが、力を失って次々と倒たおれ、オガム文字が書かれた羊皮紙へと還っていった。

「僕は自分の周囲に〝呪波〟の糸を張はり巡めぐらせていた。お前たちがその罠わなに掛かかったのを確かく認にんして、お前たちを操あやつっている魔ま声せいを中和する魔ま旋せん律りつを流したんだ」

　レンは剣を地面から抜いた。

「押されているように見せたのは誘さそいだよ」

「少年、腕うでを上げたね！」

　ビアトリスはニッと笑うと、剣を下げ段だんに構える。

「あたしだって、こんな場所で死ぬわけにはいかないんだから！」

　一撃で二匹。

　赤毛の闘とう騎き士しは舞うような動きで人じん造ぞう生物を切り捨すててゆく。

「……さて、こっちもたまにはいいとこ見せるかね！」

「そうだな」

　セルマとフェリノールは四人を援護すべく、遠方の敵てきに向かって弓を引き絞しぼった。




「だから、君は君の戦いをしろ！」

　レンの声が達とどいた時、トリシアは膝ひざを抱かかえて寝しん台だいの前で震ふるえていた。

「………」

　顔を上げると、寝台に横たわったアムレディアが大きく胸むねを上下させている。

　親友の姉で、大好きなアンリの恋こい人びと。

　トリシアが、憧あこがれと嫉しつ妬とを同時に抱いだいたその相手が。

「わたしの戦いって……何なのよ？」

　トリシアはもう一度、膝に顔を埋うめる。

　と、その時。

「……リ……シア？」

　意い識しきを失っていると思ったアムレディアの手が、トリシアの手に触ふれた。

「信じて……いる……から」

「やめてよ！　期待なんかしないで！　わたし、できないんだから！」

　トリシアは頭を振ふる。
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「最初から無理だったのよ！　落ちこぼれで、魔法も勉強もできなかったわたしが医者を続けるなんて！　信じるなんて言わないでよ！」

「分かる……わ」

　王女の声に、ヒューヒューという空気が肺はいから漏もれる音が混じる。

「私も……期待されるのは……嫌いやだったもの」

「！」

「私も……いい王女じゃないわ。王や妃きさきの期待は……重荷だった」

「……あなたが？」

　王女はかすかにうなずく。

「でも、そんな私を……アンリや……セルマ……フェリ……みんなが信じて……支ささえてくれた。だから……頑がん張ばれた。聞いて……トリシア……。信じてくれるという……ことは……期待を……かけられることとは違ちがうの。……あなたが失敗しても……誰だれも責せめは……しないわ。だから…………あなたが今までしてきたことを……たった一回の過あやまちで捨すてていいかどうか……もう一度考えて……。あなたには……信じてくれる仲間が……たくさんいるのよ」

「やめてったら！」

　トリシアは王女の手を振り払はらった。

　その時。

　バタン！

　天てん窓まどが開く音がした。

　ホムンルクスが侵しん入にゆうしてきたと思ったトリシアは、身をすくませる。

　だが。

（……よ、よお、ヤブ医者）

「あなた？」

　傷きずついた羽で、フラフラと天窓から入ってきたのは妖よう精せいのキカ。

　身体からだに比べ、ずっと大きな袋ふくろを抱かかえている。

（く～、重てえ！）

　キカは袋ごと床ゆかに落下した。

「あなた、どうしてここに？　そんなにボロボロになって！」

　トリシアは小妖よう精せいを拾い上げる。

（……へへへ、ちっと、ホムンルクスどもを振り切るのを失ま敗ずっちまった）

　キカは自分の血で染そまった袋を、トリシアに差し出した。

「これって……手紙？」

　トリシアは袋を開いて中身を見る。

　小さな袋に詰つまっていたのは、街中の人々からトリシアに宛あてられた手紙だった。

「どうしてこんな無む茶ちやを？」

（いいから！）

　キカは咳せき込こみながらトリシアの指をつかむ。

（頼たのむから、見てやってくれよ！）

　トリシアは渋しぶ々しぶ、必死なキカに従したがった。

「………」

　普ふ段だん、手紙を書いたことがないような人たちの拙つたない文字が、目に飛び込んできた。




『先生、いつもありがとよ』

『トリシアせんせい、おとうさんをなおしてくれてありがとう』

『薬代、待ってくれてありがとな。助かったぜ』

『先生、あれからうちの馬、前よりも元気になりました』

　トリシアは、次々に手紙を開いてみる。

『娘むすめが笑え顔がおでいられるのも、先生のおかげです。あなたに出会えて良かった』

　これは助手のマルテからのもの。

『あなたは私たちの友。永えい遠えんに忘れることはありません』

　古代ルーン文字で書かれたこれは、大レーヌ川の主であるニクスから。

『あなたがいなければ、私は今でも永えい劫ごうの闇やみの中にいたはず。ありがとう、トリシアちゃん』

　これは、数千年の眠ねむりからトリシアの手によって目覚めたディフォーベ。

『おねえちん、がむばれ』

　間違いだらけのこの手紙は、カナルから。

『いっつもワガママばっか言って、ゴメン。面と向かっては言わないけど、トリシア、大好き』

　アーリンからの手紙を見た瞬しゆん間かん、顔がクシャクシャになった。

『信じてるから』

　短く、そっけない。

　これはキャットの手紙だ。

（みんな……あんたに言いたいことがたくさんあったんだよ。あたい、みんなからそれを集めてきて……あたいだって、あんたを……本当は信じたいんだぜ）

　トリシアの手のひらから飛び下り、キカはアムレディアの枕まくらに寄よりかかる。

（この人を治すんだろ？　……あたいが、しっかり見ててやるから、早くしろよ）

　キカはそれだけ告げると目を閉とじた。

「この子……小さな身体で必死になって……みんなの想おもいを運んできたのね」

　アムレディアは、血の気の失うせた指でキカの頭を撫なでた。

「……！」

　トリシアの瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちる。

　そう。

　アムに、アンリ先生。

　キャットにカナル、アーリン。

　セルマに、フェリノール。

　レンと夕闇。

　それに街の人たち。

　自分はこんなにたくさんの信じてくれる人たちに囲まれている。

「わたし、自分からも、みんなからも逃にげ出そうとして……」

　トリシアは涙を袖そでで拭ぬぐうと、診しん療りようカバンを開いた。

「でも、もう逃げないから！　わたしは、わたしの戦いを戦い抜く！」




「……人形の分ぶん際ざいで煩わずらわしい」

　二百体目のホムンルクスを一刀両りよう断だんした時。

　夕闇は眉まゆをひそめ、剣けんを背せ中なかに回した。

　その動きを察知したビアトリスが、仲間を振ふり返って怒ど鳴なる。

「飛んで！」

　声に反はん応のうして跳ちよう躍やくするセルマとフェリノール、そしてレン。

　アンリは〝呪じゆ波は〟の障しよう壁へきを張はり、ビアトリスは障壁の防ぼう御ぎよ範はん囲いに飛び込む。

「……旋せん！」

　刹せつ那な、夕闇の曲刀が一いつ閃せんし、周囲の敵てきを薙なぎ払はらった。

　たちまち、夕闇を中心とした半径二百歩ほどの円内にいたホムンルクスが羊皮紙の束へと還かえる。

「危あやうく巻まき込こまれるところだぞ！」

　一いつ瞬しゆん後ご、着地したフェリノールが文もん句くを言う。

「ムチャクチャやるね、あいつ！」

　セルマはニッと笑うと、上空に逃げたホムンルクスを落としてゆく。

「夕闇さん、こっちにも少し残しておいてよ！」

　不服そうなのはレンである。

「ひとりで三割わりぐらい斬きってるでしょ⁉」

「それにしても……」

　アンリは周囲を見み渡わたして、残ったホムンルクスの数を確かく認にんした。

「正直、夕闇と同意見だな。……こう多いと一気に片かたをつけたくなる」

「アンリ、あんたのそういう危き険けんな目、しばらくぶりに見るよ」

「いつでもいいぞ」

　セルマとフェリノールはアンリの背はい後ごに回る。

「レン、こっち！」

「うん！」

　ビアトリスとレンは、トリシアたちがいる小屋の扉とびらの前に走った。

　一方、夕闇はアンリと肩かたを並ならべて立つ。

「手を貸かそうか？」

　と、夕闇。

「面おも白しろいね」

　アンリはうなずくと、ヒリール・ショーヴを空高く掲かかげた。

「太陽よ！　光よ！　七つの魔ま法ほう院いんの名において、燃もえ盛さかるその力を我わが手に宿せ！」

　夕闇は曲刀を水平に構かまえる。

「失われし三つの月よ！　〝一の神〟の二つ名を持つ絶ぜつ対たい存そん在ざいの召しよう命めいにより、その冷たき輝かがやきを顕あらわせ！」

　次の瞬間。

　太陽から一いち条じようの光線がヒリール・ショーヴを目指して駆かけ下り、同時に天球全体が闇やみに包まれた。

　昼間、見えるはずのない星々が天空を凄すさまじい速度で駆け巡めぐり、月が三つに分かれ始める。

「魔刀法秘ひ儀ぎ！　残ざん照しよう！」

「蜃しんっ！」

　二剣士は同時に剣を振り切った。

　二振りの剣の間に、光の渦うずが発生する。

「くっ！」

　眩まばゆさに目を開けていられないレン。

　光の渦はアンリと夕闇を中心に広がってゆき、数万のホムンルクスを貪どん欲よくに呑のみ込こんでいった。




「ひどいわね」

　メスを使って傷きず口ぐちを開いたトリシアは、無数の短たん剣けんの破は片へんとおびただしい出血を目まのあたりにしていた。

　短剣はおそらく、刺さした瞬間に体内で砕くだけるように加工してあったのだろう。

　残ざん忍にんな仕組みだ。

「傷きず跡あと、残るかな？」

　軽口を叩たたくアムレディア。

　幸い、短剣には抗こう〝呪波〟の細工はしてあっても、毒は塗ぬっていなかったようだ。

「こんな名医がついているんだから、大だい丈じよう夫ぶ」

　トリシアは微笑ほほえんでみせると阿あ片へんで局部麻ま酔すいをかけ、破片の除じよ去きよと止血を始める。

　消毒は度数の高い蒸じよう留りゆう酒しゆだ。

「出血……多いでしょう？」

　これだけの傷を負いながら話ができるのは、驚きよう異いの精せい神しん力りよくと言っていい。

「それほどでも」

　トリシアは正せい確かくには答えない。

　破片は多くの内ない臓ぞうに食い込み、腹ふく腔こう内ないを血の海にしていた。

〝呪波〟での止血ができない以上、一か所ずつ丁てい寧ねいに止めてゆくしかない。

　まずは出血のおびただしい上腸間かん膜まく動脈からだ。

「……痛いたい？」

「ええ」

「これ以上麻酔を強くできないの、ごめん」

「我が慢まんするわ」

　トリシアは一心不ふ乱らんに短剣の破片を取り続ける。

　心臓を傷つけた一片は、心しん嚢のうの内部に血を溢あふれさせ、それが心臓を圧あつ迫ぱくしていた。

　そのため、アムレディアの脈みやく拍はくは極度に弱くなってきているのだ。

（まずはこの血を……）

　トリシアが心嚢に刺さっていた欠片かけらを抜ぬくと、圧力の高まっていた血がパッと飛び散った。

　トリシアの顔も血に染そまるが、そんなことを気に掛かけている場合ではない。

（脈拍……まだ弱い）

　肝かん臓ぞうに肺はい。

　腎じん臓ぞうに小腸、それに子宮と卵らん巣そう。

　まだ数十の鋭するどい欠片が残っている。

「わたしは……」

　トリシアは細心の注意で作業を続けながら、苦しそうなアムレディアに声をかけた。

「あなたとアンリ先生に、幸せになってもらいたい。わたしがもう、絶ぜつ対たいに入り込む余よ地ちがないって思えるくらいに。だから……絶対に死なせない！」

「そうね……私も頑がん張ばる……」

　王女は目を閉とじた。

　すうっと呼こ吸きゆうが止むと、鼓こ動どうもさらに微び弱じやくになって停止する。

「駄だ目め！」

　トリシアは王女のアゴを引き起こし、唇くちびるを重ねて息を吹ふき込んだ。

　同時に直ちよく接せつ心臓をつかみ、血に染まった手で強く握にぎる。

（戻もどってきて！）

　トリシアは心の中で叫さけんだ。

（戻ってきて、わたしたちのところへ！）




　ビュン！

　レンの双そう剣けんが最後の一体を斬きり捨すてた。

　何度デモ、狙ねらウゾ……

　転がったホムンルクスの首はそう言ってニヤリと笑うと、蒼あお白じろい炎ほのおを上げて燃え上がった。

「……片かた付づいたな」

　フェリノールは膝ひざをつくと、静かになった高原を見み渡わたした。

　あたり一面を覆おおっているのは、灰はいと化した無数の羊皮紙である。

「疲つかれた～」

　ビアトリスは足を投げ出して座すわり込んだ。

「アムの方は？」

　草の上に寝ね転ころがり、小屋の方を振ふり返るセルマ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、僕ぼくはトリシアを信じているよ」

　アンリが答える。

「問題ないだろう」

　夕闇は剣けんを鞘さやに収おさめた。

「トリシアは立ち直った。……私はそれを感じる」

「それじゃ……」

　レンも二振りの剣を地面に突き立てて、額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

「早く二人のところに戻ろうよ。僕らも多少はトリシアの手当てが必要なようだしね」

「……ああ、そうしよう」

　アンリは少年の肩かたを叩たたいた。

「みんなで、二人のもとにね」




「……終わった」

　縫ほう合ごうを終えたトリシアは、その場にペタリと座り込こんだ。

　脳のうに障しよう害がいが出る寸すん前ぜんで、王女の鼓こ動どうと呼こ吸きゆうは回かい復ふくした。

　剣の破は片へんも体内には残っていない。

　しばらくは安静が必要だが、最大の危き機きは乗り越こえたはずである。

「ありがとう」

　意い識しきを取り戻したアムは目を細める。

「あなたは命の恩おん人じんだわ」

「いいえ」

　トリシアは頭を振った。

　王女の枕まくら元もとでは、〝呪じゆ波は〟による手当てを終えたキカが軽く寝息を立てている。

「救われたのはわたしです」

　トリシアは微笑ほほえみ、アムレディアの額ひたいをそっと撫なでた。













　カルテ６　夕ゆう闇やみ、レン、二人の旅立ち







　エドラルから帰き還かんして数日後。

「アンリ先生が……消えた⁉」

　いつものように〝三本足の洗あらい熊ぐま〟亭ていで休きゆう憩けいを取っていたトリシアは、アンリが宮きゆう廷てい魔ま道どう士しの職しよくを辞して姿すがたを消した、という話をレンの口から聞いて愕がく然ぜんとなった。

「アムの暗殺未み遂すいを防げなかった責せき任にんを取るって書き置きがあったよ」

　レンの表ひよう情じようも沈しずみがちだ。

「〝星ほし見みの塔とう〟の運営も、ディフォーベに任まかせるって」

「なんで先生が責任を取るのよ！　あの場には宰さい相しようだっていたのに！」

「ご老体のゼルは、自分も責任をとって自決するって大おお騒さわぎさ」

　セルマが料理の皿を運んでくる。

「それにしたって！　アムは止めなかったの⁉」

　トリシアはカウンターをバンッと叩たたいた。

　アムレディアは一昨日ようやく寝しん台だいから起きられるようになったばかりだが、それでも精せい力りよく的に政せい務むをこなしていた。

「あの二人が昨夜、どういう話をしたのかは知らない」

　フェリノールは珍めずらしく、葡ぶ萄どう酒しゆの杯さかずきを重ねている。

「ただ、夜明けとともにアンリは姿を消し、執しつ務む室しつに現あらわれたアムは真っ赤になった目でその事実を我われ々われに告げた。水みず臭くさいが、それだけだ」

「……先生」

　トリシアはうつむき、お茶の杯を口に運ぶ。

　まだ傷きずが癒いえてもいないアムが必死で涙なみだを見せないようにしているのに、自分が泣くわけにはいかない。

　胸むねが締しめつけられる想おもいを、トリシアは必死で堪こらえる。

「……そこで、だが」

　フェリノールは、トリシアの顔をじっと見つめた。

「後こう任にんの宮廷魔道士には、君を推すい薦せんしておいた」

「ぶはっ！」

　トリシアは飲みかけのお茶を噴ふき出した。

「ど、ど、ど、ど、ど、どうしてわたしなんですか！　無理ですよ、絶ぜつ対たいに無理！」

「引き受けるしかないだろうね？」

　腕うでを組みながら眉まゆをひそめたのはレンである。

「僕は特使としてヴィントールとアムリオンとの間を行ったり来たりだし、ディフォーベは才さい能のうはともかくまだ勉強不足、〝星見の塔〟の後こう輩はいたちもまだまだこれからってところだし」

「………」

　確たしかに、そうなると、まともな魔法の使い手はトリシアしかいない。

「ねえ、だったら、私は！」

　身を乗り出して自分を指さしたのはキャットである。

「王族が宮廷魔道士やってどうすんのさ？」

　セルマが頭を小こ突づく。

「それに、あんたの魔法の腕じゃ恐おそろしくって」

「にゃ、にゃにい！」

「宮廷魔道士といっても、アンリがいたからこそ設もうけられた役職で、実じつ際さいの仕事はアムレディアの相談役だ。アンリが去って、今、アムレディアは誰だれかの支ささえを必要としている。私やセルマだけではアンリの代わりはできない。あの子を支えることはできないんだ、頼たのむ」

　フェリノールにそこまで言われると、トリシアは断ことわることができなかった。




　　　＊　　　＊　　　＊




「到とう着ちやくいたしました」

　家臣がヴァリアン王子に報しらせたのは、午後の沐もく浴よくの時間だった。

　ゼノウィリアの王室では、午後の謁えつ見けんの前に沐浴をするのがひとつの習しゆう慣かんと化しているのだ。

「そうか」

　ヴァリアンは濡ぬれた髪かみを振ふって湯から上がると、女奴ど隷れいたちに身体からだを拭ふかせ、絹きぬの浴衣ゆかたをまとう。

　上気した全身の肌はだには、抗こう〝呪じゆ波は〟のオガム文字が白く浮うき上がっている。

「ここへ通せ、丁てい重ちようにな」

「……はっ」

　家臣は一礼し、この場を辞した。

「お前たちも下がれ」

　ヴァリアンが命じると、女奴隷も浴室から姿すがたを消す。

「来たね」

　しばらくして、白い外がい套とうをまとった青年がヴァリアンの前に姿を現あらわした。

「正直、驚おどろいたよ。君からの申し出にはね」

　ヴァリアンは青年を見て微笑ほほえみ、金糸の刺し繍しゆうが入った絨じゆう毯たんの上を進む。

「僕はこれ以上、アムが僕のために傷つくのを見たくはない」

　ステインアドラーのアンリは外套を脱ぬぎ捨すてた。

「君の条じよう件けん」

　ヴァリアンは喉のどの奥おくで笑いながら、アンリの肩かたに手を置く。

「僕のもとに来る代わりに、以後、アムレディアに一切手を出さない。君の他ほかの仲間や、あの可愛かわいい女医さんにも。そうだったね？」

「ああ。それともうひとつ。僕は戦いには手を貸かさない」

　アンリはうなずく。

「いいよ、その条件を呑のもう」

　と、満足気なヴァリアン。







[image: ]







「でも、約束を破やぶっちゃ嫌いやだよ。僕は怒ると、君の大切な王女様に何をするか分からないからね」

「僕と関かかわりを持ったために、多くの人間が不幸になった。もうたくさんだ。今の僕はすべてを捨てても、アムに笑顔と安らぎを与あたえたい」

　悩なやみ抜ぬいた上のアンリの決けつ断だんだった。

「盟めい約やくは守る。そちらが破らぬ限かぎりは」

「破るなんてとんでもない。僕は満足しているんだ、帝てい国こく皇帝さえ恐おそれる予言の子が、我わが手中にあることに」

　ヴァリアンはアンリの身体を抱だき締しめた。

「世界は……僕のものだ」




　　　＊　　　＊　　　＊




「約束しよう。黄昏たそがれ時どきに吹ふく風の向きが変わった頃ころに、またこの街を訪おとずれることを」

　夕ゆう闇やみはトリシアの頭に手を置いた。

　あれから半月。

　王女はやっと、歩ける程てい度どに回かい復ふくしていた。

　抗〝呪波〟の効こう力りよくも切れ、トリシアの治ち癒ゆ魔ま法ほうも効きくようになってきている。

　ただ、アンリを失った悲しみから立ち直ってはいない。

　だが、それはトリシアを含ふくめたアムリオンの全国民も一いつ緒しよだ。

「きっとですよ」

　夕闇を見上げるトリシア。

「ああ」

　夕闇はうなずく。

　今日は、レンの率ひきいる隊商がヴィントールに旅立つ日。

　見送りにはトリシアとアムレディアの他に、ビアトリスやセルマ、フェリノール、それにキカが来ている。

　夕闇は見送られる側。

　ふらりと街を出る気になった旅の剣けん士しは、途と中ちゆうまで隊商と同行するつもりだ。

「あなたは行かないの？」

　トリシアはキカに尋たずねる。

（ど～して、あたいが行かなきゃならね～んだよ！　あたいはあんたを監かん視ししなくちゃいけないんだって、何度言えば分かるんだよ、このボケ！）

「……だから、それは秘ひ密みつなんでしょ？」

（ううっ！）

　キカは憤ふん懣まんやる方ないといった表ひよう情じようで自分の口を押おさえた。

「あのさ、僕にはお別れの挨あい拶さつはないのかい、宮きゆう廷てい魔ま道どう士し殿どの？」

　夕闇と馬を並ならべたレンが、ちょっと不ふ貞て腐くされた振ふりをする。

「……もう一度、その肩書きで呼よんだら怒おこるからね」

　トリシアはレンをにらんだ。

「以後、気をつける。それじゃあ、行くよ、パット」

　レンはトリシアの頬ほおに前のように口づけしようとして、止めた。

「……あ……うん」

　トリシアは何となく、淋さみしいような、ほっとしたような気持ちを覚える。

「レン、すぐに戻もどってこないと、ひどいわよ」

　意い識しきしておどけてみせるトリシア。

「どうしようかな～、ヴィントールって美人が多いんだよねえ」

　レンも返す。

「え？　またまた～、まいったなあ」

　と、頭を掻かいたのは、ビアトリス。

「あんたじゃないって！」

　トリシアとレンは声を揃そろえて言うと、顔を見合わせて噴ふき出した。




　　　＊　　　＊　　　＊




「夕闇さん」

　自分が率いる隊商から少し離はなれ、夕闇と馬を並べて王都を出たレンは、しばらくしてからポツリと言った。

「僕ぼくは負けませんよ」

「何をだ？」

「分かってるでしょう？」

「レン」

　夕闇は振り返った。

「お前は雲間から差す、一いち条じようの陽ひの光のようだな」

「？」

「その輝かがやきは人にとって大切なものだ。忘わすれるな」

　夕闇は初めて笑え顔がおらしいものを見せると、馬の向きを変えた。

「私はここまでだ。また会おう」

「また、アムリオンで」

　レンはうなずいた。

　夕闇はもう一度微笑ほほえむと、夕日に向かって騎き馬ばを疾しつ駆くさせる。

　レンはその姿すがたを見送ると、ヴィントールの大隊商の先頭に馬を進めて号令をかけた。

「さあ、みんな！　故こ郷きように帰るぞ！」






　あとがき







　毎まい度ど～、お待たせしました！

　ほぼ半年振ぶりの四巻目です。




　ああっと、そう言えば。




『６年の学習』を読んで、この本を読もうかな～って気になってくれたみんな。

　これからも、このシリーズをよろしく。




　ちなみに。

『トリシア、ただいま修業中！』では、トリシアもまだ魔法学校の落ちこぼれ。

　ファンタジア文庫第一巻『トリシア先生、急きゆう患かんです！』の一、二年前、という設せつ定ていになっています。




　まあ、それはさておき、今回の話ですが。

　いつものメンバーによるドタバタ騒そう動どうに加えて……。

　夢で出会った謎なぞの剣けん士し〝夕ゆう闇やみ〟や、口の悪い妖よう精せいのキカ、野や心しんに燃えるヴァリアン王子の登場。

　トリシアの〝能力〟とも関係のある（かも知れない）仙せん境きようの秘ひ密みつ。

　五大守しゆ護ご国こつ家かすべてを巻き込む戦争の予よ感かん。

　そして、ただの幼なじみに過すぎなかったレンとトリシアの関係の微び妙みような変化。

　などの要素を満まん載さい。

　今までの、ノホホンとした味を残しながらも、怒ど濤とうの新展開となっています。

　トリシアもちょっぴり大人おとなになって、小お笠がさ原わらさんの服のデザインもリニューアルだったりするし。







　付ふ記き１

　今回、三人の新キャラ（やられ役の雑ざ魚こキャラは除く）がいるけど、一番のお気に入りはキカ。勝手に動いてくれるから、書きやすいこと……。

　逆に、ヴァリアンは暴走気味なので抑おさえるのが大変だったりして。

　……でも、このヴァリアンにしたって、テキサス出身の戦争好きな某ぼう国大統領と比べるとなんぼかマシのような気が。




　付記２

　現在、『トリシア、ただいま修業中！』は『５年の学習』で連載中（こっちも新キャラ登場中）です。

　今度はトリシアの研修時代の話。

　まだまだ続くぞ、きっと……。




　付記３

　ミステリー文庫『ハード・デイズ・ナイツ』の新作は、６月頃の刊行予定。

　……のはずだったけど、『真・三国無む双そう３』が出たので、順調に遅れ気味。

『魔界戦記ディスガイア』も、三周目に入ったしなあ……。










トリシア先せん生せい、大だい手しゆ術じゆつ！








南なん房ぼう秀ひで久ひさ
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